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I am the vine,

you are the branches.

He who abides in me,

and I in him,

he it is that bears much fruit,

for apart from me you can do nothing.
JOHN １５：５

学 院 聖 句

わたしはぶどうの木、

あなたがたはその枝である。

人がわたしにつながっており、

わたしもその人につながっていれば、

その人は豊かに実を結ぶ。

わたしを離れては、あなたがたは

何もできないからである。

ヨハネによる福音書 第１５章５節

（新共同訳）
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１２０１１年度 学年暦

〔前 期〕

４ 月 ５ 月 ６ 月

日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 金 １ 日 １ 水 �

２ 土 入学式 プレイスメントテスト（全学部） ２ 月 � ２ 木 �

３ 日 ３ 火 憲法記念日 ３ 金 �

４ 月 ↓新入生オリエンテーション（～１１日） ４ 水 みどりの日 ４ 土 施設訪問

５ 火 ↓健康診断 ５ 木 こどもの日 ５ 日

６ 水 ↓人文（現代）・人間一泊研修 ６ 金 � ６ 月 �

７ 木 ↓人文（現代）・人間一泊研修
短大一泊研修 ７ 土 ７ 火 �

８ 金 ↓短大一泊研修 ８ 日 ８ 水 �

９ 土 ↓ ９ 月 � ９ 木 �

１０ 日 １０ 火 � １０ 金 �

１１ 月 ↓ １１ 水 � １１ 土 ��

１２ 火 前期授業開始
履修確認表配信 � １２ 木 � １２ 日

１３ 水 � １３ 金 � １３ 月 �

１４ 木 � １４ 土 �	 １４ 火 �

１５ 金 � １５ 日 １５ 水 �

１６ 土 �
 １６ 月 � １６ 木 �

１７ 日 １７ 火 � １７ 金 �

１８ 月 春のキリスト教特別週間（～２２日）� １８ 水 創立記念日（休講） １８ 土 月曜授業日 �

１９ 火 ↓履修登録取消期間（～２０日）〈全学生〉
 １９ 木 � １９ 日

２０ 水 ↓↓ 
 ２０ 金 � ２０ 月 �

２１ 木 ↓ 
 ２１ 土 水曜授業日 � ２１ 火 �

２２ 金 ↓ 
 ２２ 日 ２２ 水 �

２３ 土 ２３ 月 	 ２３ 木 �

２４ 日 ２４ 火 	 ２４ 金 �

２５ 月 履修確認表配信〈取消学生のみ〉 
 ２５ 水 	 ２５ 土 ��

２６ 火 � ２６ 木 	 ２６ 日

２７ 水 � ２７ 金 	 ２７ 月 �

２８ 木 � ２８ 土 �� ２８ 火 �

２９ 金 昭和の日 ２９ 日 ２９ 水 �

３０ 土 �� ３０ 月 � ３０ 木 �

３１ 火 �

【国際交流センター】

留学説明会：５月２８日

【大学英語教育研究センター】

TOEIC公開テスト：５月２９日�
【短期大学部】

朗読コンテスト１年生：未定

【短期大学部】

Exchange Program：未定

前期授業回数：１５回

在学生オリエンテーション：３／２５～

１



７ 月 ８ 月 ９ 月

日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 金 � １ 月 特別編成試験日 １ 木 ↓成績通知書配布〈前期卒業見込者対象〉

２ 土 ２ 火 追試験願締切 ２ 金 ↓再試験願締切〈前期卒業見込者対象〉
全学年対象前期成績通知書保護者宛発送

３ 日 ３ 水 ３ 土

４ 月 � ４ 木 ４ 日

５ 火 � ５ 金 追試験許可者発表 追試験時間割発表
オープンキャンパス準備 ５ 月

６ 水 � ６ 土 オープンキャンパス ６ 火 再試験許可者発表〈前期卒業見込者対象〉
再試験時間割発表〈前期卒業見込者対象〉

７ 木 � ７ 日 オープンキャンパス ７ 水 再試験手続締切〈前期卒業見込者対象〉

８ 金 � ８ 月 追試験 ８ 木 再試験〈前期卒業見込者対象〉

９ 土 �� ９ 火 ↓ ９ 金

１０ 日 １０ 水 ↓ １０ 土

１１ 月 � １１ 木 夏期修養セミナー（～１２日） １１ 日

１２ 火 � １２ 金 ↓ １２ 月 後期履修登録修正（～１３日）

１３ 水 � １３ 土 １３ 火 ↓

１４ 木 � １４ 日 １４ 水 前期卒業許可者発表

１５ 金 � １５ 月 １５ 木

１６ 土 １６ 火 １６ 金 履修確認表配信

１７ 日 １７ 水 １７ 土

１８ 月 海の日 １８ 木 １８ 日

１９ 火 � １９ 金 １９ 月 敬老の日

２０ 水 � ２０ 土 ２０ 火 後期授業開始 �

２１ 木 � ２１ 日 ２１ 水 �

２２ 金 � ２２ 月 ２２ 木 �

２３ 土 土曜授業最終日 � ２３ 火 集中講義（～９月２日） ２３ 金 秋分の日

２４ 日 ２４ 水 ↓ ２４ 土 金曜授業日 �

２５ 月 月曜授業最終日 � ２５ 木 ↓ ２５ 日

２６ 火 火曜授業最終日 � ２６ 金 ↓ ２６ 月 �

２７ 水 水曜授業最終日 � ２７ 土 ２７ 火 �

２８ 木 木曜授業最終日 � ２８ 日 ２８ 水 前期卒業式 �

２９ 金 金曜授業最終日 � ２９ 月 ２９ 木 �

３０ 土 ３０ 火 ↓ ３０ 金 �

３１ 日 ３１ 水 ↓

【短期大学部】

英語伸長度測定試験１年生：未定

英語伸長度測定試験２年生：未定

＊成績通知書は保護者を通じて学生へ通知。
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２０１１年度 学年暦

〔後 期〕

１０ 月 １１ 月 １２ 月

日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 土 �� １ 火 � １ 木 �

２ 日 ２ 水 � ２ 金 �

３ 月 履修登録取消期間（～４日） � ３ 木 文化の日 ３ 土 施設訪問
特別補講日

４ 火 ↓ � ４ 金 � ４ 日

５ 水 � ５ 土 木曜授業日 � ５ 月 �

６ 木 履修確認表配信〈取消学生のみ〉 � ６ 日 ６ 火 �

７ 金 � ７ 月 � ７ 水 �

８ 土 月曜授業日 � ８ 火 	 ８ 木 �

９ 日 ９ 水 	 ９ 金 �

１０ 月 体育の日 １０ 木 � １０ 土 施設訪問 ��

１１ 火 全学修養会（２時限休講） 
 １１ 金 � １１ 日

１２ 水 秋のキリスト教特別週間（～１４日）
 １２ 土 推薦入試 �	 １２ 月 �

１３ 木 ↓ 
 １３ 日 １３ 火 クリスマス礼拝
〔４・５（６０分５・６）時限休講〕 �

１４ 金 ↓ 
 １４ 月 	 １４ 水 �

１５ 土 �
 １５ 火 � １５ 木 �

１６ 日 １６ 水 � １６ 金 �

１７ 月 
 １７ 木 	 １７ 土 コミュニケーション入試
期

１８ 火 � １８ 金 	 １８ 日

１９ 水 � １９ 土 コミュニケーション入試�期 １９ 月 �

２０ 木 葡萄祭準備〈休講〉 ２０ 日 ２０ 火 �

２１ 金 葡萄祭〈休講〉 ２１ 月 � ２１ 水 �

２２ 土 葡萄祭〈休講〉 ２２ 火 � ２２ 木 年内授業終了 �

２３ 日 ２３ 水 勤労感謝の日 ２３ 金 天皇誕生日

２４ 月 � ２４ 木 � ２４ 土

２５ 火 � ２５ 金 � ２５ 日

２６ 水 � ２６ 土 �� ２６ 月

２７ 木 � ２７ 日 ２７ 火

２８ 金 � ２８ 月 � ２８ 水

２９ 土 �� ２９ 火 � ２９ 木

３０ 日 ３０ 水 � ３０ 金

３１ 月 � ３１ 土

後期授業回数：１５回 【大学英語教育センター】

Carolyn Graham English Workshop：１１月２６日�
TOEIC公開テスト：１１月２７日�
【短期大学部】

グレープカップコンテスト：未定

朗読コンテスト２年生：未定

３



１ 月 ２ 月 ３ 月

日 曜 行 事 日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 日 元日 １ 水 追試験許可者発表 追試験時間割発表 １ 木

２ 月 振替休日 ２ 木 追試験 ２ 金 卒業許可者発表

３ 火 ３ 金 ↓ ３ 土

４ 水 ４ 土 ↓ ４ 日

５ 木 ５ 日 ５ 月

６ 金 授業再開 � ６ 月 ６ 火 全学年対象成績通知書保護者宛発送

７ 土 �� ７ 火 ７ 水

８ 日 ８ 水 ８ 木

９ 月 成人の日 ９ 木 ９ 金

１０ 火 火曜２・４・５（６０分２・５・６）時限授業日 １０ 金 １０ 土

１１ 水 � １１ 土 建国記念の日 １１ 日

１２ 木 � １２ 日 １２ 月

１３ 金 � １３ 月 １３ 火

１４ 土 １４ 火 １４ 水 卒業礼拝

１５ 日 １５ 水 卒業年次生対象成績通知書配布 １５ 木 卒業式

１６ 月 � １６ 木 再試験願締切 １６ 金

１７ 火 火曜授業最終日 � １７ 金 １７ 土

１８ 水 水曜授業最終日 � １８ 土 １８ 日

１９ 木 木曜授業最終日 � １９ 日 １９ 月

２０ 金 金曜授業最終日 � ２０ 月 再試験許可者発表 再試験時間割発表 ２０ 火 春分の日

２１ 土 土曜授業最終日 � ２１ 火 再試験手続締切 ２１ 水

２２ 日 ２２ 水 再試験 ２２ 木

２３ 月 月曜授業最終日 � ２３ 木 ↓ ２３ 金 在学生新年度オリエンテーション

２４ 火 特別編成試験 ２４ 金 ２４ 土

２５ 水 追試験願締切 ２５ 土 ２５ 日

２６ 木 ２６ 日 ２６ 月

２７ 金 一般入試前期日程 ２７ 月 ２７ 火

２８ 土 ２８ 火 ２８ 水

２９ 日 ２９ 水 ２９ 木

３０ 月 一般入試前期日程 ３０ 金

３１ 火 一般入試前期日程 ３１ 土

【大学英語教育研究センター】

アチーブメントテスト：１月２１日�
【短期大学部】

クラス編成試験１年生：未定

【国際交流センター】

交換・短期留学生修了式：２月７日�
＊成績通知書は保護者を通じて学生へ通知。

２０１２年度在学生オリエンテーション：３／２３～

４



Introduction
教務全般

【教育課程】

人文学部２００９・２０１０・２０１１年度入学生
（一） 現代文化学科
（必修３０単位、選択必修６単位以上、選択８８単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自 Web 上
の履修確認
画面を見て、
学生各自の
責任で、履
修登録がさ
れているか、
必ず確認し
てください。

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

必

修

科

目

【人文学部共通科目】
聖書概説 １ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２
キリスト教人間学 ３ ２
日本語コミュニケーション技法� １ ２ ２０単位

必修日本語コミュニケーション技法� １ ２
First-year English A� １ ２
First-year English A� １ ２
First-year English B� １ ２
First-year English B� １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【総合演習】
現代文化基礎演習 ２ ２
現代文化演習� ３ ２

１０単位
必修

現代文化演習� ３ ２
卒業研究� ４ ２
卒業研究� ４ ２

選
択
必
修
科
目

【専門教育科目】
現代文化論 １ ２

６単位以上
選択必修

生活文化論 １ ２
交流文化論 １ ２
観光文化論 １ ２

選

択

科

目

【人文学部共通科目】
◇Test Preparation １ ２
◇Speaking Skills A ２ ２
◇Speaking Skills B ２ ２
◇Reading Skills A ２ ２
◇Reading Skills B ２ ２
◇Listening Skills ２ ２
◇Writing Skills ２ ２
◇Academic Reading A ３ ２
◇Academic Reading B ３ ２
コンピュータリテラシーＡ １ ２
コンピュータリテラシーＢ ２ ２
コンピュータリテラシーＣ ２ ２

５



＊１ ２００９年度入学生は「人権教育の理論と方法」に読み替え
＊２ ２００９年度入学生は「障害児教育」に読み替え

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

中国語� １ ２
中国語� １ ２
中国語� ２ ２
中国語� ２ ２
韓国語� １ ２
韓国語� １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
フランス語� １ ２
フランス語� １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
生命科学入門 １ ２
ヘルシーダイエット １ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
自然と環境 １ ２
現代の衣食住 ２ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
人権と法（著作権法を含む） １ ２
日本国憲法 １ ２
文化人類学 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
国際経済論 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ２ ２
国際法入門 １ ２
国際社会と民族 １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワーク（欧米） １ ２
フィールドワーク（アジア） １ ２
人間形成と教育 １ ２
教育原理� ２ ２
教育原理� ２ ２
教育心理学 ２ ２
人権教育の理論と指導法 ＊１ ２ ２
障害児教育の理論と指導法 ＊２ ２ ２
比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
児童文学（英語） ２ ２
キッズコミュニケーション ３ ２
児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習� ３ ２

６



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

児童英語指導法演習� ３ ２
◇児童英語フィールドワーク ２ ２
児童日本語教育法 ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教授法演習� ４ ２
日本語教授法演習� ４ ２
コミュニケーションマナー １ ２
ビジネスマナー ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【専門教育科目】
比較文学論 ２ ２
比較文化論 ３ ２
比較芸術論 １ ２
イギリス文学の変遷 ２ ４
アメリカ文学の変遷 ２ ４
民俗学 ２ ２
日本文学の発生 １ ２
日本文学の変遷 １ ２
日本史 ２ ２
地域文化論 １ ２
中国文化研究 ２ ２
韓国文化研究 ２ ２
イギリス文化研究 ２ ２
アメリカ文化研究 ２ ２
地中海文化研究 ２ ２
比較文化Ａ（日本と東アジア） ２ ２
比較文化Ｂ（日本とヨーロッパ） ２ ２
比較文化Ｃ（日本とアメリカ） ２ ２
比較文化Ｄ（アジアとヨーロッパ） ３ ２
東アジアの文化 ２ ２
ヨーロッパの文化 ３ ２
英語圏の文化 ２ ２
中国文学 ２ ２
イギリス文学 ３ ４
アメリカ文学 ３ ４
日本研究 ２ ２
日本文化史 ２ ２
日本の文化 ２ ２
日本の文化（技法） １ ２
書道文化史 ３ ４
書道文化（技法） １ ２
現代文学論 １ ２
日本の文学（古典Ａ�） ２ ２
日本の文学（古典Ａ�） ２ ２
日本の文学（古典Ｂ�） ２ ２

７



�＝リピート履修可能科目

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

日本の文学（古典Ｂ�） ２ ２
日本の文学（近現代�） ２ ２
日本の文学（近現代�） ２ ２
日本の文学（特講Ａ） ２ ２
日本の文学（特講Ｂ） ２ ２
日本文学研究� ２ ２
日本文学研究� ２ ２
日本文学研究� ２ ２
日本文学研究� ２ ２
漢文学Ａ� ２ ２
漢文学Ａ� ２ ２
漢文学Ａ� ２ ２
国内観光地理研究 ２ ２
国際観光地理研究 ２ ２
ホスピタリティ・マネジメント論 ２ ２
日本の観光文化 ２ ２
観光産業論 ２ ２
観光文化と都市 ２ ２
観光まちづくり論 ２ ２
観光マーケティング １ ２
現代社会論 １ ２
観光の英語Ａ １ ２
観光の英語Ｂ １ ２
旅行業務研究Ａ １ ２
旅行業務研究Ｂ １ ２
旅行業務研究Ｃ ２ ２
旅行業務研究Ｄ ２ ２
航空実務研究Ａ １ ２
航空実務研究Ｂ １ ２
観光実習Ａ １ ２
観光実習Ｂ １ ２
観光実習Ｃ １ ２
ワークショップ現代Ａ １ ２
ワークショップ現代Ｂ １ ２
ワークショップ現代Ｃ １ ２
ワークショップ現代Ｄ １ ２
ワークショップ現代Ｅ １ ２
ワークショップ現代Ｆ １ ２
ワークショップ現代Ｇ １ ２
ワークショップ現代Ｈ １ ２
フィールドワーク現代Ａ １ ２
フィールドワーク現代Ｂ １ ２
フィールドワーク現代Ｃ １ ２
フィールドワーク現代Ｄ １ ２
フィールドワーク現代Ｅ １ ２
フィールドワーク現代Ｆ １ ２
フィールドワーク現代Ｇ １ ２
フィールドワーク現代Ｈ １ ２

８



（二） 表現学科
（必修３２単位、選択必修６単位以上、選択８６単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自 Web 上
の履修確認
画面を見て、
学生各自の
責任で、履
修登録がさ
れているか、
必ず確認し
てください。

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

必

修

科

目

【人文学部共通科目】
聖書概説 １ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２
キリスト教人間学 ３ ２
日本語コミュニケーション技法� １ ２ ２０単位

必修日本語コミュニケーション技法� １ ２
First-year English A� １ ２
First-year English A� １ ２
First-year English B� １ ２
First-year English B� １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【総合演習】
基礎ワークショップ� １ １
基礎ワークショップ� １ １
表現基礎演習� ２ １ １２単位

必修表現基礎演習� ２ １
表現演習� ３ ２
表現演習� ３ ２
卒業研究� ４ ２
卒業研究� ４ ２

選
択
必
修
科
目

【専門教育科目】
表現学入門Ａ（マスコミ） １ ２

６単位以上
選択必修

表現学入門Ｂ（デザイン） １ ２
表現学入門Ｃ（演劇） １ ２
表現学入門Ｄ（日本語） １ ２
表現学入門Ｅ（英語） １ ２

選

択

科

目

【人文学部共通科目】
◇Test Preparation １ ２
◇Speaking Skills A ２ ２
◇Speaking Skills B ２ ２
◇Reading Skills A ２ ２
◇Reading Skills B ２ ２
◇Listening Skills ２ ２
◇Writing Skills ２ ２
◇Academic Reading A ３ ２
◇Academic Reading B ３ ２
コンピュータリテラシーＡ １ ２
コンピュータリテラシーＢ ２ ２
コンピュータリテラシーＣ ２ ２
中国語� １ ２
中国語� １ ２
中国語� ２ ２
中国語� ２ ２
韓国語� １ ２

９



＊１ ２００９年度入学生は「人権教育の理論と方法」に読み替え
＊２ ２００９年度入学生は「障害児教育」に読み替え

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

韓国語� １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
フランス語� １ ２
フランス語� １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
生命科学入門 １ ２
ヘルシーダイエット １ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
自然と環境 １ ２
現代の衣食住 ２ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
人権と法（著作権法を含む） １ ２
日本国憲法 １ ２
文化人類学 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
国際経済論 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ２ ２
国際法入門 １ ２
国際社会と民族 １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワーク（欧米） １ ２
フィールドワーク（アジア） １ ２
人間形成と教育 １ ２
教育原理� ２ ２
教育原理� ２ ２
教育心理学 ２ ２
人権教育の理論と指導法＊１ ２ ２
障害児教育の理論と指導法＊２ ２ ２
比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
児童文学（英語） ２ ２
キッズコミュニケーション ３ ２
児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習� ３ ２
児童英語指導法演習� ３ ２

◇児童英語フィールドワーク ２ ２

１０



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

児童日本語教育法 ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教授法演習� ４ ２
日本語教授法演習� ４ ２
コミュニケーションマナー １ ２
ビジネスマナー ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【専門教育科目】
言語学概論 １ ２
英語表現基礎研究� １ ２
英語表現基礎研究� １ ２
英文法� ２ ２
英文法� ２ ２
英語学概論� ２ ２
英語学概論� ２ ２
初級英語音声学� ２ ２
初級英語音声学� ２ ２
日本語学概論� ２ ２
日本語学概論� ２ ２
対照言語学 ２ ２
マスコミ論 ２ ２
ビジュアル表現論 ２ ２
クリエイティブ教育研究� ３ ２
クリエイティブ教育研究� ３ ２
クリエイティブ教育演習� ４ ２
クリエイティブ教育演習� ４ ２
英語表現研究Ａ（小説） ２ ４
英語表現研究Ｂ（演劇） ２ ４
英語表現研究Ｃ（詩） ２ ４
英語表現研究Ｄ（エッセイ） ２ ２
英語表現研究Ｅ（放送） ２ ２
英語表現研究Ｆ（新聞） ２ ２
英語表現研究Ｇ（聖書）� ２ ２
英語表現研究Ｇ（聖書）� ２ ２
英語表現研究Ｈ（映画）� ３ ２
英語表現研究Ｈ（映画）� ３ ２
英語表現研究Ｉ（音楽）� ３ ２
英語表現研究Ｉ（音楽）� ３ ２
英語表現技法Ａ（文章）� ２ ２
英語表現技法Ａ（文章）� ２ ２
英語表現技法Ｂ（ディベート）� ３ ２
英語表現技法Ｂ（ディベート）� ３ ２

１１



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

英語翻訳・通訳研究� ３ ２
英語翻訳・通訳研究� ３ ２
社会言語学 ２ ２
日本語史� ２ ２
日本語史� ２ ２
日本語の構造 ２ ２
日本語の語彙・意味 ２ ２

◇芸能研究Ａ ２ ２
◇芸能研究Ｂ ２ ２
日本語表現技法Ａ（文章） ２ ２
日本語表現技法Ｂ（音声） ２ ２

◇日本語表現技法Ｃ（ディベート） ２ ２
日本語表現技法Ｄ（マスメディア・アナウンス） ２ ２
ビジュアル表現基礎 １ ４
ビジュアル表現研究Ａ（デザイン） ２ ２
ビジュアル表現研究Ｂ（色彩） ２ ２
ビジュアル表現研究Ｃ（動画） ３ ４
デザイン表現研究Ａ（製図） ２ ４
デザイン表現研究Ｂ（環境） ２ ２
パフォーマンス研究Ａ ２ ２
パフォーマンス研究Ｂ ２ ２
シアターマネージメント ３ ２

◇舞台制作演習� １ ２
◇舞台制作演習� １ ２
民俗表現研究� ３ ２
民俗表現研究� ３ ２
サウンド表現研究Ａ（作曲） ２ ２
サウンド表現研究Ｂ（演奏） ２ ２
サウンド表現研究Ｃ（実践） ３ ２
ミュージックセラピー ３ ２
マスメディア表現研究Ａ（テレビ・ラジオ） ２ ２
マスメディア表現研究Ｂ（新聞・出版） ２ ２
マスメディア表現研究Ｃ（映画・写真） ２ ２
マスメディア表現研究Ｄ（広告・マーケティング） ２ ２
ワークショップ表現Ａ １ ２
ワークショップ表現Ｂ １ ２
ワークショップ表現Ｃ １ ２
ワークショップ表現Ｄ １ ２
ワークショップ表現Ｅ １ ２
ワークショップ表現Ｆ １ ２
ワークショップ表現Ｇ １ ２
ワークショップ表現Ｈ １ ２
ワークショップ表現Ｉ ２ ２
マスメディアワークショップ １ ２
イギリス研修ワークショップ ２ ２
ロンドン研修ワークショップ １ ２

１２



◇リピート履修可能科目

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

クリエイティブ教育ワークショップ ３ ２
実践時事ワークショップ ３ ２
フィールドワーク表現Ａ １ ２

◇フィールドワーク表現Ｂ １ ２
フィールドワーク表現Ｃ １ ２

◇フィールドワーク表現Ｄ １ ２
フィールドワーク表現Ｅ １ ２
フィールドワーク表現Ｆ １ ２
フィールドワーク表現Ｇ １ ２
フィールドワーク表現Ｈ １ ２
マスメディアフィールドワーク ２ ２
イギリス研修フィールドワーク ２ ２
日本語教育実習フィールドワーク ２ ２
ロンドン研修フィールドワーク １ ２
学校臨床教育フィールドワーク� １ ２
学校臨床教育フィールドワーク� ２ ２
学校臨床教育フィールドワーク� ３ ２
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（三） 英語学科
（必修６２単位、選択６２単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い青
色であみかけ
された必修科
目は、下記の
場合、学生側
で履修登録す
る必要はあり
ません。
�自分の学年
と【最下位
学年（赤数
字の学年）】
の履修年次
が同じ。

�時間割で曜
日・時限の
クラス指定
がなされて
いる。

ただし、各自
Web上 の 履
修確認画面を
見て、学生各
自の責任で、
履修登録がさ
れているか、
必ず確認して
ください。

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

必

修

科

目

【人文学部共通科目】
聖書概説 １ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２
キリスト教人間学 ３ ２
日本語コミュニケーション技法� １ ２ ２０単位

必修日本語コミュニケーション技法� １ ２
First-year English A� １ ２
First-year English A� １ ２
First-year English B� １ ２
First-year English B� １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【専門教育科目】
Reading Skills� １ ２
Reading Skills� １ ２
Writing Skills� １ ２
Writing Skills� １ ２
Critical Thinking １ ２
Study Skills １ ２
Academic Reading� ２ ２
Academic Reading� ２ ２ ３２単位

必修Communicative Grammar� ２ ２
Communicative Grammar� ２ ２
Speaking Skills� ２ ２
Speaking Skills� ２ ２
Academic Writing� ２ ２
Academic Writing� ２ ２
Discussion Skills� ３ ２
Business Communication� ３ ２

【総合演習】
Sophomore Seminar ２ ２
Junior Seminar� ３ ２ １０単位

必修Junior Seminar� ３ ２
Senior Seminar� ４ ２
Senior Seminar� ４ ２

選

択

科

目

【人文学部共通科目】
◇Test Preparation １ ２ 「Test Preparation」～

「Academic Reading B」
まで英語学科は
履修不可

◇Speaking Skills A ２ ２
◇Speaking Skills B ２ ２
◇Reading Skills A ２ ２
◇Reading Skills B ２ ２
◇Listening Skills ２ ２
◇Writing Skills ２ ２
◇Academic Reading A ３ ２
◇Academic Reading B ３ ２
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＊１ ２００９年度入学生は「人権教育の理論と方法」に読み替え
＊２ ２００９年度入学生は「障害児教育」に読み替え

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

コンピュータリテラシーＡ １ ２
コンピュータリテラシーＢ ２ ２
コンピュータリテラシーＣ ２ ２
中国語� １ ２
中国語� １ ２
中国語� ２ ２
中国語� ２ ２
韓国語� １ ２
韓国語� １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
フランス語� １ ２
フランス語� １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
生命科学入門 １ ２
ヘルシーダイエット １ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
自然と環境 １ ２
現代の衣食住 ２ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
人権と法（著作権法を含む） １ ２
日本国憲法 １ ２
文化人類学 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
国際経済論 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ２ ２
国際法入門 １ ２
国際社会と民族 １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワーク（欧米） １ ２
フィールドワーク（アジア） １ ２
人間形成と教育 １ ２
教育原理� ２ ２
教育原理� ２ ２
教育心理学 ２ ２
人権教育の理論と指導法 ＊１ ２ ２
障害児教育の理論と指導法 ＊２ ２ ２
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科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
児童文学（英語） ２ ２
キッズコミュニケーション ３ ２
児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習� ３ ２
児童英語指導法演習� ３ ２

◇児童英語フィールドワーク ２ ２
児童日本語教育法 ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教授法演習� ４ ２
日本語教授法演習� ４ ２
コミュニケーションマナー １ ２
ビジネスマナー ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【専門教育科目】
Language and Culture １ ２
English in the World １ ２

◇Pronunciation Skills １ １
◇Test Taking Skills １ ２
第二言語習得理論� ２ ２
第二言語習得理論� ２ ２
イギリス文化と英語 ２ ２
アメリカ文化と英語 ２ ２
メディアと英語 ２ ２
英語学概論� ２ ２
英語学概論� ２ ２
イギリス文学の変遷 ２ ４
アメリカ文学の変遷 ２ ４
初級英語音声学� ２ ２
初級英語音声学� ２ ２
英文法� ２ ２
英文法� ２ ２

△Communication Skills� ２ ４
△Communication Skills� ２ ４
Introduction to English Linguistics ２ ２
Introduction to English Education ２ ２
Introduction to International Affairs ２ ２

△Discussion Skills� ３ ２
△Business Communication� ３ ２
Studies in English Linguistics A (Semantics) ３ ２
Studies in English Linguistics B (Stylistics) ３ ２
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上記の「教職に関する科目」については、教職課程受講許可者のみに受講が認められます。上
記の科目は教職課程受講許可者側で履修登録する必要はありません。但し、自分の学年と上記
表の【履修年次】が同じ場合に限ります。再履修の場合は各自で登録してください。また、各
自Web履修で必ず履修登録の確認をしてください。
（注１） 総合演習は２００９年度入学生まで適用
（注２） 教職実践演習（中・高）は２０１０年度入学生から適用

◇＝リピート履修可能科目
※「Study Abroad Program」を履修しない学生は「Summer English Camp in OSA」と△科
目をあわせて計１６単位履修すること。

（四） 教職に関する科目（教職課程受講者は、Part６免許・資格取得関係の［教職課程］を参照してください）

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

Studies in English Linguistics C (Grammar) ３ ２
Studies in English Education A(Curriculum Development) ３ ２
Studies in English Education B (Methodology) ３ ２
Studies in English Education C(Cognitive Approach) ３ ２
Studies in International Affairs A (Journalism) ３ ２
Studies in International Affairs B (Politics) ３ ２
Studies in International Affairs C (Business) ３ ２
イギリス文学 ３ ４
アメリカ文学 ３ ４
Study Abroad Program� ２ １６
Study Abroad Program� ２ １６
Summer English Camp in OSA ２ ４
Short Overseas Program ２ ６

◇Workshop １ ２
◇Fieldwork １ ２

授 業 科 目 履修年次
単 位 数

備 考
必修 選択

教師論 ２ ２
国語科教育法� ２ ２
国語科教育法� ２ ２
国語科教育法� ３ ２
国語科教育法� ３ ２
英語科教育法� ２ ２
英語科教育法� ２ ２
英語科教育法� ３ ２
英語科教育法� ３ ２
道徳教育の理論と指導法 ３ ２
特別活動の理論と指導法 ２ ２
生徒指導の理論と指導法 ３ ２
教育相談 ３ ２
（注１）総合演習 ３ ２
教育実習� ３～４ １
教育実習�Ａ ４ ４
教育実習�Ｂ ４ ２
（注２）教職実践演習（中・高） ４ ２
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（五） 日本語科目（外国人留学生対象）

人文学部 日本語科目の読み替え表

【２００９年度入学生 読み替え科目】

読み替え科目 単位数 備 考

学部共通基礎科目
必修科目
First-year English A�
First-year English A�
First-year English B�
First-year English B�
選択科目

２
２
２
２
１６
（２４）

修得した日本語科目のうち２４単位を上限として読み替える。
ただし、必修科目(First-year English A�・A�・B�・B�）
を修得した場合のみ選択科目の読み替え単位は（２４）単位を
適用する。

授 業 科 目 履修年次
単 位 数

備 考
必修 選択

日本語の作文（上級）� １ ２

１６単位必修

日本語の作文（上級）� １ ２
日本語の読解（上級）� １ ２
日本語の読解（上級）� １ ２
日本語の会話（上級）� １ ２
日本語の会話（上級）� １ ２
日本語の聴解（上級）� １ ２
日本語の聴解（上級）� １ ２
専門日本語� ２ ２
専門日本語� ２ ２
日本語の表現技術� ２ ２
日本語の表現技術� ２ ２

授 業 科 目 履修年次
単 位 数

備 考
必修 選択

道徳教育の理論と指導法 ３ ２ 道徳教育
特別活動の理論と指導法 ２ ２ 特別活動
生徒指導の理論と指導法 ３ ２ 生徒指導
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【教育課程】

人文学部２００８年度入学生
（一） 現代文化学科
（必修３０単位、選択必修６単位以上、選択８８単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自 Web 上
の履修確認
画面を見て、
学生各自の
責任で、履
修登録がさ
れているか、
必ず確認し
てください。

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

必

修

科

目

【人文学部共通科目】
聖書概説 １ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２
キリスト教人間学 ３ ２
日本語コミュニケーション技法Ⅰ １ ２ ２０単位

必修日本語コミュニケーション技法Ⅱ １ ２
First-year English A Ⅰ １ ２
First-year English A Ⅱ １ ２
First-year English B Ⅰ １ ２
First-year English B Ⅱ １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【総合演習】
現代文化基礎演習 ２ ２
現代文化演習� ３ ２ １０単位

必修現代文化演習� ３ ２
卒業研究� ４ ２
卒業研究� ４ ２

選
択
必
修
科
目

【専門教育科目】
現代文化論 １ ２

６単位以上
選択必修

生活文化論 １ ２
交流文化論 １ ２
観光文化論 １ ２

選

択

科

目

【人文学部共通科目】
◇Test Preparation １ ２
◇Speaking Skills A ２ ２
◇Speaking Skills B ２ ２
◇Reading Skills A ２ ２
◇Reading Skills B ２ ２
◇Listening Skills ２ ２
◇Writing Skills ２ ２
◇Academic Reading A ３ ２
◇Academic Reading B ３ ２
コンピュータリテラシーＡ １ ２
コンピュータリテラシーＢ ２ ２
コンピュータリテラシーＣ ２ ２
中国語Ⅰ １ ２
中国語Ⅱ １ ２
中国語Ⅲ ２ ２
中国語Ⅳ ２ ２
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科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

韓国語Ⅰ １ ２
韓国語Ⅱ １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
フランス語Ⅰ １ ２
フランス語Ⅱ １ ２
フランス語Ⅲ ２ ２
フランス語� ２ ２
生命科学入門 １ ２
ヘルシーダイエット １ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
自然と環境 １ ２
現代の衣食住 ２ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
人権と法（著作権法を含む） １ ２
日本国憲法 １ ２
文化人類学 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
国際経済論 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ２ ２
国際法入門 １ ２
国際社会と民族 １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワーク（欧米） １ ２
フィールドワーク（アジア） １ ２
人間形成と教育 １ ２
教育原理Ⅰ ２ ２
教育原理Ⅱ ２ ２
教育心理学 ２ ２
同和教育 ２ ２
障害児教育 ２ ２
比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
児童文学（英語） ２ ２
キッズコミュニケーション ３ ２
児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習Ⅰ ３ ２
児童英語指導法演習Ⅱ ３ ２
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科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

◇児童英語フィールドワーク ２ ２
日本語教育概論Ⅰ ２ ２
日本語教育概論Ⅱ ２ ２
日本語教材研究Ⅰ ３ ２
日本語教材研究Ⅱ ３ ２
日本語教授法演習Ⅰ ４ ２
日本語教授法演習Ⅱ ４ ２
コミュニケーションマナー １ ２
ビジネスマナー ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【専門教育科目】
比較文学論 ２ ２
比較文化論 ３ ２
比較芸術論 １ ２
イギリス文学の変遷 ２ ４
アメリカ文学の変遷 ２ ４
民俗学 ２ ２
日本文学の発生 １ ２
日本文学の変遷 １ ２
日本史 ２ ２
地域文化論 １ ２
中国文化研究 ２ ２
韓国文化研究 ２ ２
イギリス文化研究 ２ ２
アメリカ文化研究 ２ ２
地中海文化研究 ２ ２
比較文化Ａ（日本と東アジア） ２ ２
比較文化Ｂ（日本とヨーロッパ） ２ ２
比較文化Ｃ（日本とアメリカ） ２ ２
比較文化Ｄ（アジアとヨーロッパ） ３ ２
東アジアの文化 ２ ２
ヨーロッパの文化 ３ ２
アメリカの文化 ３ ２
中国文学 ２ ２
イギリス文学 ３ ４
アメリカ文学 ３ ４
日本研究 ２ ２
日本文化史 ２ ２
日本の文化 ２ ２
日本の文化（技法） １ ２
書道文化史 ３ ４
書道文化（技法） １ ２
現代文学論 １ ２
日本の文学（古典ＡⅠ） ２ ２
日本の文学（古典ＡⅡ） ２ ２
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�＝リピート履修可能科目

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

日本の文学（古典ＢⅠ） ２ ２
日本の文学（古典ＢⅡ） ２ ２
日本の文学（近現代Ⅰ） ２ ２
日本の文学（近現代Ⅱ） ２ ２
日本の文学（特講Ａ） ２ ２
日本の文学（特講Ｂ） ２ ２
漢文学ＡⅠ ２ ２
漢文学ＡⅡ ２ ２
漢文学ＡⅢ ２ ２
国内観光地理研究 ２ ２
国際観光地理研究 ２ ２
ツーリズムビジネス研究 ２ ２
余暇産業研究 ２ ２
観光の英語Ａ １ ２
観光の英語Ｂ １ ２
旅行業務研究Ａ １ ２
旅行業務研究Ｂ １ ２
旅行業務研究Ｃ ２ ２
旅行業務研究Ｄ ２ ２
航空実務研究Ａ １ ２
航空実務研究Ｂ １ ２
観光実習Ａ １ ２
観光実習Ｂ １ ２
観光実習Ｃ １ ２
ワークショップ現代Ａ １ ２
ワークショップ現代Ｂ １ ２
ワークショップ現代Ｃ １ ２
ワークショップ現代Ｄ １ ２
ワークショップ現代Ｅ １ ２
ワークショップ現代Ｆ １ ２
ワークショップ現代Ｇ １ ２
ワークショップ現代Ｈ １ ２
フィールドワーク現代Ａ １ ２
フィールドワーク現代Ｂ １ ２
フィールドワーク現代Ｃ １ ２
フィールドワーク現代Ｄ １ ２
フィールドワーク現代Ｅ １ ２
フィールドワーク現代Ｆ １ ２
フィールドワーク現代Ｇ １ ２
フィールドワーク現代Ｈ １ ２

２２



（二） 表現学科
（必修３０単位、選択必修６単位以上、選択８８単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自 Web 上
の履修確認
画面を見て、
学生各自の
責任で、履
修登録がさ
れているか、
必ず確認し
てください。

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

必

修

科

目

【人文学部共通科目】
聖書概説 １ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２
キリスト教人間学 ３ ２
日本語コミュニケーション技法Ⅰ １ ２ ２０単位

必修日本語コミュニケーション技法Ⅱ １ ２
First-year English A Ⅰ １ ２
First-year English A Ⅱ １ ２
First-year English B Ⅰ １ ２
First-year English B Ⅱ １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【総合演習】
表現基礎演習 ２ ２
表現演習Ⅰ ３ ２ １０単位

必修表現演習Ⅱ ３ ２
卒業研究Ⅰ ４ ２
卒業研究Ⅱ ４ ２

選
択
必
修
科
目

【専門教育科目】
表現学概論Ａ（マスコミ） １ ２

６単位以上
選択必修

表現学概論Ｂ（デザイン） １ ２
表現学概論Ｃ（演劇） １ ２
表現学概論Ｄ（日本語） １ ２
表現学概論Ｅ（英語） １ ２

選

択

科

目

【人文学部共通科目】
◇Test Preparation １ ２
◇Speaking Skills A ２ ２
◇Speaking Skills B ２ ２
◇Reading Skills A ２ ２
◇Reading Skills B ２ ２
◇Listening Skills ２ ２
◇Writing Skills ２ ２
◇Academic Reading A ３ ２
◇Academic Reading B ３ ２
コンピュータリテラシーＡ １ ２
コンピュータリテラシーＢ ２ ２
コンピュータリテラシーＣ ２ ２
中国語Ⅰ １ ２
中国語Ⅱ １ ２
中国語Ⅲ ２ ２
中国語Ⅳ ２ ２
韓国語Ⅰ １ ２
韓国語Ⅱ １ ２
韓国語Ⅲ ２ ２
韓国語Ⅳ ２ ２

２３



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

フランス語Ⅰ １ ２
フランス語Ⅱ １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
生命科学入門 １ ２
ヘルシーダイエット １ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
自然と環境 １ ２
現代の衣食住 ２ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
人権と法（著作権法を含む） １ ２
日本国憲法 １ ２
文化人類学 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
国際経済論 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ２ ２
国際法入門 １ ２
国際社会と民族 １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワーク（欧米） １ ２
フィールドワーク（アジア） １ ２
人間形成と教育 １ ２
教育原理Ⅰ ２ ２
教育原理Ⅱ ２ ２
教育心理学 ２ ２
同和教育 ２ ２
障害児教育 ２ ２
比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
児童文学（英語） ２ ２
キッズコミュニケーション ３ ２
児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習Ⅰ ３ ２
児童英語指導法演習Ⅱ ３ ２

◇児童英語フィールドワーク ２ ２
日本語教育概論Ⅰ ２ ２
日本語教育概論Ⅱ ２ ２
日本語教材研究Ⅰ ３ ２

２４



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

日本語教材研究Ⅱ ３ ２
日本語教授法演習Ⅰ ４ ２
日本語教授法演習Ⅱ ４ ２
コミュニケーションマナー １ ２
ビジネスマナー ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【専門教育科目】
言語学概論 １ ２
英語表現基礎研究 １ ２
英文法Ⅰ ２ ２
英文法Ⅱ ２ ２
英語学概論Ⅰ ２ ２
英語学概論Ⅱ ２ ２
初級英語音声学Ⅰ ２ ２
初級英語音声学Ⅱ ２ ２
日本語学概論Ⅰ ２ ２
日本語学概論Ⅱ ２ ２
対照言語学 ２ ２
マスコミ論 ２ ２
演劇史 ２ ２
ビジュアル表現論 ２ ２
英語表現研究Ａ（小説） ２ ４
英語表現研究Ｂ（演劇） ２ ４
英語表現研究Ｃ（詩） ２ ４
英語表現研究Ｄ（エッセイ） ２ ４
英語表現研究Ｅ（放送） ２ ２
英語表現研究Ｆ（新聞） ２ ２
英語表現研究Ｇ（映画） ３ ２
英語表現研究Ｈ（音楽） ３ ２
英語表現技法Ａ（文章）Ⅰ ２ ２
英語表現技法Ａ（文章）Ⅱ ２ ２
英語表現技法Ｂ（ディベート）Ⅰ ３ ２
英語表現技法Ｂ（ディベート）Ⅱ ３ ２
英語翻訳研究Ⅰ ３ ２
英語翻訳研究Ⅱ ３ ２
英語通訳研究Ⅰ ３ ２
英語通訳研究Ⅱ ３ ２
社会言語学 ２ ２
日本語史Ⅰ ２ ２
日本語史Ⅱ ２ ２
日本語の構造 ２ ２
日本語の語彙・意味 ２ ２
日本語表現研究Ⅰ ２ ２
日本語表現研究Ⅱ ２ ２
日本語表現技法Ａ（文章） ２ ２

２５



◇リピート履修可能科目

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

日本語表現技法Ｂ（音声） ２ ２
日本語表現技法Ｃ（ディベート） ３ ２
日本語表現技法Ｄ（マスメディア・アナウンス） ３ ２
ビジュアル表現研究Ａ（デザイン） ２ ２
ビジュアル表現研究Ｂ（色彩） ２ ２
ビジュアル表現研究Ｃ（動画） ３ ２
デザイン表現研究Ａ（製図） ２ ２
デザイン表現研究Ｂ（環境） ２ ２
パフォーマンス研究Ａ（伝統芸能） ２ ２
パフォーマンス研究Ｂ（西洋演劇） ２ ２
パフォーマンス研究Ｃ（現代演劇） ３ ２
シアターマネージメント ３ ２

◇舞台制作演習Ⅰ １ ２
◇舞台制作演習Ⅱ １ ２
サウンド表現研究Ａ（作曲） ２ ２
サウンド表現研究Ｂ（演奏） ２ ２
サウンド表現研究Ｃ（実践） ３ ２
ミュージックセラピー ３ ２
マスメディア表現研究Ａ（テレビ・ラジオ） ２ ２
マスメディア表現研究Ｂ（新聞・出版） ２ ２
マスメディア表現研究Ｃ（映画・写真） ３ ２
マスメディア表現研究Ｄ（広告・マーケティング） ３ ２
ワークショップ表現Ａ １ ２
ワークショップ表現Ｂ １ ２
ワークショップ表現Ｃ １ ２
ワークショップ表現Ｄ １ ２
ワークショップ表現Ｅ １ ２
ワークショップ表現Ｆ １ ２
ワークショップ表現Ｇ １ ２
ワークショップ表現Ｈ １ ２
ワークショップ表現Ｉ ２ ２
フィールドワーク表現Ａ １ ２

◇フィールドワーク表現Ｂ １ ２
フィールドワーク表現Ｃ １ ２

◇フィールドワーク表現Ｄ １ ２
フィールドワーク表現Ｅ １ ２
フィールドワーク表現Ｆ １ ２
フィールドワーク表現Ｇ １ ２
フィールドワーク表現Ｈ １ ２

２６



（三） 英語学科
（必修６２単位、選択６２単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自 Web 上
の履修確認
画面を見て、
学生各自の
責任で、履
修登録がさ
れているか、
必ず確認し
てください。

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

必

修

科

目

【人文学部共通科目】
聖書概説 １ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２
キリスト教人間学 ３ ２
日本語コミュニケーション技法Ⅰ １ ２ ２０単位

必修日本語コミュニケーション技法Ⅱ １ ２
First-year English A Ⅰ １ ２
First-year English A Ⅱ １ ２
First-year English B Ⅰ １ ２
First-year English B Ⅱ １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【専門教育科目】
Reading Skills Ⅰ １ ２
Reading Skills Ⅱ １ ２
Writing Skills Ⅰ １ ２
Writing Skills Ⅱ １ ２
Critical Thinking １ ２
Study Skills １ ２
Academic Reading Ⅰ ２ ２
Academic Reading Ⅱ ２ ２ ３２単位

必修Communicative Grammar Ⅰ ２ ２
Communicative Grammar Ⅱ ２ ２
Speaking Skills Ⅰ ２ ２
Speaking Skills Ⅱ ２ ２
Academic Writing Ⅰ ２ ２
Academic Writing Ⅱ ２ ２
Discussion Skills Ⅰ ３ ２
Business Communication Ⅰ ３ ２

【総合演習】
Sophomore Seminar ２ ２
Junior Seminar Ⅰ ３ ２ １０単位

必修Junior Seminar Ⅱ ３ ２
Senior Seminar Ⅰ ４ ２
Senior Seminar Ⅱ ４ ２

選

択

科

目

【人文学部共通科目】
◇Test Preparation １ ２ 「Test preparation」
◇Speaking Skills A ２ ２

～

◇Speaking Skills B ２ ２ 「Academic Reading B」
◇Reading Skills A ２ ２ まで英語学科は

履修不可◇Reading Skills B ２ ２
◇Listening Skills ２ ２
◇Writing Skills ２ ２
◇Academic Reading A ３ ２
◇Academic Reading B ３ ２

２７



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

コンピュータリテラシーＡ １ ２
コンピュータリテラシーＢ ２ ２
コンピュータリテラシーＣ ２ ２
中国語Ⅰ １ ２
中国語Ⅱ １ ２
中国語Ⅲ ２ ２
中国語Ⅳ ２ ２
韓国語Ⅰ １ ２
韓国語Ⅱ １ ２
韓国語Ⅲ ２ ２
韓国語� ２ ２
フランス語Ⅰ １ ２
フランス語Ⅱ １ ２
フランス語Ⅲ ２ ２
フランス語Ⅳ ２ ２
生命科学入門 １ ２
ヘルシーダイエット １ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
自然と環境 １ ２
現代の衣食住 ２ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
人権と法（著作権法を含む） １ ２
日本国憲法 １ ２
文化人類学 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
国際経済論 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ２ ２
国際法入門 １ ２
国際社会と民族 １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワーク（欧米） １ ２
フィールドワーク（アジア） １ ２
人間形成と教育 １ ２
教育原理Ⅰ ２ ２
教育原理Ⅱ ２ ２
教育心理学 ２ ２
同和教育 ２ ２
障害児教育 ２ ２

２８



科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
児童文学（英語） ２ ２
キッズコミュニケーション ３ ２
児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習Ⅰ ３ ２
児童英語指導法演習Ⅱ ３ ２

◇児童英語フィールドワーク ２ ２
日本語教育概論Ⅰ ２ ２
日本語教育概論Ⅱ ２ ２
日本語教材研究Ⅰ ３ ２
日本語教材研究Ⅱ ３ ２
日本語教授法演習Ⅰ ４ ２
日本語教授法演習Ⅱ ４ ２
コミュニケーションマナー １ ２
ビジネスマナー ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【専門教育科目】
Language and Culture １ ２
English in the World １ ２

◇Pronunciation Skills １ １
◇Test Taking Skills １ ２
第二言語習得理論Ⅰ ２ ２
第二言語習得理論Ⅱ ２ ２
イギリス文化と英語 ２ ２
アメリカ文化と英語 ２ ２
メディアと英語 ２ ２
英語学概論Ⅰ ２ ２
英語学概論Ⅱ ２ ２
イギリス文学の変遷 ２ ４
アメリカ文学の変遷 ２ ４
初級英語音声学Ⅰ ２ ２
初級英語音声学Ⅱ ２ ２
英文法Ⅰ ２ ２
英文法Ⅱ ２ ２

△Communication Skills Ⅰ ２ ４
△Communication Skills Ⅱ ２ ４
Introduction to English Linguistics ２ ２
Introduction to English Education ２ ２
Introduction to International Affairs ２ ２

△Discussion Skills Ⅱ ３ ２
△Business Communication Ⅱ ３ ２
Studies in English Linguistics A (Semantics) ３ ２
Studies in English Linguistics B (Stylistics) ３ ２
Studies in English Linguistics C (Grammar) ３ ２

２９



上記の「教職に関する科目」については、教職課程受講許可者のみに受講が認められます。上
記の科目は教職課程受講許可者側で履修登録する必要はありません。但し、自分の学年と上記
表の【履修年次】が同じ場合に限ります。再履修の場合は各自で登録してください。また、各
自に配布する履修登録確認表で必ず履修登録の確認をしてください。

◇＝リピート履修可能科目
※「Study Abroad Program」を履修しない学生は「Summer English Camp in OSA」と△科
目をあわせて計１６単位履修すること。

（四） 教職に関する科目（教職課程受講者は、Part６免許・資格取得関係の［教職課程］を参照してください）

科 目 名 称 配当
年次

単位
備 考

必修 選必 選択

選

択

科

目

Studies in English Education A (Curriculum Development) ３ ２
Studies in English Education B (Methodology) ３ ２
Studies in English Education C (Cognitive Approach) ３ ２
Studies in International Affairs A (Journalism) ３ ２
Studies in International Affairs B (Politics) ３ ２
Studies in International Affairs C (Business) ３ ２
イギリス文学 ３ ４
アメリカ文学 ３ ４
Study Abroad Program Ⅰ ２ １６
Study Abroad Program Ⅱ ２ １６
Summer English Camp in OSA ２ ４
Short Overseas Program ２ ６

◇Workshop １ ２
◇Fieldwork １ ２

授 業 科 目 履修年次
単 位 数

備 考
必修 選択

教師論 ２ ２
国語科教育法Ⅰ ２ ２
国語科教育法Ⅱ ２ ２
国語科教育法Ⅲ ３ ２
国語科教育法Ⅳ ３ ２
英語科教育法Ⅰ ２ ２
英語科教育法Ⅱ ２ ２
英語科教育法Ⅲ ３ ２
英語科教育法Ⅳ ３ ２
道徳教育 ３ ２
特別活動 ２ ２
生徒指導 ３ ２
教育相談 ３ ２
総合演習 ３ ２
教育実習Ⅰ ３～４ １
教育実習ⅡＡ ４ ４
教育実習ⅡＢ ４ ２

３０



（五） 日本語科目（外国人留学生対象）

人文学部 日本語科目の読み替え表

読み替え科目 単位数 備 考

学部共通基礎科目
必修科目
First-year English A�
First-year English A�
First-year English B�
First-year English B�
選択科目

２
２
２
２
１６
（２４）

履修した日本語科目のうち２４単位を上限として読み替える。
ただし、必修科目（First-year English A�・A�・B�・B
�）を修得した場合のみ選択科目の読み替え単位は（２４）単
位を適用する。

授 業 科 目 履修年次
単 位 数

備 考
必修 選択

日本語の作文Ⅰ １ ２

１６単位必修

日本語の作文Ⅱ １ ２
日本語の読解Ⅰ １ ２
日本語の読解Ⅱ １ ２
日本語の文法・表現Ⅰ １ ２
日本語の文法・表現Ⅱ １ ２
日本語の速読・要約Ⅰ １ ２
日本語の速読・要約Ⅱ １ ２
日本語の小論文指導Ⅰ ２ ２
日本語の小論文指導Ⅱ ２ ２
日本語の表現技術Ⅰ ２ ２
日本語の表現技術Ⅱ ２ ２

３１



人間関係学部 ２０１１年度入学生
◎心理学科においては、コース科目に指定されている科目（別表の●で指定され
ている科目）の中から５０単位以上の科目を修得すると、コースを履修した事に
なります。

（一） 心理学科
（必修４０単位、選択８４単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自に配布す
る履修登録
確認表を見
て、学生各
自の責任で、
履修登録が
されている
か、必ず確
認してくだ
さい。

授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

【必修】 聖書概説 １ ２
【大学共通科目】 キリスト教の歴史と文化 ２ ２

キリスト教人間学 ３ ２
First-Year English A� １ ２
First-Year English A� １ ２
First-Year English B� １ ２
First-Year English B� １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【学科専門科目】 基礎演習Ａ １ １ ● ● ●
基礎演習Ｂ １ １ ● ● ●
心理学概論Ａ １ ２ ● ● ●
心理学概論Ｂ １ ２ ● ● ●
社会心理学 １ ２ ● ● ●
心理学研究法 １ ２ ● ● ●
臨床心理学概論 １ ２ ● ● ●
心理学実験� ２ １ ● ● ●
心理学実験� ２ １ ● ● ●
応用演習Ａ ２ １ ● ● ●
応用演習Ｂ ２ １ ● ● ●
人間関係学演習Ａ ３ ２ ● ● ●
人間関係学演習Ｂ ３ ２ ● ● ●
卒業研究Ａ ４ ２ ● ● ●
卒業研究Ｂ ４ ２ ● ● ●

【選択】 コンピュータリテラシーＡ １ ２
【大学共通科目】 コンピュータリテラシーＢ ２ ２

コンピュータリテラシーＣ ２ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２ ●
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
生命科学入門 １ ２
社会学入門 １ ２ ●
映画の社会学 １ ２ ●
経済学入門 １ ２ ●
ファッションコーディネイト論 １ ２ ●
国際法入門 ２ ２
日本国憲法 ２ ２
国際経済論 ２ ２ ●
文化人類学 ２ ２

３２



授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

【大学共通科目】 日本史 ２ ２
自然と環境 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
Test Preparation １ ２
Speaking Skills A ２ ２
Speaking Skills B ２ ２
Reading Skills A ２ ２
Reading Skills B ２ ２
Listening Skills ２ ２
Writing Skills ２ ２
Academic Reading A ３ ２
Academic Reading B ３ ２
フランス語� １ ２
フランス語� １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
中国語� １ ２
中国語� １ ２
中国語� ２ ２
中国語� ２ ２
韓国語� １ ２
韓国語� １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワークＡ ３ ２
フィールドワークＢ １ ２
フィールドワークＣ １ ２
フィールドワークＤ ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【人間関係学部共通科目】 キリスト教文学 １ ２
キリスト教社会活動思想 ２ ２
ともに読む聖書 ２ ２
いのちのサイエンス ２ ２
多文化共生学 ２ ２
多文化コミュニケーション ３ ２
哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
宗教学入門 ２ ２
倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
生と死の問題 ３ ２

３３



授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

【人間関係学部共通科目】 日本文学 １ ２
日本語文章論 １ ２
健康科学理論 １ ２
生理人類学基礎 １ ２
家庭生活と食 ３ ２
ファッションとカラー １ ２
子どもの衣服 ２ ２
手話演習 １ ２
地域を学ぶ ３ ２
地理学（地誌を含む） １ ２
民俗学 ２ ２
世界史 ２ ２
法学 ２ ２
社会と宗教 ２ ２
地球と環境 ２ ２
生活と環境 ２ ２
生活の化学 １ ２
数の理解 ２ ２
NGO・NPO入門 ３ ２
国際関係論 ３ ２
情報処理概論 １ ２
フィールドワークＥ １ ２
フィールドワークＦ ２ ２
フィールドワークＧ ２ ２

【心理学科専門科目】 感情心理学 １ ２ ● ●
知覚心理学 １ ２ ● ●
認知心理学 １ ２ ● ●
発達心理学 １ ２ ● ● ●
人間関係心理学 １ ２ ● ● ●
学習心理学 ２ ２ ● ●
神経心理学 ２ ２ ● ●
青年心理学 ２ ２ ● ● ●
教育心理学 ２ ２ ● ● ●
健康心理学 ２ ２ ● ● ●
犯罪心理学 ２ ２ ● ●
家族心理学 ２ ２ ● ● ●
高齢者心理学 ２ ２ ● ● ●
ジェンダー心理学 ２ ２ ● ● ●
心理統計基礎 ２ ２ ● ●
心理統計応用 ２ ２ ● ●
臨床心理基礎実習� ２ １ ● ●
臨床心理基礎実習� ２ １ ● ● ●
生理人類学応用 ２ ２ ● ● ●
経済社会の基礎知識 ２ ２ ● ●
心理面接法 ３ ２ ●
人格心理学 ３ ２ ●

３４



授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

【心理学科専門科目】 心理検査法 ３ ２ ●
心理療法概論 ３ ２ ●
心理療法基礎実習 ３ ２ ●
ロゴセラピーと聖書 ３ ２ ● ●
障害者支援論 ３ ２ ● ●
キャリア心理学 ３ ２ ● ●
産業心理学 ３ ２ ●
経営心理学 ３ ２ ●
組織心理学 ３ ２ ●
コミュニティー心理学 ３ ２ ● ●
マーケティング ３ ２ ●
起業戦略論 ３ ２ ●
生理人類学演習 ３ ２ ● ●
対人行動戦略論 ３ ２ ●
空間認識論 ３ ２ ●
教育原理� ２ ２
教育原理� ２ ２
人権教育の理論と指導法 ２ ２
障害児教育の理論と指導法 ２ ２

【自由】 社会・公民科教育法� ２ ２
社会・公民科教育法� ３ ２
社会・公民科教育法� ２ ２
社会・公民科教育法� ３ ２
道徳教育の理論と指導法 ３ ２
特別活動の理論と指導法 ２ ２
教師論 ２ ２
生徒指導の理論と指導法 ３ ２
教育相談 ３ ２
教育実習� ３～４ １
教育実習�Ａ ４ ４
教育実習�Ｂ ４ ２
教職実践演習（中・高） ４ ２

３５



��

（二） 子ども発達学科
（必修３７単位、選択８７単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と【最
下位学年
（赤数字
の学年）】
の履修年
次が同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

ただし、各
自に配布す
る履修登録
確認表を見
て、学生各
自の責任で、
履修登録が
されている
か、必ず確
認してくだ
さい。

授 業 科 目 配当
年次 単位

【必修】 聖書概説 １ ２
【大学共通科目】 キリスト教の歴史と文化 ２ ２

キリスト教人間学 ３ ２
First-Year English A� １ ２
First-Year English A� １ ２
First-Year English B� １ ２
First-Year English B� １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

【学科専門科目】 子ども学概論 １ ２
子ども学フィールドワーク １ １
子ども学フィールド演習 ２ １
子ども学観察演習 ２ １
子ども学総合演習� ３ １
子ども学総合演習� ３ １
卒業研究� ４ ２
卒業研究� ４ ２
心理学概論 １ ２
発達心理学�（総論） １ ２
子どもの発達と学習の心理学 ２ ２
スチューデントスキル� １ １
スチューデントスキル� ２ １
初年次教育� １ １
初年次教育� １ １

【選択】 コンピュータリテラシーＡ １ ２
【大学共通科目】 コンピュータリテラシーＢ ２ ２

コンピュータリテラシーＣ ２ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
生命科学入門 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
国際法入門 ２ ２
日本国憲法 ２ ２
国際経済論 ２ ２
文化人類学 ２ ２
日本史 ２ ２
自然と環境 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
Test Preparation １ ２
Speaking Skills A ２ ２

３６



区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

【大学共通科目】 Speaking Skills B ２ ２
Reading Skills A ２ ２
Reading Skills B ２ ２
Listening Skills ２ ２
Writing Skills ２ ２
Academic Reading A ３ ２
Academic Reading B ３ ２
フランス語� １ ２
フランス語� １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
中国語� １ ２
中国語� １ ２
中国語� ２ ２
中国語� ２ ２
韓国語� １ ２
韓国語� １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワークＡ ３ ２
フィールドワークＢ １ ２
フィールドワークＣ １ ２
フィールドワークＤ ３ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

【人間関係学部共通科目】 キリスト教文学 １ ２
キリスト教社会活動思想 ２ ２
ともに読む聖書 ２ ２
いのちのサイエンス ２ ２
多文化共生学 ２ ２
多文化コミュニケーション ３ ２
哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
宗教学入門 ２ ２
倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
生と死の問題 ３ ２
日本文学 １ ２
日本語文章論 １ ２
健康科学理論 １ ２
生理人類学基礎 １ ２
家庭生活と食 ３ ２

３７



区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

【人間関係学部共通科目】 ファッションとカラー １ ２
子どもの衣服 ２ ２
手話演習 １ ２
地域を学ぶ ３ ２
地理学（地誌を含む） １ ２
民俗学 ２ ２
世界史 ２ ２
法学 ２ ２
社会と宗教 ２ ２
地球と環境 ２ ２
生活と環境 ２ ２
生活の化学 １ ２
数の理解 ２ ２
NGO・NPO入門 ３ ２
国際関係論 ３ ２
情報処理概論 １ ２
フィールドワークＥ １ ２
フィールドワークＦ ２ ２
フィールドワークＧ ２ ２

【子ども発達学科専門科目】 生と死の子ども学 ４ ２
キリスト教と子ども学 ４ ２
子どもの英語 ３ ２
脳とこころ ４ ２
子育て支援論 ４ ２
発達心理学�（乳幼児と親の発達心理） ２ ２
発達・教育相談の基礎 ３ ２
発達相談の方法と実践 ３ ２
子ども理解の技法（観察法と統計解析法） ３ ２
生活基礎技能 １ １
保育者実務論 ４ ２
保育原理 １ ２
教職概論 ２ ２
教育原理 １ ２
特別支援教育論 ３ ２
児童家庭福祉論 ２ ２
社会福祉概論 １ ２
社会福祉援助技術 １ １
社会福祉相談援助 ３ １
社会的養護 １ ２
子どもの保健�（総論） １ ２
子どもの保健�（各論） １ ２
子どもの保健� ２ １
子どもの食と栄養� １ １
子どもの食と栄養� ２ １
教育保育課程総論 ２ ２
教育課程総論（小学校） ３ ２

３８



区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

【子ども発達学科専門科目】 保育内容総論 ３ ２
保育内容（健康） ２ ２
保育内容（人間関係） ２ ２
保育内容（環境） ２ ２
保育内容（言葉） ２ ２
保育内容（表現） １ ２
乳児保育 ２ ２
障害児保育 ３ ２
社会的養護内容 ３ １
初等教科教育法（国語） ３ ２
初等教科教育法（社会） ３ ２
初等教科教育法（算数） ３ ２
初等教科教育法（理科） ３ ２
初等教科教育法（生活） ３ ２
初等教科教育法（音楽） ３ ２
初等教科教育法（図画工作） ３ ２
初等教科教育法（家庭） ３ ２
初等教科教育法（体育） ３ ２
道徳教育の理論と実践 ３ ２
特別活動論 ４ ２
教育技術論（児童文化財研究）� ２ １
教育技術論（児童文化財研究）� ３ １
生徒・進路指導の理論と方法 ４ ２
表現概論 １ ２
保育表現技術（身体表現） １ １
保育表現技術（音楽表現） １ １
保育表現技術（造形表現） １ １
保育表現技術（言語表現） ２ １
音楽（声楽） １ １
音楽（器楽）� ２ １
音楽（器楽）� ２ １
音楽表現 ３ １
図画工作 ２ １
体育 ２ １
国語表現 ２ ２
小学校社会科 ２ ２
小学校理科 ２ ２
小学校生活科 ２ ２
保育実習指導�（保育所） ２ １
保育実習�（保育所） ２ ２
保育実習指導�（施設） １ １
保育実習�（施設） １ ２
保育実習指導� ３ １
保育実習� ３ ２
保育実習指導� ３ １
保育実習� ３ ２

３９



区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

【子ども発達学科専門科目】 幼稚園教育実習指導� ２ １
幼稚園教育実習� ２ ２
幼稚園教育実習指導� ４ １
幼稚園教育実習� ４ ２
小学校教育実習指導 ３ １
小学校教育実習� ３ ２
小学校教育実習� ４ ２
教職実践演習（幼・小） ４ ２

４０



人間関係学部 ２００８～２０１０年度入学生
◎心理学科においては、コース科目に指定されている科目（表の●で指定されて
いる科目）の中から５０単位以上の科目を履修すると、コースを履修した事にな
ります。＋×生活心理コースは２０１０年度入学生から適用となります。

（一） 心理学科
（必修４０単位、選択８４単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年との配
当年次が
同じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

た だ し、
Web上 の
履修確認画
面を見て、
各自の責任
で、正しく
履修登録が
されている
か、必ず確
認してくだ
さい。

授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

【必修】 聖書概説 １ ２
〔大学共通科目〕 キリスト教の歴史と文化 ２ ２

キリスト教人間学 ３ ２
First-Year English A� １ ２
First-Year English A� １ ２
First-Year English B� １ ２
First-Year English B� １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

〔学科専門科目〕 基礎演習Ａ １ ２ ● ● ●
基礎演習Ｂ １ ２ ● ● ●
心理学概論Ａ １ ２ ● ● ●
心理学概論Ｂ １ ２ ● ● ●
社会心理学 １ ２ ● ● ●
心理学研究法 １ ２ ● ● ●
臨床心理学概論 １ ２ ● ● ●
心理学実験� ２ １ ● ● ●
心理学実験� ２ １ ● ● ●
人間関係学演習Ａ ３ ２ ● ● ●
人間関係学演習Ｂ ３ ２ ● ● ●
卒業研究Ａ ４ ２ ● ● ●
卒業研究Ｂ ４ ２ ● ● ●

【選択】 コンピュータリテラシーＡ １ ２
〔大学共通科目〕 コンピュータリテラシーＢ ２ ２

コンピュータリテラシーＣ ２ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２ ●
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
生命科学入門 １ ２
社会学入門 １ ２ ●
映画の社会学 １ ２ ●
経済学入門 １ ２ ●
ファッションコーディネイト論 １ ２ ●
国際法入門 ２ ２
日本国憲法 ２ ２
国際経済論 ２ ２ ●
文化人類学 ２ ２
日本史 ２ ２
自然と環境 ２ ２

４１



授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

〔大学共通科目〕 政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
Test Preparation １ ２
Speaking Skills A ２ ２
Speaking Skills B ２ ２
Reading Skills A ２ ２
Reading Skills B ２ ２
Listening Skills ２ ２
Writing Skills ２ ２
Academic Reading A ３ ２
Academic Reading B ３ ２
フランス語� １ ２
フランス語� １ ２
フランス語� ２ ２
フランス語� ２ ２
中国語� １ ２
中国語� １ ２
中国語� ２ ２
中国語� ２ ２
韓国語� １ ２
韓国語� １ ２
韓国語� ２ ２
韓国語� ２ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワークＡ １ ２
フィールドワークＢ １ ２
フィールドワークＣ １ ２
フィールドワークＤ １ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

〔人間関係学部共通科目〕 キリスト教文学 １ ２
キリスト教社会活動思想 ２ ２
ともに読む聖書 ２ ２
いのちのサイエンス ２ ２
多文化共生学 ２ ２
多文化コミュニケーション ３ ２
哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
宗教学入門 ２ ２
倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
生と死の問題 ３ ２
日本文学 １ ２
日本語文章論 １ ２

４２



授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

〔人間関係学部共通科目〕 健康科学理論 １ ２
生理人類学基礎 １ ２
現代の生活と食 ３ ２
ファッションとカラー １ ２
子どもの衣服 ２ ２
手話演習 １ ２
地域を学ぶ ３ ２
地理学（地誌を含む） １ ２
民俗学 ２ ２
世界史 ２ ２
法学 ２ ２
社会と宗教 ２ ２
地球と環境 ２ ２
生活と環境 ２ ２
生活の化学 １ ２
数の理解 ２ ２
NGO・NPO入門 ３ ２
国際関係論 ３ ２
情報処理概論 １ ２
フィールドワークＥ １ ２
フィールドワークＦ ２ ２
フィールドワークＧ ２ ２

〔心理学科専門科目〕 感情心理学 １ ２ ● ●
知覚心理学 １ ２ ● ●
認知心理学 １ ２ ● ●
発達心理学 １ ２ ● ● ●
人間関係心理学 １ ２ ● ● ●
学習心理学 ２ ２ ● ●
神経心理学 ２ ２ ● ●
青年心理学 ２ ２ ● ● ●
教育心理学 ２ ２ ● ● ●
健康心理学 ２ ２ ● ● ●
犯罪心理学 ２ ２ ● ●
家族心理学 ２ ２ ● ● ●
高齢者心理学 ２ ２ ● ● ●
ジェンダー心理学 ２ ２ ● ● ●
心理統計基礎 ２ ２ ● ●
心理統計応用 ２ ２ ● ●
臨床心理基礎実習� ２ １ ● ●
臨床心理基礎実習� ２ １ ● ● ●
生理人類学応用 ２ ２ ● ● ●
経済社会の基礎知識 ２ ２ ● ●
心理面接法 ３ ２ ●
人格心理学 ３ ２ ●
心理検査法 ３ ２ ●
心理療法概論 ３ ２ ●

４３



注１・総合演習は２００９年度入学生まで適用
注２・教職実践演習（中・高）は２０１０年度入学生から適用

授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

〔心理学科専門科目〕 心理療法基礎実習 ３ ２ ●
ロゴセラピーと聖書 ３ ２ ● ●
障害者支援論 ３ ２ ● ●
キャリア心理学 ３ ２ ● ●
産業心理学 ３ ２ ●
経営心理学 ３ ２ ●
組織心理学 ３ ２ ●
コミュニティー心理学 ３ ２ ● ●
マーケティング ３ ２ ●
起業戦略論 ３ ２ ●
生理人類学演習 ３ ２ ● ●
対人行動戦略論 ３ ２ ●
空間認識論 ３ ２ ●
教育原理� ２ ２
教育原理� ２ ２
人権教育の理論と指導法 ＊１ ２ ２
障害児教育の理論と指導法 ＊２ ２ ２

【自由】 社会・公民科教育法� ２ ２
社会・公民科教育法� ３ ２
社会・公民科教育法� ２ ２
社会・公民科教育法� ３ ２
道徳教育の理論と指導法 ＊３ ３ ２
特別活動の理論と指導法 ＊４ ２ ２
教師論 ２ ２
生徒指導の理論と指導法 ＊５ ３ ２
教育相談 ３ ２
（注１）総合演習 ３ ２
教育実習� ３～４ １
教育実習�Ａ ４ ４
教育実習�Ｂ ４ ２
（注２）教職実践演習（中・高） ４ ２

４４



【２００８年度以前入学生 読み替え科目】

【２００９年度入学生 読み替え科目】

授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

２００８年度以前入学生
読み替え科目

＊１ 人権教育の理論と指導法 ２ ２ 同和教育
＊２ 障害児教育の理論と指導法 ２ ２ 障害児教育
＊３ 道徳教育の理論と指導法 ３ ２ 道徳教育
＊４ 特別活動の理論と指導法 ２ ２ 特別活動
＊５ 生徒指導の理論と指導法 ３ ２ 生徒指導

授 業 科 目 配当
年次 単位 臨床

心理
キャリア
心理

生活
心理

２００９年度入学生
読み替え科目

＊１ 人権教育の理論と指導法 ２ ２ 人権教育の理論と方法
＊２ 障害児教育の理論と指導法 ２ ２ 障害児教育
＊３ 道徳教育の理論と指導法 ３ ２ 道徳教育
＊４ 特別活動の理論と指導法 ２ ２ 特別活動
＊５ 生徒指導の理論と指導法 ３ ２ 生徒指導

４５



��

（二） 子ども発達学科
（必修３６単位、選択８８単位以上、計１２４単位以上修得のこと）

ココの薄い
青色であみ
かけされた
必修科目は、
下記の場合、
学生側で履
修登録する
必要はあり
ません。
�自分の学
年と配当
年次が同
じ。

�時間割で
曜日・時
限のクラ
ス指定が
なされて
いる。

た だ し、
Web上 の
履修確認画
面を見て、
各自の責任
で、正しく
履修登録が
されている
か、必ず確
認してくだ
さい。

区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

【必修】 聖書概説 １ ２
〔大学共通科目〕 キリスト教の歴史と文化 ２ ２

キリスト教人間学 ３ ２
First-Year English A Ⅰ １ ２
First-Year English A Ⅱ １ ２
First-Year English B Ⅰ １ ２
First-Year English B Ⅱ １ ２
コンピュータリテラシー基礎 １ ２

〔学科専門科目〕 子ども学フィールドワークⅠ １ ２
子ども学フィールドワークⅡ １ ２
子ども学フィールド演習Ⅰ ２ ２
子ども学フィールド演習Ⅱ ２ ２
発達心理学Ⅰ（総論） １ ２
子どもの発達と学習の心理学 ２ ２
子ども学総合演習Ⅰ ３ ２
子ども学総合演習Ⅱ ３ ２
卒業研究Ⅰ ４ ２
卒業研究Ⅱ ４ ２

【選択】 コンピュータリテラシーＡ １ ２
〔大学共通科目〕 コンピュータリテラシーＢ ２ ２

コンピュータリテラシーＣ ２ ２
ジェンダースタディ（女性と社会） １ ２
ジェンダースタディ（女性と性） １ ２
ジェンダースタディ（女性と聖書） １ ２
生命科学入門 １ ２
社会学入門 １ ２
映画の社会学 １ ２
経済学入門 １ ２
ファッションコーディネイト論 １ ２
国際法入門 ２ ２
日本国憲法 ２ ２
国際経済論 ２ ２
文化人類学 ２ ２
日本史 ２ ２
自然と環境 ２ ２
政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
Test Preparation １ ２
Speaking Skills A ２ ２
Speaking Skills B ２ ２
Reading Skills A ２ ２
Reading Skills B ２ ２
Listening Skills ２ ２
Writing Skills ２ ２

４６



区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

〔大学共通科目〕 Academic Reading A ３ ２
Academic Reading B ３ ２
フランス語Ⅰ １ ２
フランス語Ⅱ １ ２
フランス語Ⅲ ２ ２
フランス語Ⅳ ２ ２
中国語Ⅰ １ ２
中国語Ⅱ １ ２
中国語Ⅲ ２ ２
中国語Ⅳ ２ ２
韓国語Ⅰ １ ２
韓国語Ⅱ １ ２
韓国語Ⅲ ２ ２
韓国語Ⅳ ２ ２
健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
フィールドワークＡ １ ２
フィールドワークＢ １ ２
フィールドワークＣ １ ２
フィールドワークＤ １ ２
社会人入門 ２ ２
インターンシップ ２ ２

〔人間関係学部共通科目〕 キリスト教文学 １ ２
キリスト教社会活動思想 ２ ２
ともに読む聖書 ２ ２
いのちのサイエンス ２ ２
多文化共生学 ２ ２
多文化コミュニケーション ３ ２
哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
宗教学入門 ２ ２
倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
生と死の問題 ３ ２
日本文学 １ ２
日本語文章論 １ ２
健康科学理論 １ ２
生理人類学基礎 １ ２
現代の生活と食 ３ ２
ファッションとカラー １ ２
子どもの衣服 ２ ２
手話演習 １ ２
地域を学ぶ ３ ２
地理学（地誌を含む） １ ２

４７



区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

〔人間関係学部共通科目〕 民俗学 ２ ２
世界史 ２ ２
法学 ２ ２
社会と宗教 ２ ２
地球と環境 ２ ２
生活と環境 ２ ２
生活の化学 １ ２
数の理解 ２ ２
NGO・NPO入門 ３ ２
国際関係論 ３ ２
情報処理概論 １ ２
フィールドワークＥ １ ２
フィールドワークＦ ２ ２
フィールドワークＧ ２ ２

〔子ども発達学科専門科目〕 教職概論 ２ ２
社会福祉概論 １ ２
社会福祉援助技術 ３ ２
児童福祉論 ２ ２
保育原理Ⅰ １ ２
保育原理Ⅱ １ ２
教育原理 １ ２
養護原理 ３ ２
子どもの保健Ⅰ ２ ２
子どもの保健Ⅱ ２ ２
小児保健実習 ３ １
子どもの栄養Ⅰ ３ ２
子どもの栄養Ⅱ ３ ２
精神保健 ４ ２
子育て支援論 ４ ２
教育課程総論 ２ ２
保育内容総論 ３ ２
保育内容（健康） ２ ２
保育内容（人間関係） ２ ２
保育内容（環境） ２ ２
保育内容（言葉） １ ２
保育内容（表現） １ ２
乳児保育 ３ ２
障害児保育 ３ ２
養護内容 ３ ２
子ども観察法 ３ ２
児童文化財研究 ３ ２
発達心理学Ⅱ（乳幼児と親の発達心理） １ ２
特別支援教育論 ４ ２
発達相談臨床 ３ ２
こころの援助 ３ ２
子どもの音楽（声楽） １ ２

４８



注１・教職実践演習（幼稚園）は２０１０年度入学生から適用

区 分 授 業 科 目 配当
年次 単位

〔子ども発達学科専門科目〕 子どもの音楽（器楽）Ⅰ １ ２
子どもの音楽（器楽）Ⅱ ２ ２
実践音楽表現法 ２ ２
図画工作Ⅰ １ ２
図画工作Ⅱ ２ ２
幼児体育Ⅰ ２ ２
幼児体育Ⅱ ２ ２
表現概論 １ ２
国語表現 ２ ２
幼稚園教育実習（観察） ２ ２
幼稚園教育実習（総合） ２ ２
幼稚園教育実習事前事後指導 ２ １
保育実習Ⅰ ３ ５
保育実習Ⅱ ４ ２
保育実習Ⅲ ４ ２
（注１）教職実践演習（幼稚園） ４ ２

４９



日本語科目（外国人留学生対象）
２００９年度入学生

２００８年度以前の入学生

人間関係学部 日本語科目の読み替え表

授 業 科 目 配当年次
単 位 数

備 考
必修 選択

日本語の作文� １ ２

１６単位必修

日本語の作文� １ ２
日本語の読解� １ ２
日本語の読解� １ ２
日本語の文法・表現� １ ２
日本語の文法・表現� １ ２
日本語の速読・要約� １ ２
日本語の速読・要約� １ ２
日本語の小論文指導� ２ ２
日本語の小論文指導� ２ ２
日本語の表現技術� ２ ２
日本語の表現技術� ２ ２

読み替え科目 単位数 備 考

学部共通基礎科目
必修科目
First-year English A�
First-year English A�
First-year English B�
First-year English B�
選択科目

２
２
２
２
１６

修得した日本語科目のうち２４単位を上限として読み替える。
なお、必修科目（First-year English A�・A�・B�・B�）
を修得した場合でも、その分の単位を選択科目の読み替え単
位に加算しない。

授 業 科 目 配当年次
単 位 数

備 考
必修 選択

日本語の作文（上級）� １ ２

１６単位以上必修

日本語の作文（上級）� １ ２
日本語の読解（上級）� １ ２
日本語の読解（上級）� １ ２
日本語の会話（上級）� １ ２
日本語の会話（上級）� １ ２
日本語の聴解（上級）� １ ２
日本語の聴解（上級）� １ ２
専門日本語� ２ ２
専門日本語� ２ ２
日本語の表現技術� ２ ２
日本語の表現技術� ２ ２

５０



Part１【学 籍】

１．修業年限と在学年限
修業年限とは、大学の教育課程を修了するのに必要な期間を示します。これに対
して在学年限とは、学生が大学に在学できる最長期間のことを示します。本学にお
いては、修業年限は４年、在学年限は８年と定められています。（学則第４条、５条）
※長期履修学生制度については、別に定めます。（本キャンパスライフ、P．６０）

２－１．休 学
疾病その他やむを得ない理由で、３ヶ月以上修学できない者は、保証人連署の

上理由書を付して願い出、学長の許可を得て休学することができます。
疾病のため修学することが適当でないと認められる場合は学長は休学を命ずるこ
とができます。疾病の場合は医師の診断書が必要となります。（学則第３０条、３１条）
� 休学期間は１年以内とします。ただし特別の理由がある場合は、休学期間を延
長することができます。
� 休学期間は通算して４年を越えることはできません。
� 休学期間は在学年限には算入しません。

２－２．復 学
� 休学の期間が過ぎて復学する場合は、所定の手続きにしたがい復学願を提出し
なければなりません。
� 前期又は後期のみ休学して復学した場合は、原則として翌年４月に１学年進級
します。ただし、卒業までの修業年限が短縮されることはありません。
� １年間休学して復学した場合は、年次は原級にとどまります。ただし、学部改
組に伴う廃止予定の学科の学生については、経過処置として、原級にとどめず、
翌年４月に進級します。

２－３．退 学
� 事情により退学しなければならなくなった場合は、所定の手続きにしたがい退
学願を提出し、同時に学生証を返却しなければなりません。なお、退学願を提出
する場合は、あらかじめグループ・アドバイザーやゼミの指導教授または学生課
に相談して下さい。
� 学則または諸規定に違反し、あるいは学生としての本分に反する次の各号の１
つに該当する行為があった場合は、教授会の議を経て、学長が退学を命じること
があります。（学則第４６条）
� 性行不良で改善の見込みがない者
� 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者
� 正当の理由がなくて、出席常でない者
� 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

２－４．除 籍
学長は学生が次の各号の１つに該当する場合は、教授会の議を経て、除籍するこ
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とができます（学則第２９条の２）。なお、除籍とは学則に基づいて学長が行う退学
処分のうち、懲戒による退学を除いたもので、在学関係の解除が事務処理的に行わ
れるものです。
� 期限までに学費の納入を行わず、督促してもなお納入しない場合
� 在学が８年に及び、なお卒業資格が得られない場合
� 休学期間が通算して４年を超え、なお復学できない場合
� その他、除籍が必要と認められた場合

２－５．転部・転科
本学学生で所属している学部・学科から転部または転科を志願する者があるとき
は、選考の上、相当年次に転部または転科を許可することがあります。（学則第３２
条の２・転部または転科に関する内規）

２－６．再 入 学
本学を退学した者で、退学した時に所属していた学部・学科への入学を志願する
者があるときは、選考の上、相当年次に入学を許可することがあります。（学則第
３４条）

２－７．編 入 学
次の各号の１つに該当する者で、本学へ編入学を志願する者は、選考の上、相当
年次に入学を許可することがあります。（学則第３４条）
� 大学を卒業、または退学した者および除籍された者（但し、再入学に該当す
る者を除きます）
� 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所または国立養護教諭養成所を
卒業した者
� 旧制の高等学校・専門学校または教員養成諸学校の課程を修了し、または、
卒業した者（旧制の学校とは、学校教育法施行規則第９２条の３に定める従前の
規定による学校をさします）

２－８．聴 講 生
本学では、特定の授業科目の聴講を志願する者がある場合は、正規の学生の学修
に妨げのない限り、教授会で選考の上、聴講生となることを許可します。
●聴講生は単位を取得することはできません。
�出願資格
高等学校を卒業もしくはこれと同等以上の学力があると認められる女子
＊聴講年度において大学に在学中である者を除きます。
�募集学部・学科
全学部・全学科 それぞれ若干名を募集
�聴講科目
人文学部、人間関係学部、短期大学部で開講されている科目
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ただし、実験・実習・演習など一部の科目については科目担当者の承認が必要と
なります。なお、履修人員、その他理由により聴講を許可しない場合があります。
�聴講制限科目数
半期５科目以内
�納入金
�手続費用５，０００円
・前年度からの継続者は、免除。
・新規に科目等履修ならびに聴講を併願した場合は、科目等履修生の手続費用
を徴収し、聴講生の手続費用を免除

�聴講料
１科目につき１０，０００円（半期）
＊納入金はいかなる理由であっても返還いたしません。
�諸費用
聴講料の他、実験・実習費その他必要な費用については別に徴収します。
�納入方法
教務課前の証明書発行機をご利用ください。

�出願期間および出願先
�出願書類配布（教務課にて配布）／出願期間
前期・通年科目 ３月１５日�～２２日�１７：００
後期科目 ８月２２日	～３１日
１７：００
配布書類には、キャンパスライフ［教務・履修編］、授業概要（シラバス）、授
業時間割含みます。
教務課窓口にて出願書類を提出する場合は受付時間にご注意ください。
９：００～１７：００
�出願先
〒８１１－１３１３
福岡市南区曰佐３－４２－１
福岡女学院大学 教務課 聴講生係
新規受講申込者は教務課窓口にて受付。郵送による出願はできません。

�出願書類
�聴講願（本学所定のもの） ※出願後の科目の変更はできません。
�履歴書（本学所定のもの） ※後期出願で、今年度、前期から継続の場合は、不要。
�最終学校卒業証明書
�最終学校成績証明書
�写真（カラー正面上半身脱帽 縦４
×横３
 出願３カ月以内に撮影したも
のを履歴書に貼付）１枚
注）日本国籍以外の方は別途提出書類をお願いする場合があります。
�選考について
選考方法………書類審査
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前期・通年科目 後期科目
出願期間 ３月１５日�～２２日�１７：００ ８月２２日�～３１日�１７：００
許可発表 ４月８日� ９月１６日�
授業開始 ４月１２日� ９月２０日�
手続き期間 ４月１２日�～１９日�１７：００ ９月２０日�～２６日�１７：００

�聴講許可発表（本人宛に通知書発送）
前期・通年科目 ４月８日�
後期科目 ９月１６日�
�聴講手続き
前期・通年科目 ４月１２日�～１９日�１７：００
後期科目 ９月２０日�～２６日�１７：００
場所 教務課窓口 ９：００～１７：００
手続き期間内に手続きをしなかった場合は、聴講生になることを辞退したものと
みなし、聴講許可を取り消します。
※授業開始日 前期４月１２日�、後期９月２０日�
�手続き書類
�聴講生カード（本学所定のもの）
	写真（カラー正面上半身脱帽 縦５
×横４
） １枚 聴講生カード用
写真（カラー正面上半身脱帽 縦３
×横２．５
）１枚 聴講生証用
裏面に氏名を記入、出願３カ月以内に撮影したもの。後期出願で、今年度、前
期から継続の場合は、不要。
�その他
�手続き完了者には、聴講生証を交付します。
	聴講生の在学年限は、半期または１年間（当該年の４月から翌年３月までの期
間内）とします。ただし、更新をすることができます。その際は、新たに手続
きを必要とします。
�聴講生は、本学の図書館等の学内諸施設を利用することができます。

聴講生には、通学証明書（通学定期券用）および学生割引証は発行されません。
�聴講生への伝達事項は、該当学部掲示板に掲示します。
お問い合わせ先 福岡女学院大学 教務課 TEL ０９２－５７５－２９７４
■受付時間■ 月～金 ９：００～１７：００
※土・日・祝日・夏期休業・年末・年始休業期間中は、除きます。
２０１１年度 聴講生スケジュール
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２－９．科目等履修生
科目等履修生とは
科目等履修生制度は、生涯学習の推進を図ること等を目的として、社会人等に対し
て学習機会を拡大する観点から設けられた制度です。本学では、特定の授業科目の
履修及び単位修得を志願する者がある場合は、正規の学生の学修に妨げのない限り、
教授会での選考の上、年間１科目または複数科目の履修を許可しています。この制
度の特徴は科目等履修生が履修した授業科目について所定の課程を修得し、試験に
合格した場合には、大学の正規の単位が与えられるところにあります。
なお、本学で授与する資格（※児童英語教育指導員、日本語教員、社会福祉主事任
用資格）の取得を目的として、新規申請する科目等履修生に対しては以下のように
取り扱います。
・福岡女学院大学ならびに福岡女学院大学短期大学部の卒業生（退学、除籍者含む）
に限り、在学中に修得した単位を読替の対象とします。
上記以外の出願者については単位の読替は行わず、資格取得に必要な単位を科
目等履修生として履修してください。
※児童英語教育指導員について
福岡女学院大学ならびに福岡女学院大学短期大学部英語科の卒業生に限り、在
学中に修得した単位を読替の対象とします。
上記以外の方は、取得できません。

�出願資格
高等学校を卒業もしくはこれと同等以上の学力があると認められる女子
＊履修年度において大学に在学中である者を除きます。
�募集学部・学科および募集人数
全学部・全学科 それぞれ若干名を募集
�履修科目
人文学部、人間関係学部、短期大学部で開講されている科目
ただし、実験・実習・演習など一部の科目については科目担当者の承認が必要と
なります。なお、履修人員、その他理由により履修を許可しない場合があります。
既に単位を修得した科目を再度履修することは出来ません。
ただし、聴講生制度を利用して聴講することは出来ます。
教育実習等学外でおこなう実習科目についても出願の際には科目等履修願にて
申し込みをしてください。
�履修制限単位数
大学：半期１６単位以内
短期大学部：半期５科目以内
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�納入金
�手続費用５，０００円
・前年度からの継続者は、免除。
・新規に科目等履修ならびに聴講を併願した場合は、科目等履修生の手続費用
を徴収し、聴講生の手続費用を免除。

�科目等履修料
○福岡女学院大学・短期大学（部）・高等学校・中学校の卒業生
及び教職員関係者（家族等） １科目につき２０，０００円（半期）
○上記以外の者 １科目につき３０，０００円（半期）
＊納入金はいかなる理由であっても返還いたしません。
�諸費用
科目等履修料の他、実験・実習費その他必要な費用については別に徴収します。
�納入方法
教務課前の証明書発行機をご利用ください。

�出願期間および出願先
�出願書類配布（教務課にて配布）／出願期間
前期・通年科目 ３月１５日�～２２日�１７：００
後期科目 ８月２２日�～３１日	１７：００
配布書類には、キャンパスライフ［教務・履修編］、授業概要（シラバス）、授
業時間割含みます。
教務課窓口にて出願書類を提出する場合は受付時間にご注意ください。
９：００～１７：００
�出願先
〒８１１－１３１３
福岡市南区曰佐３－４２－１
福岡女学院大学 教務課 科目等履修生係
新規受講申込者は教務課窓口にて受付。郵送による出願はできません。


出願書類
�科目等履修願（本学所定のもの） ※出願後の科目の変更はできません。
�履歴書（本学所定のもの） ※後期出願で、今年度、前期から継続の場合は、不要。
�最終学校卒業証明書
�福岡女学院卒業生についてはそのことを証明する書類
�最終学校成績証明書
�写真（カラー正面上半身脱帽 縦４
×横３
 出願３カ月以内に撮影したも
のを履歴書に貼付）１枚
注）日本国籍以外の方は別途提出書類をお願いする場合があります。
�選考について
選考方法………書類審査
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前期・通年科目 後期科目
出願期間 ３月１５日�～２２日�１７：００ ８月２２日�～３１日�１７：００
許可発表 ４月８日� ９月１６日�
授業開始 ４月１２日� ９月２０日�
手続き期間 ４月１２日�～１９日�１７：００ ９月２０日�～２６日�１７：００

Part１【学 籍】

�履修許可発表（本人宛に通知書発送）
前期・通年科目 ４月８日�
後期科目 ９月１６日�
�履修手続き
前期・通年科目 ４月１２日�～１９日�１７：００
後期科目 ９月２０日�～２６日�１７：００
場所 教務課窓口 ９：００～１７：００
履修手続き期間内に手続きをしなかった場合は、科目等履修生になることを辞退
したものとみなし、履修許可を取り消します。
※授業開始日 前期４月１２日�、後期９月２０日�
�手続き書類
�科目等履修生カード（本学所定のもの）
	写真（カラー正面上半身脱帽 縦５
×横４
）１枚 科目等履修生カード用
写真（カラー正面上半身脱帽 縦３
×横２．５
）１枚 科目等履修生証用
裏面に氏名を記入、出願３カ月以内に撮影したもの。後期出願で、今年度、前
期から継続の場合は、不要。
�その他
�手続き完了者には、科目等履修生証を交付します。
	科目等履修生の在学年限は、半期または１年間（当該年の４月から翌年３月ま
での期間内）とします。ただし、更新をすることができます。その際は、新た
に手続きを必要とします。
�履修した科目の試験に合格した者については、単位を与え、成績通知書を本人
宛へ郵送します。なお、本人の請求により単位取得証明書を発行します。

科目等履修生は、本学の図書館等の学内諸施設を利用することができます。
�科目等履修生には、通学証明書（通学定期券用）および学生割引証は発行され
ません。
�科目等履修生への伝達事項は、該当学部掲示板に掲示します。
お問い合わせ先 福岡女学院大学 教務課 TEL ０９２－５７５－２９７４
■受付時間■ 月～金 ９：００～１７：００
※土・日・祝日・夏期休業・年末・年始休業期間中は、除きます。
２０１１年度 科目等履修生スケジュール
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国名 学 校 名 所 在 地 Ｕ Ｒ Ｌ

米国 Randolph College
バージニア州
リンチバーグ

http://www.rmwc.edu/

中国 大連外国語学院 遼寧省大連市 http://www 2.crosstalk.or.jp/ryugaku/uni/dawai.htm
韓国 仁濟大学校 金海市 http://www.ac.kr/
韓国 大邱大学校 慶北慶山市 http://japan.daegu.ac.kr/

２－１０．留 学
本学大学の長期留学プログラムには、「交換留学」「認定留学」の２種類があります。
交換留学・認定留学以外の留学については、留学期間中は休学扱いとなります。
それぞれ条件や内容が異なりますので『留学の手引き』を参考に計画を立てて下さ
い。
�交換留学
�協定校

�留学期間
Randolph College：８月中旬～翌年５月初旬
大連外国語学院：２月下旬～翌年２月中旬
仁濟大学校：３月初旬～１２月中旬
大邱大学校：３月初旬～翌年１月中旬
�派遣人数：各大学へ１名ずつ（仁濟大学校・大邱大学校は２名）
�選考
本学を代表するにたる者を成績優秀者から留学希望のエッセイと面接をもと
に国際交流委員会が選考します。
アメリカについてはTOEFL スコア５５０点以上の英語力が必要です。
（iBTで７９点）

�卒業要件
留学期間を在学期間に含みます。ただし卒業要件単位は１２４単位で、これを満
たさない場合は４年間で卒業することができません。教職課程受講など資格取
得希望者は現地修得単位での読み替えができませんのでご注意ください。
�留学に伴う財政的支援
�Randolph College・大連外国語学院：
福岡女学院大学の校納金全額（授業料・教育充実費・施設設備費）が免除さ
れます。
ただし留学先大学の授業料は支払います。
	仁濟大学校・大邱大学校：
留学先大学の校納金全額が免除されます。ただし、福岡女学院大学の校納金
は全額支払います。
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国名 学 校 名 所 在 地 Ｕ Ｒ Ｌ

米国 Central Washington
University

ワシントン州
シアトル http://www.cwu.edu/̃esl/home.html

カナダ St. Mary's University ノバスコシア州
ハリファックス http://www.stmarys.ca/academic/tesl/iep/

英国 London Metropolitan
University ロンドン http://www.londonmet.ac.uk

英国 英国国際教育研究所 ロンドン 日本事務所TEL０３－５９４０－０５０６

中国 大連外国語学院 遼寧省大連市 http://www２．crosstalk.or.jp/ryugaku/uni/
dawai.htm

韓国 延世大学 ソウル市 http://www.yonsei.ac.kr/eng/

オースト
ラリア

Southern Cross
University リズモア http://www.scu.edu.au/index.php

Part１【学 籍】

�認定留学
�認定校

�留学期間２月末～翌年３月中旬
�派遣人数：１０名以内
�選考
交換留学と同じです。
�卒業要件
交換留学と同じです。
�留学に伴う財政的支援
授業料の半額が免除されます。施設設備費は免除の対象になりません。

�現地修得単位の読み替えについて
留学期間の修得単位は、国際交流委員会・教務部委員会・教授会の承認を経て通
年３２単位・半年１６単位を上限として認定されます。
帰国後提出される留学先の成績証明書とレポートにより認定単位数が決定されま
す。
	留学前後の事務手続き
留学希望者は２号館２Ｆ国際交流センターにてご相談ください。
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２－１１．長期履修学生
長期履修学生制度とは、職業等に従事しながら大学で学ぶことを希望する方々の学
習機会を一層拡大する観点から、個人の状況に応じて柔軟に修業年限を越えて授業科
目の履修を行い学位を取得できる制度です。
� 在学期間
６年を越えて８年までとします。なお、在学期間については出願時に願い出る
こととします。
� 年間の登録単位数
長期履修学生が登録できる単位数は、年間２４単位を上限とします。ただし、資
格取得に係わる自由科目の履修については、この限りではありません。
� 校納金等の納入方法について
長期履修学生として入学が認められた学生の校納金等の納入方法は、別に定め
ます。なお、資格取得に関する費用や、実験・実習費等の納入については、他の
学生と同様とします。
� その他
長期履修学生については、本学の学則、その他諸規程を準用します。また、教
育課程（カリキュラム）は通常の修業年限（４年間）を前提に組まれています。
そのため、長期履修学生については、在学中に教育課程の改正を行うこともあり
ます。
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Part２【履 修】

単 位
１．単 位
単位とは、学修量を示す基準です。学生は、それぞれの授業科目に与えられてい
る単位を一定の基準にしたがい修得して、学則に定められた単位数に達することに
より、卒業の資格が与えられます。

２．単位と時間数
� 授業は前期、後期の２学期に分けられて実施され、原則とし１５週をもって１学
期、３０週をもって１学年としています。
� １単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを
標準としています。〔本学では、授業時間割の１時限（９０分）を２時間とみなし
ます。〕
本学では、授業科目の性質により次の基準で単位数を計算します。
� 講義、演習………………３０時間または１５時間の授業を１単位とする
� 実験、実習、実技………４５時間または３０時間の授業を１単位とする

３．単位の認定
授業科目の担当者が平常の学修状況とその成果を考査した結果、合格と判断した
場合には所定の単位が与えられます。ただし、次のいずれかに該当する場合は単位
を修得する権利がありません。
�履修登録がなされていない科目
�その授業科目の出席回数が出席すべき回数の３分の２に満たない科目
（※この場合は、成績評価は Fとなります）
�学納金未納の場合（※この場合は、該当学期の全科目の単位は無効となります）

４．卒業資格
休学期間を除いて４年以上在学し、学則第１１条および第１２条に定める所定の単

位数を修得した者については教授会の議を経て、学長が卒業を認定します。なお、
卒業が認定された者にはそれぞれの学部で下記の学士の学位が与えられます。
�人文学部→人文学
�人間関係学部→人間関係学
卒業は３月とします。ただし、教務会の議を経て前期終了日付の卒業を認めるこ
とがあります。

５．留 年
各学年ごとに履修すべき科目や単位数が定められていて、それをある程度以上修
得しないと上の学年に進級できない制度を「学年制」と呼んでいます。これに対し
て、最低４年間に所定の単位を修得しさえすれば卒業できる制度が「単位制」です。
本学は後者の「単位制」をとっています。したがって１～３年次の間は原則とし
て、元の学年にとどまることはありません。しかし、４年間で卒業に必要な条件を
満たさないと卒業できず、留年となります。
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人

文

学

部

現 代 文 化 学 科 表 現 学 科 英 語 学 科

必 修
科 目

人文学部共通科目 ２０単位
総合演習 １０単位

人文学部共通科目 ２０単位
総合演習 １２単位

人文学部共通科目 ２０単位
専門教育科目 ３２単位
総合演習 １０単位

計 ３０単位 計 ３２単位 計 ６２単位

選 択
必 修
科 目

専門教育科目 ６単位
７単位以上修得の場合、余剰の単位は、
卒業要件の合計単位として認め、
選択科目小計・卒業要件合計に加算する。

専門教育科目 ６単位
７単位以上修得の場合、余剰の単位は、
卒業要件の合計単位として認め、
選択科目小計・卒業要件合計に加算する。

計 ６単位 計 ６単位

選 択
科 目

専門教育科目 � ２４単位以上
人文学部共通科目
他学科専門教育科目
他学部受講科目※ ※上限１２単位

専門教育科目 � ２８単位以上
人文学部共通科目
他学科専門教育科目
他学部受講科目※ ※上限１２単位

専門教育科目 � ３６単位以上
人文学部共通科目
他学科専門教育科目
他学部受講科目※ ※上限１２単位

計 選択必修科目の余剰単位を含む８８単位以上 計 選択必修科目の余剰単位を含む８６単位以上 計 ６２単位以上
合 計 選択必修科目の余剰単位を含む１２４単位以上 選択必修科目の余剰単位を含む１２４単位以上 １２４単位以上

人

文

学

部

現 代 文 化 学 科 表 現 学 科 英 語 学 科

必 修
科 目

人文学部共通科目 ２０単位
総合演習 １０単位

人文学部共通科目 ２０単位
総合演習 １０単位

人文学部共通科目 ２０単位
専門教育科目 ３２単位
総合演習 １０単位

計 ３０単位 計 ３０単位 計 ６２単位

選 択
必 修
科 目

専門教育科目 ６単位
７単位以上修得の場合、余剰の単位は、
卒業要件の合計単位として認め、
選択科目小計・卒業要件合計に加算する。

専門教育科目 ６単位
７単位以上修得の場合、余剰の単位は、
卒業要件の合計単位として認め、
選択科目小計・卒業要件合計に加算する。

計 ６単位 計 ６単位

選 択
科 目

専門教育科目 � ２４単位以上
人文学部共通科目
他学科専門教育科目
他学部受講科目※ ※上限１２単位

専門教育科目 � ２８単位以上
人文学部共通科目
他学科専門教育科目
他学部受講科目※ ※上限１２単位

専門教育科目 � ３６単位以上
人文学部共通科目
他学科専門教育科目
他学部受講科目※ ※上限１２単位

計 選択必修科目の余剰単位を含む８８単位以上 計 選択必修科目の余剰単位を含む８８単位以上 計 ６２単位以上
合 計 選択必修科目の余剰単位を含む１２４単位以上 選択必修科目の余剰単位を含む１２４単位以上 １２４単位以上

６．卒業に必要な単位数（Ｐ．５以降にある各学部ごとの「教育課程」参照）

●人文学部（２００９・２０１０・２０１１年度入学生）

●人文学部（２００８年度入学生） ６２



Part２【履 修】

※ 他学部受講について【人文学部】【人間関係学部】
他学部の授業科目を履修して単位を修得した場合、１２単位まで卒業に必要な選
択科目の単位に算入することができます。ただし、他学部の授業科目を１２単位以
上修得した場合、１２単位を超える部分については、卒業要件単位数には算入しな
いものとします。なお、他学部の学生が履修できない科目があります。
�教務課に他学部受講願を提出する必要があります。（手続きの詳細については
P．６７参照）
��の受講願を提出しても他学部の都合により受講できない場合があります。
�他学部において卒業要件外と指定している科目については、人文学部、人間関係
学部においても卒業要件外とします。

●人間関係学部（２００７～２０１０年度入学生）
心 理 学 科 子ども発達学科

人
間
関
係
学
部

必修
科目

大学共通科目 １６単位
学科専門科目 ２４単位

大学共通科目 １６単位
学科専門科目 ２０単位

計 ４０単位 計 ３６単位

選択
科目

大学共通科目
人間関係学部共通科目
心理学科専門科目 ８４単位以上
他学部受講科目※ ※上限１２単位

大学共通科目
人間関係学部共通科目
子ども発達学科専門科目 ８８単位以上
他学部受講科目※ ※上限１２単位

計８４単位以上 計８８単位以上
合計 １２４単位以上 １２４単位以上

●人間関係学部（２０１１年度入学生）
心 理 学 科 子ども発達学科

人
間
関
係
学
部

必修
科目

大学共通科目 １６単位
学科専門科目 ２４単位

大学共通科目 １６単位
学科専門科目 ２１単位

計 ４０単位 計 ３７単位

選択
科目

大学共通科目
人間関係学部共通科目
心理学科専門科目 ８４単位以上
他学部受講科目※ ※上限１２単位

大学共通科目
人間関係学部共通科目
子ども発達学科専門科目 ８７単位以上
他学部受講科目※ ※上限１２単位

計８４単位以上 計８８単位以上
合計 １２４単位以上 １２４単位以上
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履 修 登 録

履修登録とは、学生が授業概要および授業時間割表等を参考にして、その学期
において履修するすべての授業科目を申告（登録）し、大学がそれを承認する手
続きのことです。また、履修登録は学生各自が登録結果の確認をして初めて完結
となります。学生にとってはこの履修登録が単位修得、すなわち卒業資格を得る
ための出発点となる重要な手続きになります。
履修手続きは、教務課の指定する期間および場所で行ってください。これを怠
れば、当該学期に履修する権利を放棄したこととなります。換言すると、単位修
得の権利を放棄したこととなります。
以上のことから、履修登録は大変重要な手続きとなりますので、以下の内容を
熟読し、学生各自の責任において誤りのないよう充分注意して臨んでください。

１．履修登録上の原則
� 【必修科目】の履修
� 時間割に記載されている曜日・時限にクラス等が指定された必修科目は原則
として指定年次に履修してください。自分の所属している学年と同一の履修年
次の必修科目については、履修登録を教務課で行います。なお、学科やクラス
が指定されていない必修科目、つまり、曜限を各自で選択できる必修科目は教
務課で事前登録しませんので、各自で履修登録してください。
� 自己の年次よりも下位学年の必修科目（指定年次生以外の必修科目）、つま
り未履修や前年度以前に不合格となった必修科目は、その科目の履修を最優先
してください。下位学年の必修科目（指定年次生以外の必修科目）については、
各自で履修登録する必要がありますので注意してください。
� 時間割にクラス等が指定されている科目のクラス変更は、特別な事情がある
場合を除き、認められません。【選択科目についても同様です。】

○ 特別な理由により指定されたクラス以外で履修登録する場合
原則として、科目の履修年次（各学部の教育課程P．５以降参照）が所属して
いる学年と同一の場合に限ります。教務課所定の「他クラス受講願」を提出して
ください。審査の結果、許可された場合、教務課が履修登録を行います。
必修科目、選択科目、その他全科目表記の履修確認表で登録が行われているか、

各自で責任をもって確認してください。

� 【履修登録上限単位数】について
前学期GPAによって、下記の表のとおり履修登録単位数の上限を設定します。

※１年前期、休学、留学等により前学期のGPAが出ない場合は２６単位上限を適用します。
※編入生は除く

２００６～２００９年度入学生 ２０１０年度以降入学生
前学期のGPA 履修登録上限単位数 前学期のGPA 履修登録上限単位数

３．００以上 ３０単位 ３．００以上 ２８単位
２．００以上３．００未満 ２６単位 ２．００以上３．００未満 ２６単位
１．００以上２．００未満 ２４単位 １．００以上２．００未満 ２４単位
１．００未満 ２０単位 １．００未満 ２０単位
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Part２【履 修】

� 【選択科目】の履修
� 選択科目については、原則として、各自で履修登録する必要がありますので
注意して下さい。
� 時間割にクラス等が指定されている科目のクラス変更は、特別な事情がある
場合を除き、認められません。前ページ下段の【必修科目の履修】個所に記載
されているとおりです。

� 【既修得単位科目】の履修
指定した科目を除きすでに単位を修得した科目を再履修することはできません。

� 【重複】履修
同一時限および同一科目の重複履修はできません。

� 【上位年次の科目】の履修
自己の年次よりも上位の年次の配当科目を履修することはできません。

� 【受講者多数の科目】
履修者に制限のある科目または教室の収容定員の限度を超えた科目は、登録科
目の変更または履修クラスの分割を指示することがあります。
� 【受講者少数の科目】
履修登録の結果、履修者数が１０名未満の場合は、開講を取り止めることがあり
ます。
	 【前提科目】
ローマ数字の附記されている次の科目は積み上げ式となりますので、順次、履
修してください。前提科目が未修得の場合は原則として履修登録できません。
●韓国語
、�、�、

●中国語
、�、�、

●フランス語
、�、�、


など。
� 【週複数回科目】の履修
週２コマ（２時限）以上の履修登録は次のように行ってください。履修登録を
行う場合は、曜日が早い１回目の曜日の科目のみを登録してください。（履修登
録画面上には、曜日が２回目以降の科目は登録ボタンが使用できないようになっ
ています。）
※週の２回目以降の曜日の履修登録を行う必要はありません。
ただし、後日各自に配信される履修確認表で、週２回目以降の曜日、時限も記
載されていますので各自で必ず確認して下さい。

� 【全ての履修登録内容の確認は各学生個人の責任で行うことの原則】
各個人で履修登録した科目および教務課が事前登録した科目の全ての履修登
録内容の確認は、履修登録確認表で学生の皆さんがそれぞれ責任を持って行う
ことが原則です。履修登録確認ミスや、確認を怠ったことにより、履修登録無
効となった場合、それは学生各自の責任となりますので、十分注意して必ず確
認を行ってください。
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２．履修登録方法について
履修登録はすべてコンピュータによって処理されます。以下の記入要領を熟読し、
誤りのないように記入してください。
★コンピュータ処理の予備知識
○学籍番号について
学籍番号はすべてのコンピュータ処理のキーワードとなります。学籍番号は
学生証に記載されていますので学生証を常時携帯するとともに手帳等に書き控
え暗記するようにしてください。なお、学籍番号は卒業まで変更しません。

【科目等履修生・聴講生】

学部
学籍番号（アルファベットと数字の組み合わせで８桁）

区分 区分 学部区分 履修許可年度・西暦下２桁 個人番号

科目等
履修生

人文学部 Ｎ Ｎ Ｈ ●各自の履修許可年度・西暦下２桁 ● ● ● ●
人間関係学部 Ｎ Ｎ R ●各自の履修許可年度・西暦下２桁 ● ● ● ●
短期大学部 Ｎ Ｎ Ｊ ●各自の履修許可年度・西暦下２桁 ● ● ● ●

聴購生
人文学部 Ａ Ａ Ｈ ●各自の履修許可年度・西暦下２桁 ● ● ● ●
人間関係学部 Ａ Ａ R ●各自の履修許可年度・西暦下２桁 ● ● ● ●
短期大学部 Ａ Ａ Ｊ ●各自の履修許可年度・西暦下２桁 ● ● ● ●

【学部学生・長期履修生】

学 部
学 生

学部 学科
学籍番号（アルファベットと数字の組み合わせで８桁）

学年 学部区分 学科区分 入学年度・西暦下２桁 個人番号

人文学部
現代文化学科 １～４ H C ●各自の入学年度・西暦下２桁 ０ ● ● ●
表現学科 １～４ H P ●各自の入学年度・西暦下２桁 ０ ● ● ●
英語学科 １～４ H E ●各自の入学年度・西暦下２桁 ０ ● ● ●

人間関係学部
心理学科 １～４ R Ｓ ●各自の入学年度西暦下２桁 ０ ● ● ●
子ども発達学科 １～４ R Ｋ ●各自の入学年度西暦下２桁 ０ ● ● ●

短期大学部 英語科 １・２ J Ｅ ●各自の入学年度・西暦下２桁 ０ ● ● ●

学 部
学 生
【長期履修生】

人文学部
現代文化学科 １～４ H C ●各自の入学年度・西暦下２桁 L ● ● ●
表現学科 １～４ H P ●各自の入学年度・西暦下２桁 L ● ● ●
英語学科 １～４ H E ●各自の入学年度・西暦下２桁 L ● ● ●

人間関係学部
心理学科 １～４ R Ｓ ●各自の入学年度西暦下２桁 L ● ● ●
子ども発達学科 １～４ R Ｋ ●各自の入学年度西暦下２桁 L ● ● ●

短期大学部 英語科 １・２ J E ●各自の入学年度・西暦下２桁 L ● ● ●
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Part２【履 修】

３．他クラス・他学部受講願の提出
★指定された提出期間および提出場所以外の提出は認められません。なお、病気、
事故等の特別な事情で指定された期間内に提出できない場合は、何らかの方法で
事前に教務課に連絡をしてください。
［前期］［後期］の他クラス・他学部受講希望科目については、指定の期間に受講
願を教務課に提出してください。受講が許可された科目については教務課にて履
修登録を行います。結果については配信される履修確認表を確認してください。

４．履修登録～履修確定までのスケジュールについて
★学内の掲示板で、履修登録から履修確定までのスケジュールをお知らせいたし
ます。原則として、指定された日程以外での手続きは認められませんので注意し
て下さい。なお、病気、事故等の特別な事情で指定された期間内に各手続きがで
きない場合は、何らかの方法で事前に教務課に連絡をしてください。

５．履修登録前の確認について
★履修登録を行う際は、事前によく確認して履修登録を行ってください。また、登
録した科目名、担当者等を控えておいてください。
�［前期］［後期］の履修希望科目全てについて、所定の期間に履修登録を行ってくだ
さい。※履修登録する必要がある科目については、それぞれの学部の教育課程の
ページを参照してください。

６．履修登録（訂正）を行うＰＣルームについて
原則として学内の掲示板でお知らせする日時・場所で履修登録および変更を行って
下さい。
各自、履修計画を事前にしっかり立て、PCルームでは入力だけを行うことができ
るように準備し、履修登録に臨んでください。

【大学院生】

科 専攻
院籍番号（アルファベットと数字の組み合わせで８桁）

区分 区分 科区分 入学年度・西暦下２桁 個人番号

大学院生 人文科学研究科
比較文化専攻 Ｇ Ｇ Ｃ ●各自の入学年度

西暦下２桁
Ｍ ● ● ●

臨床心理学専攻 Ｇ Ｇ Ｐ Ｍ ● ● ●

６７



７．履修登録確認日（履修変更指定日）のパソコン（WEB）画面上での履修 登録
確認（全学部必修）について
★期間内に履修登録された内容を教務課でコンピュータ処理した後、各自で履修
登録内容を確認する期間（履修登録確認日）を設定しています。自分のWEB画
面から履修登録した科目および教務課で事前登録された科目等（［前期］［後期］
［通年］の履修希望科目全て）をWEB画面で確認してください。
自分の履修登録した科目は勿論のこと、教務課で事前登録された科目について
も学生各自の責任で登録されているかどうかを確認しておく必要があります。履
修登録確認ミスや、確認を怠ったことにより、履修登録無効となった場合、それ
は学生各自の責任となりますので、十分注意して必ず確認を行ってください。

８．最終的な履修科目の確認
★期間内に登録および変更された履修内容を教務課でコンピュータ処理した後、所
定の日時に履修登録確認表を配信します。自分で履修登録した科目および教務課
で事前登録された科目（［前期］［後期］［通年］の履修希望科目全て）が記載さ
れているかを確認してください。
自分の履修登録（変更）した科目は勿論のこと、教務課で事前登録された科目
についても学生各自の責任で登録されているかどうかを確認してください。履修
登録確認ミスや、確認を怠ったことにより、履修登録無効となった場合、それは
学生各自の責任となりますので、十分注意して必ず確認を行ってください。
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授 業

時限 ９０分授業 時限 ６０分授業
１時限 ９：１５～１０：４５ １時限 ９：４５～１０：４５
チャペル １０：５５～１１：１５ チャペル １０：５５～１１：１５
２時限 １１：２５～１２：５５ ２時限 １１：２５～１２：２５
昼休み １２：５５～１３：４５ 昼休み １２：２５～１３：０５

３時限 １３：４５～１５：１５
３時限 １３：０５～１４：０５
４時限 １４：１５～１５：１５

４時限 １５：２５～１６：５５
５時限 １５：２５～１６：２５
６時限 １６：３５～１７：３５

５時限 １７：０５～１８：３５ ７時限 １７：４５～１８：４５

月～金曜
時限 ９０分授業
１時限 ９：１５～１０：４５
２時限 １０：５５～１２：２５

土曜

時限 ９０分授業 ６０分授業
３時限 １３：１５～１４：４５ １３：１５～１４：１５
４時限 １４：５５～１６：２５ １４：５５～１５：５５
５時限 １６：３５～１８：０５ １６：３５～１７：３５

※補講実施時の土曜午後の時間帯

時限 ９０分授業 時限 ６０分授業
１時限 ９：１５～１０：４０ １時限 ９：４５～１０：４０
チャペル １０：５０～１１：３０ チャペル １０：５０～１１：３０
２時限 １１：４０～１３：０５ ２時限 １１：４０～１２：３５
昼休み １３：０５～１３：５５ 昼休み １２：３５～１３：１５

３時限 １３：５５～１５：２０
３時限 １３：１５～１４：１０
４時限 １４：２０～１５：１５

４時限 １５：３０～１６：５５
５時限 １５：２５～１６：２０
６時限 １６：３０～１７：２５

５時限 １７：０５～１８：３０ ７時限 １７：３５～１８：３０

月～金曜
時限 ９０分授業
１時限 ９：１５～１０：４５
２時限 １０：５５～１２：２５

土曜

時限 ９０分授業 ６０分授業
３時限 １３：１５～１４：４５ １３：１５～１４：１５
４時限 １４：５５～１６：２５ １４：５５～１５：５５
５時限 １６：３５～１８：０５ １６：３５～１７：３５

※補講実施時の土曜午後の時間帯

９０分授業は５時限まで５分短縮 ６０分授業は全て５分短縮

Part３【授 業】

１．授業時間
授業時間は次のとおりです。

通常授業時間

キリスト教特別週間授業時間

２．休講及び補講
� 大学又は授業科目担当の教員に止むを得ない事情が生じた場合、授業を休講す
ることがあります。
� 休講したときは、そのための補講が行われます。
� 休講及び補講に関することは教務課で取り扱います。また、これらについては
掲示板に掲示します。
＊携帯電話を利用した休講・補講情報の提供について
アクセスURL→http://www.fukujo.ac.jp/sisにアクセスすると、全ての携
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帯で休講、補講情報を確認できます。この情報は本学学内専用ホームページから
見ることもできます。
� 休講の掲示がなく、授業開始後２０分を経過しても教員が入室しない場合は、教
務課に連絡してその指示に従って下さい。
� 台風や交通機関の事故等で特に臨時休講の必要がある場合は、掲示その他で指
示します。

３．授業欠席
病気その他止むを得ない理由により、登校できない場合はCampus Life【学生
生活編】の「学生部情報」をご参照の上、必要に応じて学生課に届け出て下さい。

４．学外授業
授業科目によっては学外授業が行われることがあります。

５．交通機関不通の場合の授業および試験（特別編成試験日を含む）の取扱い
交通機関が台風・大雪・ストライキ等のために運行が中止された場合、当日の授
業および試験は下記のとおり措置します。
１ ＪＲ九州・西鉄の運行を基準とします。
� 午前７時までにＪＲ九州・西鉄ともに運行が再開された場合は、当日の授業
（試験）は平常通り行います。
� 午前７時を過ぎ午前９時までにＪＲ九州・西鉄ともに運行が再開された場合
は、３時限目から授業（試験）を行います。なお、１時限目、２時限目に予定
されていた試験については、別に試験日程を設け、後日、その期日を掲示で知
らせます。
� 午前９時を過ぎてもＪＲ九州・西鉄のいずれか一方が不通の場合、全日休講
とします。また、試験は実施しません。この場合、当該試験日の試験について
は、別に試験日程を設け、後日、その期日を掲示で知らせます。

２ １において、ＪＲ九州については南福岡駅を基点とします。
３ 上記のほか、何らかの事柄で交通機関に支障が生じ休講とする場合、または試
験を実施しない場合は、学長がこれを決定します。
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試 験

Part４【試 験】

１．試験の種類
試験の方法は、授業科目、教員（以下「科目担当者」と称す）あるいは授業形態
（講義、演習、実験・実習、実技の別）により異なります。大きく分けて主に次の
ような方法があげられます。

筆記試験 レポート 論文 口述 実技等

この方法は、いずれか一つの方法で評価される場合もありますし、いくつかの方
法を組み合わせて総合的に評価される場合もあります。詳しくは授業概要の「成績
評価」の箇所に掲載されていますので参照してください。なお、この成績評価につ
いては科目担当者の指示により学期の途中で変更になる場合もありますので注意し
てください。
ここでは主として「授業最終日または特別編成試験日に実施される筆記試験」、「追
試験」そして「再試験」について述べます。

� 授業最終日または特別編成試験日に実施される筆記試験
○授業最終日
本学では、各学期の授業期間最後の週を「授業最終日」と位置付け、特に筆記試
験に対応する期間として設定しています。しかし、この期間の取り扱いは科目担当
者に一任されていますので、試験を実施せず授業が行われる場合もあります。事前
に必ず科目担当者に確認するようにしてください。試験がある場合は科目担当者の
監督の下、通常の時間割どおりに実施されます。

○特別編成試験日
本学では、各学期の授業最終日の後に「特別編成試験日」を設けています。この
期間は、次のような科目を対象とします。ただし、授業最終日に組み込める場合を
除きます。
� 受講者数が多いため複数の教室を用意する必要のある科目
� １週間に複数回開講されている、科目名と担当する教員が同一の科目で、一
つにまとめて試験が実施される科目
なお、特別編成試験日に実施する科目については、実施２週間前に教務課より発
表します。

＊ 授業最終日・特別編成試験日に実施された試験を受験できなかった場合は、下記
の�追試験に示す要件を満たすことにより「追試験」を願い出ることができます。
� 追 試 験
追試験は病気、忌引、交通機関の事故等のやむを得ない理由により授業最終日ま
たは特別編成試験日に実施された試験を受けられなかった者に対して、願い出によ
り実施される試験です。
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欠 席 理 由 必 要 な 証 明 書
１ 病気 医師の診断書
２ 進学・就職試験 出席証明書（進路就職課所定用紙）
３ 教育実習 不要
４ 介護等体験（教育職員免許法の特例） 不要
５ 博物館実習 不要
６ 保育実習 不要
７ 忌引

一親等（父母） ７日

二親等（祖父母・兄弟・姉妹） ３日

三親等（曾祖父母・おじ・おば・甥・姪） １日

会葬礼状および保護者連署の理由書
（任意の用紙）

８ 交通機関の事故 交通機関の発行する遅延証明書
９ インカレ出場

リーダース・トレーニング参加
学生部委員会が承認した大会に出場

不要

１０ その他、特別な事情 その事を証明するもの

� 追試験を希望する学生は、当該科目の試験当日までに何らかの方法で試験欠
席を教務課に連絡し、特別編成試験最終日の翌日（締切時間厳守：掲示でお知
らせします）までに教務課所定の追試験願に以下に記す必要な証明書を添えて
教務課に提出してください。
� 追試験の許可を受けた学生は、時間割等を確認してください。
� 追試験は定められた期日、１回に限り行われます。
� 追試験は、総て１００％評価とします。

� 期間外試験（授業最終日・特別編成試験日以外の期日に実施される試験）
授業最終日・特別編成試験日以外の期日に実施される試験は、追試験の対象とな
りません。受験できなかった学生への対応は科目担当者の判断に委ねられています。
直ちに科目担当者と連絡を取り、直接指示を受けてください。
� 再 試 験
再試験は４年次生のみを対象とし、次の項目すべての条件を満たした場合に限り、
願い出により実施される試験です。なお、卒業要件を満たしている場合の余剰単位
となる科目の再試験は行いません。
○卒業見込みの年次に履修し、その科目の評価が不可（Ｄ）であること。
○上記の科目数が２科目までで、その科目を修得すれば卒業要件を満たすこと。
○「卒業研究」以外の科目であること。
� 再試験を希望する学生は、定められた期間内に教務課所定の再試験願を教務課
に提出してください。
� 再試験の許可を受けた学生は、定められた期間内に自動証明書発行機にて再試
験料として１科目１０，０００円分の申請書を購入し、教務課へ提出してください。再

７２



Part４【試 験】

試験料未納の学生は、再試験を受けることができません。
� 再試験は定められた期日、１回に限り行われます。

２．受験上の注意（追試験・再試験を含む）
受験するにあたって次の事項に注意し、臨んでください。
� 受験中は学生証を机上においてください。万一、学生証を忘れた場合は、学生
課で仮学生証の交付を受けてください。
� 遅刻は試験開始後２０分以内に限り認めます。ただし、試験時間は延長されませ
ん。
� 試験開始後３０分以内の退場はできません。
� 試験場での携帯電話の使用は一切禁止します。なお、携帯している場合は入室
の際必ず電源を切ってください。
� その他試験中は、すべて監督者の指示に従ってください。

３．不正行為
試験中に不正行為をした学生は学則第４６条に基づき、懲戒処分の対象となります。
また、すでに受験した科目を含め当該学期に履修した全科目が失格(F)となりま
す。

不正行為に関する内規
第１条 不正行為とは、試験中、受験者が意図的に、指定以外の手段・方法によっ

て試験問題の一部あるいはすべてに、答えること、もしくはそれをほう
助すること、とする。

第２条 試験中、受験者が指定以外の手段・方法によって、試験問題を答えると
ころ、もしくはそれをほう助しているところを、監督者が目撃した時、
不正行為と判断する。

第３条 教授会において、不正行為の認定が承認された場合、当該受験者のその
学期の全科目が失格（Ｆ）となります。
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４．交通機関不通の場合の試験（授業期間を含む）の取扱いについて
交通機関が台風・大雪・ストライキ等のために運行が中止された場合、当日の授
業および試験は下記のとおり措置します。

１ ＪＲ九州・西鉄の運行を基準とします。
� 午前７時までにＪＲ九州・西鉄ともに運行が再開された場合は、当日の授
業（試験）は平常どおり行います。
� 午前７時を過ぎ午前９時までにＪＲ九州・西鉄ともに運行が再開された場
合は、３時限目から授業（試験）を行います。なお、１時限目、２時限目に
予定されていた試験については、別に試験日程を設け、後日、その期日を掲
示で知らせます。
� 午前９時を過ぎてもＪＲ九州・西鉄のいずれか一方が不通の場合、全日休
講とします。また、試験は実施しません。この場合、当該試験日の試験につ
いては、別に試験日程を設け、後日、その期日を掲示で知らせます。

２ １において、ＪＲ九州については南福岡駅を基点とします。
３ 上記のほか、何らかの事柄で交通機関に支障が生じ休講とする場合、または
試験を実施しない場合は、学長がこれを決定します。

５．レポート
レポート提出時には次の事項に注意してください。

【レポート提出時の注意事項】

１ レポートは原則として科目担当者に直接提出してください。

２ レポートを提出する際には、次のことを守ってください。
� 担当者が指定した提出条件を満たしているかを確認してください。
� 必ず本人が提出してください。特別な場合を除いて、郵送は認めません。
� 大学所定の表紙はミッションネットの「授業支援」からダウンロードして
ください。
� 担当者の指示により教務課に提出する場合の提出時間は次のとおりです。

平 日 ９：００～１７：００

※事務室では筆記用具等の事務用品は原則として貸し出しません。各自で用意
してください。

３ レポートは追試験の対象となりません。指定された期間内にレポートを提出
できなかった場合は、直ちに科目担当者と連絡を取り、直接指示を受けてくだ
さい。
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区 分 評 価 成績評価基準 １単位あたりのGP
合 格 AA １００点～９０点 ４

A ８９点～８０点 ３
B ７９点～７０点 ２
C ６９点～６０点 １
N 認定 －

不合格 D ５９点以下 ０
F 失格 ０

Part５【成 績】

１－１．授業科目の成績評価
本学では合格・不合格の評価を５段階で行うとともに、全体的な学力を評価する指
標として２００４年度よりGPAを利用します。各科目の成績評価は次の基準で行います。

１－２．成績評価基準

�成績証明書には合格科目のみ、AA、A、B、C、Nをもって表記します。
�成績通知表には成績確定した全科目を、AA、A、B、C、N、D、Fをもって表記し
ます。

※１．履修中の科目があれば、成績通知表にはSが表記されています。
※２．複数学期を通して履修している科目（読替科目等）がある場合、第１期目の成
績は確定された成績はありませんので注意してください。
履修する最終学期後に配布される成績通知表の評価が確定された成績です。

※３．GP : grade points の略のことで、Nを除く成績評価を点数に置き換えたもの
の事を指します。

※４．認定：編入学などで認定された既修得単位です。GPAの計算対象外となりま
す。

１－３．GPAとは
GPAとは、grade point average の略で、成績が確定した科目のGPの総和を総単

位数（不合格科目の単位数を含む）で割った値、つまり１単位あたりのGPの平均値
を指し、０．００～４．００の数字で表示されます。この値は、皆さんの全体的な学力を評価
する指標として用いられます。成績通知表に記載されるGPAには下記の３種類があ
ります。
� 各学期に履修した授業から計算されるGPA（学期GPAと省略）
� 各学年に履修した授業から計算されるGPA（学年GPAと省略）
� 在学期間に履修した全ての授業から計算されるGPA（累積GPAと省略）
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単位数 １単位あたりのGP GP
科目１ ４ × ４（AA） ＝ １６
科目２ ２ × ３（A） ＝ ６
科目３ ２ × ０（D） ＝ ０
科目４ ２ × ０（F） ＝ ０
科目５ １ × ２（B） ＝ ２
科目６ １ × １（C） ＝ １
総単位数 １２ GPの総計 ２５

２００６～２００９年度入学生 ２０１０年度以降入学生
前学期のGPA 履修登録上限単位数 前学期のGPA 履修登録上限単位数

３．００以上 ３０単位 ３．００以上 ２８単位
２．００以上３．００未満 ２６単位 ２．００以上３．００未満 ２６単位
１．００以上２．００未満 ２４単位 １．００以上２．００未満 ２４単位
１．００未満 ２０単位 １．００未満 ２０単位
※１年前期、休学、留学等により前学期のGPAが出ない場合は２６単位上限を適用します。

１－４．GPAの計算方法
成績が確定した履修登録科目の成績評価のGPに、その科目に与えられている単

位数を掛けたものを、総単位数で割ります。計算式は以下の通りです。

GPA＝４×AAの修得単位数＋３×Aの修得単位数＋２×Bの修得単位数＋１×Cの修得単位数
総単位数(D、Fの単位数を含む）

実際に次の例で考えてみましょう。科目１～６の６科目を履修登録し、それぞれの
科目の成績は順に、AA、A、D、F、B、Cだったとします。この場合、GPAは以下
のように計算されます。

GPAの計算式によると、各科目の成績を与えられるGPに単位を掛けたもの、つ
まりGPの総計を総単位数で割った値がGPAですから
GPA=(GPの総計）÷（総単位数）２５÷１２＝２．０８３３．．．≒２．０８
GPAは、２．０８３３．．．を小数点第３位で四捨五入した値、２．０８ということになります。

１－５．GPAの利用
�適用開始年度・適用対象学生
２００６年度から導入。２００６年度人文学部、人間関係学部入学生から対象とする。
但し編入学生は除く。
�利用方法
前学期GPAによって、下記の表のとおり履修登録単位数の上限を設定します。
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前期科目
学 生 郵送 保護者を通じて成績を通知します。前期卒業予定学

生に限り、直接本人に配付する期間を設けます。
保護者 郵送

後期科目
学 生 郵送 保護者を通じて成績を通知します。卒業年次生に限

り、直接本人に配付する期間を設けます。
保護者 郵送

※成績通知表の配付方法については別途掲示を行ないます

Part５【成 績】

１－６．履修取消期間
履修登録した科目の中に、何らかの事情で履修し続けるのが難しいものがある場

合、前後期それぞれにそのような科目の履修を中止するための履修取消期間を認めて
います。これにより、該当する科目が不合格(Dもしくは F)となることでGPAが下
がることを回避することができます。なお、履修取消期間を過ぎて取り消すことは一
切認められませんので注意してください。また、履修取消期間中に取り消された科目
は、いかなる理由があろうとも、その学期内に履修を復活させることはできません。
再度履修する必要がある場合は次学期以降に履修登録し直してください。

１－７．成績通知表への記載事項
成績通知表には成績の確定した全科目を、AA、A、B、C、D、F、Nをもって表記

します。またGPAの集計が確定した時点で累積GPAおよび学年GPAを記載します。

２．成績発表・成績通知表の配付についておよび保護者宛成績通知
履修した授業科目の成績および修得単位を次の要領で発表します。
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人 文 学 部 人間関係学部
担 当 者

教 員 教 務 課

� 教職課程
（各学科該当の教員免許） ○ ○ 伊藤 文一 小林・泉

� 小学校教諭免許（小免プログラム） 教職課程受講者・
幼稚園教諭免許取得希望者のみ 小林・泉

� 日本語教員養成コース ○ × 守山 惠子 藤・泉
� 児童英語教育指導員養成コース ○ × 大橋 由美 藤・泉

� 小学校教諭免許
（小学校免許課程） △ 心理学科△

子ども発達学科○ 牧・坂田・吉田（尚） 小林・泉

� 幼稚園教諭免許
× 子ども発達学科のみ 牧 正興

角南 良幸
子ども発達学科事務室
本村 仁恵助手� 保育士

� 認定心理士 × 心理学科 米川 勉 小林・河野
	 社会福祉主事任用資格 ○ ○ 岩下 伸朗 小林・河野


 アメニティスペシャリスト
アメニティコーディネータ × 心理学科 船津美智子 小林・河野

Part６【免許・資格取得関係】

免許・資格取得について
２００８年度～２０１１年度入学生
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教 職 課 程

学 部 学 科 免許教科 教員免許状の種類

人 文 学 部

現代文化学科 国語
中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

表現学科 英語
中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

英語学科 英語
中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

人間関係学部 心理学科
社会 中学校教諭一種免許状

公民 高等学校教諭一種免許状

Part６【免許・資格取得関係】

�．教職課程について ※幼稚園教諭免許（子ども発達学科のみ取得可）については P．１２３に記載

教職課程とは、中学校および高等学校の教員免許状を取得するために、教育職員免
許法および同法施行規則に定める科目を履修できるよう設置された課程です。この課
程は、将来教職に就くことを強く希望している学生を対象としています。
さて、教育職員免許状を取得するためには、卒業に必要な単位を修得するほか、教
職課程の単位を併せて修得しなければなりません。また、学内の講義に出席するだけ
でなく、４年次に中学校（または高等学校）で『教育実習』を行うことになります。
さらに、中学校の免許状を取得する場合には７日間以上の『介護等体験』（原則とし
て３年次に社会福祉施設等で５日間、特別支援学校で２日間）を行うことも必要です。
このほか本学では、教育実習に備え集中的に事前指導を行うための合宿や、介護等体
験の事前指導として外部より講師を招いて行うオリエンテーション等の参加も義務付
けています。したがって、教職課程の履修を希望する学生は、入学時より強い意志と
明確な目的意識をもって履修計画を立て、臨むことが求められます。
また、教員を志す者には、教員採用試験に合格できる専門分野の学力を養うと同時
に、教育の本質をよく見つめ、教育理念の追求、人や社会についての広い視野を必要
としますし、いじめや不登校等の問題が頻発している今日、社会的責任が伴うことも
十二分に自覚し、人格的にも専門的知識についても日々自己研鑚を積んでいく強い決
意が必要です。
以上述べてきたとおり、単に資格として教員免許状でも取得しておこうという安易
な気持ちでの履修は厳に慎まなければなりません。本学で厳しい履修基準を設けてい
るのもこのためです。卒業後の進路についてはよく考えた上で、教職課程の履修を希
望するよう心がけてください。

�．本学で取得できる免許状の種類・教科
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人 文 学 部

所要資格

学科・免許状の種類

本学において修得することを必要とする最低修得単位数

基 礎 資 格教 科 に
関する科目

教 職 に
関する科目

教 科 又 は
教 職 に
関する科目

教育職員免許
法施行規則
第６６条の６に
定める科目

現代文化
中一種（国語） ３０単位（２０） ３１単位（３１） ４単位（８） ８単位

学士の学位を
有すること

高一種（国語） ３２単位（２０） ２３単位（２３） ６単位（１６） ８単位

表 現
中一種（英語） ２４単位（２０） ３１単位（３１） ４単位（８） ８単位

高一種（英語） ３２単位（２０） ２３単位（２３） ６単位（１６） ８単位

英 語
中一種（英語） ２４単位（２０） ３１単位（３１） ４単位（８） ８単位

高一種（英語） ３２単位（２０） ２３単位（２３） ６単位（１６） ８単位

注１） （ ）は教育職員免許法上に定める最低修得単位数を示す。
注２） 「教科又は教職に関する科目」は「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の教育職員

免許法上の最低修得単位数を超えて修得した単位を算入する。

人間関係学部

所要資格

学科・免許状の種類

本学において修得することを必要とする最低修得単位数

基 礎 資 格教 科 に
関する科目

教 職 に
関する科目

教 科 又 は
教 職 に
関する科目

教育職員免許
法施行規則
第６６条の６に
定める科目

心 理
中一種（社会） ２８単位（２０） ３１単位（３１） ４単位（８） ８単位 学士の学位を

有すること高一種（公民） ３０単位（２０） ２３単位（２３） ６単位（１６） ８単位

注１） （ ）は教育職員免許法上に定める最低修得単位数を示す。
注２） 「教科又は教職に関する科目」は「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の教育職員

免許法上の最低修得単位数を超えて修得した単位を算入する。

�．教育職員免許状取得のための基礎資格と最低修得単位数
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Part６【免許・資格取得関係】

�．教職課程の履修について
１．課程の申込手続き
教職課程の履修は２年次から開始します。履修を希望する者は、１年次の１月に開
かれる「教職課程説明会」に必ず出席し、申込書を提出しなければなりません。正当
な理由なしに説明会を欠席した者は、履修することができません。さらに本学では、
「教職課程履修資格基準」を設けており、次の基準を満たした者に対して、２年次の
４月より履修を許可します。

教職課程履修資格基準
次の�または�の基準を原則として満たした者が履修することができる。
� 第２年次より教職課程の履修を希望する場合
・第１年次において３０単位以上を修得し、GPA（累積）が２．２以上であること。
・第１年次における必修科目及び教職課程必修の「教科に関する科目」を修
得していること。

� 第２年次において教職課程を履修しなかった者で、第３年次以降に履修を
希望する場合。
・前年度までに６０単位以上を修得し、GPA（累積）が２．２以上であること。

但し、３年次以降に履修する場合は、卒業時に本課程を修了できないことも予想さ
れます。
その場合は卒業後、科目等履修生制度により本課程の単位を修得することができます。

２．科目の履修登録
本課程履修許可者は、年度初めの履修登録の際、「教職に関する科目」「教科又は教

� �

職に関する科目」以外の科目登録の手続きを行なってください。「教職に関する科目」
「教科又は教職に関する科目」はすべて事前登録をします。
なお、指定日に配付される履修登録確認表で必ず履修希望科目ならびに事前登録科
目が登録されているか確認してください。確認をせずに履修登録されなかった場合は
学生各自の責任になりますので、十分注意して下さい。（Ｐ．６４～の履修登録ページを
参照のこと。）なお、履修登録締め切り後の科目変更・追加は一切認めません。
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３．教育実習について
� 教育実習履修資格
教育実習の履修は、下記教育実習履修資格基準を満たした者に限ります。

教育実習履修資格基準
� 卒業年次に教員採用試験の受験の意志があること。
� 卒業年次までに教育実習�以外のすべての教職課程講義科目を履修してい
ること、あるいは履修登録を行なっていること。

※��の規程にすべて該当する者であっても、専門科目の履修状況や成績状況、
及び受講希望者自身にかかわる事由によっては、教職課程委員会は履修を認め
ないことがある。

� 教育実習校への教育実習依頼について
本学では中学校・高等学校免許の両方を取得するように指導しています。その為、
原則として中学校で実習を行なうことになります。３年次４～５月に「教育実習依頼
についての説明会」を開催しますので、必ず出席してください。教育実習は、原則と
して出身校で行なうことになっています。各自３年次に出身校を訪問し、教育実習の
依頼を行なうことになります。

� 教育実習に関する費用の納入について
教育実習の履修を許可された者は、４年次４月に教育実習に関する費用を納入しな
ければなりません。所定の期日までに（別途掲示で連絡）下記費用を納入してくださ
い。期日までに納入しない場合は、履修の許可を取り消します。また、一旦納入した
実習費は返還しません。なお、教育実習の期間および日数ならびに教育実習費につい
ては、教育実習受入れ校の指示に従うことになります。

教育実習に関する費用内訳
教育実習諸経費 １１，０００円
教育実習費 ９，０００円～１８，０００円程度（別途指示します。）
※教育実習費の金額は実習校により変わります。
※教育実習費は学生が実習校に直接納付または大学が実費徴収し実習校に納付します。
※実習先で使う教科書や教材費、給食費等は別途本人負担となります。
実習期間
・中学校一種免許（３週間実習）
・高等学校一種免許のみ（２週間実習）
※本学では中学校・高等学校の両方の免許を取得するように指導しているため、原則
として３週間の実習が必要となります。
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Part６【免許・資格取得関係】

４．介護等体験について
介護等体験とは、介護等が行われている社会福祉施設、特別支援学校での体験を通
じ、普段接することの少ないさまざまな人の生き方・生活のありように気づくととも
に、人と関わり、人を援助するうえで大切にすべき姿勢や視点を体験的に学習するこ
とです。介護等体験は、本学では３年次から開始します。２年次３月に開催する介護
等体験参加オリエンテーションに必ず出席してください。介護等体験の期間は、社会
福祉施設５日間、特別支援学校２日間の計７日間です。介護等体験実施時期は、社会
福祉協議会および教育委員会からの通知によって決定します。なお、教育職員免許状
申請時には介護等体験を行なった学校や施設の長が発行する介護等体験に関する証明
書が必要となります。
� 介護等体験費について
介護等体験を行なうにあたり、３年次４月に介護等体験費を納入しなければなり
ません。所定の期日までに（別途掲示で連絡）下記費用を納入してください。
なお、一旦納入した介護等体験費は返還しません。
・介護等体験費 １０，５００円（健康診断・保険を含む）

５．教員免許状授与申請手続きについて
本学では、卒業時に限り大学で福岡県教育委員会へ一括して申請手続きを行ないま
す。教員免許状は、どの委員会で交付を受けたものであっても、すべての都道府県に
おいて効力を有します。申請手続きの詳細は、別途掲示にてお知らせします。
なお、申請の際には免許状申請料として一免許につき３，３００円の費用がかかります。

６．卒業後の教員免許状取得について
卒業時に申請に必要な単位を修得できなかった場合、下記の方法で単位を修得すれ
ば免許状を申請することができます。しかし、この場合は大学からの一括申請ではな
く個人申請の手続きを各自で行なうこととなります。
�大学（できれば出身大学）の科目等履修生として単位を修得する。
�大学の通信教育（通信教育制度を有する大学）で単位を修得する。
�都道府県の教育委員会や大学が行なう「免許状のための認定講習」で単位を修得する。
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７．小学校教諭免許取得プログラムについて（神戸親和女子大学との連携プログラム）
このプログラムは、福岡女学院大学において幼稚園・中学校・高等学校教諭一種免
許を取得することを前提に、在学中に神戸親和女子大学通信教育部発達教育部児童教
育科（初等教育学コース）の科目等履修生として小学校教諭一種免許取得を目的とす
るものです。※このプログラムには別途費用がかかります。

〈プログラムの特長〉
�幼稚園・中学校・高等学校教諭一種免許取得に係る「教職に関する科目」の単
位の一部を小学校教諭一種免許取得に必要な単位として充当
�科目等履修生で「小学校教育実習」の受講が可能

このプログラムは２年次から開始します。希望者は「小学校教諭一種免許取得プロ
グラム説明会」に出席した上で申込書を提出し、許可を受けなければなりません。（説
明会開催の詳細については後日掲示）

〈２０１１年度以降新規登録者〉
２年次から卒業までの３年間プログラムを原則とします。
３年次から履修開始した場合は、卒業までを履修期間とし、卒業後は取り扱いが異
なります。
〈継続登録者〉
このプログラムは３年間で履修することを基本としますが、在学中に小学校教諭一
種免許取得に必要な単位を充足することができない場合は、卒業後も１年間に限りプ
ログラムの継続が可能です。（在学中からプログラムを継続する場合に限り、卒業後
も「小学校教育実習」の受講が許可されます。）
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・教職課程教科に関する
科目履修開始�

・教職課程受講申込み�

・教職課程受講希望願�

・教職課程受講申込み�

・教職課程受講希望願�

（10,500円）�

（5月～6月迄）�

（3年次より希望学生・編入生）�

（受入れ施設により　�
　体験時期は異なる）�

（3年次より希望学生）�

（3年次より希望学生）�

（前期実習生）�

（後期実習生）�

教職課程履修�
オリエンテーション�

介護等体験参加�
オリエンテーション�

教職課程履修�
オリエンテーション�

教職課程説明会�

教職課程履修資格�
判定�

教職課程履修資格�
判定発表�

介護等体験費納入�

介護等体験事前指導�

教育実習依頼について�
説明会�

出身校へ実習受入れ�
内諾依頼�

教育実習受入れ内諾書�
教務課へ提出�

北九州市立での�
実習予定者�

実習依頼手続き�

免許状申請料納入�
中一種（3,300円）�
高一種（3,300円）�

教育実習事前指導合宿�
（15,000円）�

教育実習履修資格判定�

教職課程履修�
オリエンテーション�

介護等体験開始（6月～）�

教職課程説明会�

教職課程履修資格�
判定�

（3年次より希望学生）�

教職課程履修資格�
判定発表�

実習関係資料配布�

北九州市立�
実習校・実習期間決定�

教員免許状授与願の確認�
署名・捺印�

教育実習開始�

教育実習開始�

教育実習履修資格判定発表�

教育実習事前指導�

教員採用試験出願手続き�

教員採用試験�

免許状一括申請�

教員免許状授与�

�

教育実習費納入�

１年次� ２年次�

教職課程� 教職課程受講開始�

介護等体験�

３年次�

教育実習�

教員免許状�

４年次�

４月�

６月�

５月�

７月�

９月�

１０月�

１１月�
１2月�
１月�

２月�

３月�

�

Part６【免許・資格取得関係】

８．教職課程受講から免許状取得までのスケジュール
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９．教職課程科目表
人文学部

〈２０１０・２０１１年度入学生〉
� 教科に関する科目
� 現代文化学科（国語）中一種免 ○印は教職課程必修

� 現代文化学科（国語）高一種免 ○印は教職課程必修

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数 備 考必修 選択

国 語 学
（音声言語及び文章
表現に関するものを
含む。）

○日本語学概論�
○日本語学概論�
○日本語表現技法Ａ（文章）
○日本語表現技法Ｂ（音声）
日本語史�
日本語史�
日本語の構造
日本語の語彙・意味

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�
�
�

表現学科開設

国 文 学
（国文学史を含む。）

○日本文学の発生
○日本文学の変遷
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（特講Ａ）
日本の文学（特講Ｂ）

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�

８単位必修

漢 文 学
漢文学Ａ�
漢文学Ａ�
漢文学Ａ�
中国文学

２
２
２
２

２
２
２
２

中一種免は４単位
必修
（高一種免は８単
位必修）

書 道
（書写を中心とする。）

○書道文化（技法）
○書道文化史

１
３

２
４

�
�
�
中一種免のみ開設

修得しなければな
らない最低単位数 中２０

上記科目より、中３０単位以上修得すること。なお、最低修得単位数（２０単位）
を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」として
使用することができる。

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数 備 考必修 選択

国 語 学
（音声言語及び文章
表現に関するものを
含む。）

○日本語学概論�
○日本語学概論�
○日本語表現技法Ａ（文章）
○日本語表現技法Ｂ（音声）
日本語史�
日本語史�
日本語の構造
日本語の語彙・意味

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�
�
�

表現学科開設

国 文 学
（国文学史を含む。）

○日本文学の発生
○日本文学の変遷
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（特講Ａ）
日本の文学（特講Ｂ）

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�

８単位必修

漢 文 学
○漢文学Ａ�
○漢文学Ａ�
○漢文学Ａ�
○中国文学

２
２
２
２

２
２
２
２

高一種免は８単位
必修

修得しなければな
らない最低単位数 高２０

上記科目より、高３２単位以上修得すること。なお、最低修得単位数（２０単位）
を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」として
使用することができる。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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� 表現学科（英語） ○印は教職課程必修

� 英語学科（英語） ○印は教職課程必修

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数

備 考
必修 選択

英 語 学

英文法�
英文法�

○英語学概論�
○英語学概論�
初級英語音声学�
初級英語音声学�

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

英 米 文 学

○イギリス文学の変遷
アメリカ文学の変遷
イギリス文学
アメリカ文学

２
２
３
３

４
４
４
４

英語コミュニケーション
○First-year English Ａ�
○First-year English Ａ�
First-year English Ｂ�
First-year English Ｂ�

１
１
１
１

２
２
２
２

異 文 化 理 解
比較文化論
交流文化論

○異文化コミュニケーション

３
１
１

２
２
２

�
�
�
現代文化学科開設

修得しなければな
らない最低単位数

中２０
高２０

上記科目より、中２４単位、高３２単位以上修得すること。なお、最低修得単位数
（２０単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科
目」として使用することができる。

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数 備 考必修 選択

英 語 学

英文法�
英文法�

○英語学概論�
○英語学概論�
初級英語音声学�
初級英語音声学�

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

英 米 文 学

○イギリス文学の変遷
アメリカ文学の変遷
イギリス文学
アメリカ文学

２
２
３
３

４
４
４
４

�
��
��

現代文化学科又は
英語学科開設

英語コミュニケーション
○First-year English Ａ�
○First-year English Ａ�
First-year English Ｂ�
First-year English Ｂ�

１
１
１
１

２
２
２
２

異 文 化 理 解
比較文化論
交流文化論

○異文化コミュニケーション

３
１
１

２
２
２

�
�
�
現代文化学科開設

修得しなければな
らない最低単位数

中２０
高２０

上記科目より、中２４単位、高３２単位以上修得すること。なお、最低修得単位数
（２０単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科
目」として使用することができる。
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� 教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※教職に関する科目の修得単位は、卒業認定の単位には加算されない。但し、教育原理�、教育原理
�、教育心理学は卒業認定単位として加算する。

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

本学開講科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２

○教師論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想

６

○教育原理� ２ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

○教育心理学 ２ ２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

○教育原理� ２ ２

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

・各教科の指導法
中１２
高６

○国語科教育法�
国語科教育法�

○英語科教育法�
英語科教育法�

２
３
２
３

２
２
２
２

該当教科の指導法について
必修

中一種免必修

中一種免必修

・各教科の指導法
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

○国語科教育法�
国語科教育法�

○英語科教育法�
英語科教育法�

２
３
２
３

２
２
２
２

該当教科の指導法について
必修

中一種免必修

中一種免必修
・道徳の指導法 ○道徳教育の理論と指導法 ３ ２ 中一種免のみ
・特別活動の指導法 ○特別活動の理論と指導法 ２ ２

生徒指
導、教
育相談
及び進
路指導
等に関
する科
目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

４

○生徒指導の理論
と指導法

３ ２ 進路指導を含む

・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談 ３ ２ カウンセリングを
含む

教育実習 中５
高３

○教育実習�
教育実習�Ａ
教育実習�Ｂ

３～４
４
４

１
４
２

事前・事後指導
中一種免必修
高一種免必修

教職実践演習 ２ ○教職実践演習
（中高）

４ ２

修得しなければならない最低
単位数

中３１
高２３

上記科目より、中学校免許状３１単位以上、高等学校免許状
２３単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得
した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」
として使用することができる。
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Part６【免許・資格取得関係】

� 教科又は教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※人権教育の理論と指導法、障害児教育の理論と指導法は卒業認定単位として加算する。

� 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 ○印は教職課程必修

科目区分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は
教職に関
する科目

○人権教育の理論と指導法 ２ ２ 「教科又は教職に関する科目」又
は最低修得単位を超えて履修した
「教科に関する科目」もしくは「教
職に関する科目」について、併せ
て中８、高１６単位以上修得する。
＊高一種免のみ

○障害児教育の理論と指導法 ２ ２

道徳教育の理論と指導法 ３ ２

免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数 左記に対応する本学開講科目
履 修
年 次

単 位 数
備 考

必修 選択
日 本 国 憲 法 ２ ○日本国憲法 １ ２

体 育 ２
○健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
○健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English A� １ ２
情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２８９



〈２００８・２００９年度入学生〉
� 教科に関する科目
� 現代文化学科（国語）中一種免 ○印は教職課程必修

� 現代文化学科（国語）高一種免 ○印は教職課程必修

９．教職課程科目表
人文学部

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数 備 考必修 選択

国 語 学
（音声言語及び文章
表現に関するものを
含む。）

○日本語学概論�
○日本語学概論�
○日本語表現技法Ａ（文章）
○日本語表現技法Ｂ（音声）
日本語史�
日本語史�
日本語の構造
日本語の語彙・意味

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�
�
�

表現学科開設

国 文 学
（国文学史を含む。）

○日本文学の発生
○日本文学の変遷
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（特講Ａ）
日本の文学（特講Ｂ）

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�

８単位必修

漢 文 学
漢文学Ａ�
漢文学Ａ�
漢文学Ａ�
中国文学

２
２
２
２

２
２
２
２

中一種免は４単位
必修
（高一種免は８単
位必修）

書 道
（書写を中心とする。）

○書道文化（技法）
○書道文化史

１
３

４ ２ �
�
�
中一種免のみ開設

修得しなければな
らない最低単位数 中２０

上記科目より、中３０単位以上修得すること。なお、最低修得単位数（２０単位）
を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」として
使用することができる。

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数 備 考必修 選択

国 語 学
（音声言語及び文章
表現に関するものを
含む。）

○日本語学概論�
○日本語学概論�
○日本語表現技法Ａ（文章）
○日本語表現技法Ｂ（音声）
日本語史�
日本語史�
日本語の構造
日本語の語彙・意味

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�
�
�

表現学科開設

国 文 学
（国文学史を含む。）

○日本文学の発生
○日本文学の変遷
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ａ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（古典Ｂ�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（近現代�）
日本の文学（特講Ａ）
日本の文学（特講Ｂ）

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

�
�
�
�
�
�
�

８単位必修

漢 文 学
○漢文学Ａ�
○漢文学Ａ�
○漢文学Ａ�
○中国文学

２
２
２
２

２
２
２
２

高一種免は８単位
必修

修得しなければな
らない最低単位数 高２０

上記科目より、高３２単位以上修得すること。なお、最低修得単位数（２０単位）
を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」として
使用することができる。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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Part６【免許・資格取得関係】

� 表現学科（英語） ○印は教職課程必修

� 英語学科（英語） ○印は教職課程必修

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数

備 考
必修 選択

英 語 学

英文法�
英文法�

○英語学概論�
○英語学概論�
初級英語音声学�
初級英語音声学�

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

英 米 文 学

○イギリス文学の変遷
アメリカ文学の変遷
イギリス文学
アメリカ文学

２
２
３
３

４
４
４
４

英語コミュニケーション
○First-year English Ａ�
○First-year English Ａ�
First-year English Ｂ�
First-year English Ｂ�

１
１
１
１

２
２
２
２

異 文 化 理 解
比較文化論
交流文化論

○異文化コミュニケーション

３
１
１

２
２
２

�
�
�
現代文化学科開設

修得しなければな
らない最低単位数

中２０
高２０

上記科目より、中２４単位、高３２単位以上修得すること。なお、最低修得単位数
（２０単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科
目」として使用することができる。

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履 修

年 次
単 位 数 備 考必修 選択

英 語 学

英文法�
英文法�

○英語学概論�
○英語学概論�
初級英語音声学�
初級英語音声学�

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

英 米 文 学

○イギリス文学の変遷
アメリカ文学の変遷
イギリス文学
アメリカ文学

２
２
３
３

４
４
４
４

�
��
��

現代文化学科又は
英語学科開設

英語コミュニケーション
○First-year English Ａ�
○First-year English Ａ�
First-year English Ｂ�
First-year English Ｂ�

１
１
１
１

２
２
２
２

異 文 化 理 解
比較文化論
交流文化論

○異文化コミュニケーション

３
１
１

２
２
２

�
�
�
現代文化学科開設

修得しなければな
らない最低単位数

中２０
高２０

上記科目より、中２４単位、高３２単位以上修得すること。なお、最低修得単位数
（２０単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教職に関する科
目」として使用することができる。

９１



� 教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※教職に関する科目の修得単位は、卒業認定の単位には加算されない。但し、教育原理�、教育原理
�、教育心理学は卒業要件として加算する。

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

本学開講科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２

○教師論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

６

○教育原理� ２ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

○教育心理学 ２ ２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

○教育原理� ２ ２

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

・各教科の指導法

中１２
高６

○国語科教育法�
国語科教育法�

○英語科教育法�
英語科教育法�

２
３
２
３

２
２
２
２

該当教科の指導法について
必修

中一種免必修

中一種免必修
・各教科の指導法
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

○国語科教育法�
国語科教育法�

○英語科教育法�
英語科教育法�

２
３
２
３

２
２
２
２

中一種免必修

中一種免必修
・道徳の指導法 ○道徳教育 ３ ２ 中一種免のみ
・特別活動の指導法 ○特別活動 ２ ２

生徒指
導、教
育相談
及び進
路指導
等に関
する科
目

・生徒指導の理論及び
方法

・進路指導の理論及び
方法

４

○生徒指導 ３ ２ 進路指導を含む

・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談 ３ ２ カウンセリングを
含む

総合演習 ２ ○総合演習 ３ ２
教育実習 中５

高３
○教育実習�
教育実習�Ａ
教育実習�Ｂ

３～４
４
４

１
４
２

事前・事後指導
中一種免必修
高一種免必修

修得しなければならない最低
単位数

中３１
高２３

上記科目より、中学校免許状３１単位以上、高等学校免許状
２３単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得
した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」
として使用することができる。
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Part６【免許・資格取得関係】

� 教科又は教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※１ ２００８年度入学生のみ
※２ ２００９年度入学生のみ
※道徳教育以外は卒業認定単位として加算する。

� 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 ○印は教職課程必修

科目区分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は
教職に関
する科目

○同和教育 ※１ ２ ２ 「教科又は教職に関する科目」又
は最低修得単位を超えて履修した
「教科に関する科目」もしくは「教
職に関する科目」について、併せ
て中８、高１６単位以上修得する。
＊高一種免のみ

○人権教育の理論と方法 ※２ ２ ２

○障害児教育 ２ ２

道徳教育 ３ ２

免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数 左記に対応する本学開講科目
履 修
年 次

単 位 数
備 考

必修 選択
日 本 国 憲 法 ２ ○日本国憲法 １ ２

体 育 ２
○健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
○健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English A� １ ２
情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２
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人間関係学部

〈２０１０・２０１１年度入学生〉
� 教科に関する科目
� 心理学科（社会）

� 心理学科（公民）

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履修

年次
単 位 数

備 考
必修 選択

日本史及び外国史
○日本史 ２ ２
○世界史 ２ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２

地理学（地誌を含む。） ○地理学（地誌を含む） １ ２

「法律学、政治学」

○法学 ２ ２
○国際法入門 ２ ２
○政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
国際関係論 ３ ２

「社会学、経済学」

経済学入門 １ ２
○国際経済論 ２ ２
○社会学入門 １ ２
心理統計応用 ２ ２
マーケティング ３ ２

「哲学、倫理学、宗教学」

○哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
○倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
○宗教学入門 ２ ２
聖書概説 １ ２
キリスト教人間学 ３ ２

修得しなければな
らない最低単位数 中２０ 上記科目より、２８単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得した選択

科目については、「教科又は教職に関する科目」として使用することができる。

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履修

年次
単 位 数

備 考
必修 選択

「法律学（国際法を含む。）、
政治学（国際政治を含
む。）」

○法学 ２ ２
○国際法入門 ２ ２
○政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
国際関係論 ３ ２

「社会学、経済学（国際
経済を含む。）」

経済学入門 １ ２
○国際経済論 ２ ２
○社会学入門 １ ２
心理統計応用 ２ ２
マーケティング ３ ２

「哲学、倫理学、宗教学、
心理学」

○哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
○倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
○宗教学入門 ２ ２
聖書概説 １ ２
キリスト教人間学 ３ ２
心理学概論Ａ １ ２
心理学概論Ｂ １ ２
社会心理学 １ ２

修得しなければな
らない最低単位数 高２０ 上記科目より、３０単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得した選択

科目については、「教科又は教職に関する科目」として使用することができる。

○印は教職課程必修

○印は教職課程必修
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Part６【免許・資格取得関係】

� 教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※教職に関する科目の修得単位は、卒業認定の単位には加算されない。但し、教育原理�、教育原理
�、教育心理学は卒業認定単位として加算する。

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

本学開講科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２

○教師論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

６

○教育原理� ２ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

○教育心理学 ２ ２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

○教育原理� ２ ２

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

・各教科の指導法

○社会・公民科教育法�
社会・公民科教育法�

２
２

２
２

中一種免必修

・各教科の指導法
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

中１２
高６

○社会・公民科教育法�
社会・公民科教育法�

３
３

２
２

中一種免必修

・道徳の指導法 ○道徳教育の理論と指導法 ３ ２ 中一種免のみ
・特別活動の指導法 ○特別活動の理論と指導法 ２ ２

生徒指
導、教
育相談
及び進
路指導
等に関
する科
目

・生徒指導の理論及び
方法

・進路指導の理論及び
方法

４

○生徒指導の理論
と指導法

３ ２ 進路指導を含む

・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談 ３ ２ カウンセリングを
含む

教育実習 中５
高３

○教育実習�
教育実習�Ａ
教育実習�Ｂ

３～４
４
４

１
４
２

事前・事後指導
中一種免必修
高一種免必修

教職実践演習
２

○教職実践演習
（中・高）

４ ２

修得しなければならない最低
単位数

中３１
高２３

上記科目より、中学校免許状３１単位以上、高等学校免許状
２３単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得
した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」
として使用することができる。

９５



� 教科又は教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※人権教育の理論と指導法、障害児教育の理論と指導法は卒業認定単位として加算する。

� 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 ○印は教職課程必修

科目区分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は
教職に関
する科目

○人権教育の理論と指導法 ２ ２ 「教科又は教職に関する科目」又
は最低修得単位を超えて履修した
「教科に関する科目」もしくは「教
職に関する科目」について、併せ
て中８、高１６単位以上修得する。
＊高一種免のみ

○障害児教育の理論と指導法 ２ ２

道徳教育の理論と指導法 ３ ２

免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数 左記に対応する本学開講科目
履 修
年 次

単 位 数
備 考

必修 選択
日 本 国 憲 法 ２ ○日本国憲法 ２ ２

体 育 ２
○健康・スポーツ科学実習Ａ １ １
○健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English Ａ� １ ２
情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２ ９６



Part６【免許・資格取得関係】

人間関係学部

〈２００８・２００９年度入学生〉
� 教科に関する科目
� 心理学科（社会）

� 心理学科（公民）

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履修

年次
単 位 数

備 考
必修 選択

日本史及び外国史
○日本史 ２ ２
○世界史 ２ ２
キリスト教の歴史と文化 ２ ２

地理学（地誌を含む。） ○地理学（地誌を含む） １ ２

「法律学、政治学」

○法学 ２ ２
○国際法入門 ２ ２
○政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
国際関係論 ３ ２

「社会学、経済学」

経済学入門 １ ２
○国際経済論 ２ ２
○社会学入門 １ ２
心理統計応用 ２ ２
マーケティング ３ ２

「哲学、倫理学、宗教学」

○哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
○倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
○宗教学入門 ２ ２
聖書概説 １ ２
キリスト教人間学 ３ ２

修得しなければな
らない最低単位数 中２０ 上記科目より、２８単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得した選択

科目については、「教科又は教職に関する科目」として使用することができる。

免許法施行規則に
定める科目区分等 左記に対応する本学開講科目 履修

年次
単 位 数

備 考
必修 選択

「法律学（国際法を含む。）、
政治学（国際政治を含
む。）」

○法学 ２ ２
○国際法入門 ２ ２
○政治学入門（国際政治を含む） ３ ２
国際関係論 ３ ２

「社会学、経済学（国際
経済を含む。）」

経済学入門 １ ２
○国際経済論 ２ ２
○社会学入門 １ ２
心理統計応用 ２ ２
マーケティング ３ ２

「哲学、倫理学、宗教学、
心理学」

○哲学入門 １ ２
哲学の展開 １ ２
○倫理学入門 ２ ２
倫理学の展開 ２ ２
○宗教学入門 ２ ２
聖書概説 １ ２
キリスト教人間学 ３ ２
心理学概論Ａ １ ２
心理学概論Ｂ １ ２
社会心理学 １ ２

修得しなければな
らない最低単位数 高２０ 上記科目より、３０単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得した選択

科目については、「教科又は教職に関する科目」として使用することができる。

○印は教職課程必修

○印は教職課程必修

９７



� 教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※教職に関する科目の修得単位は、卒業認定の単位には加算されない。但し、教育原理�、教育原理
�、教育心理学は卒業要件として加算する。

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

本学開講科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２

○教師論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

６

○教育原理� ２ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

○教育心理学 ２ ２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

○教育原理� ２ ２

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

・各教科の指導法

○社会・公民科教育法�
社会・公民科教育法�

２
２

２
２ 中一種免必修

・各教科の指導法
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

中１２
高６

○社会・公民科教育法�
社会・公民科教育法�

３
３

２
２ 中一種免必修

・道徳の指導法 ○道徳教育 ３ ２ 中一種免のみ
・特別活動の指導法 ○特別活動 ２ ２

生徒指
導、教
育相談
及び進
路指導
等に関
する科
目

・生徒指導の理論及び
方法

・進路指導の理論及び
方法

４

○生徒指導 ３ ２ 進路指導を含む

・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談 ３ ２ カウンセリングを
含む

総合演習 ２ ○総合演習 ３ ２
教育実習 中５

高３
○教育実習�
教育実習�Ａ
教育実習�Ｂ

３～４
４
４

１
４
２

事前・事後指導
中一種免必修
高一種免必修

修得しなければならない最低
単位数

中３１
高２３

上記科目より、中学校免許状３１単位以上、高等学校免許状
２３単位以上修得すること。なお、必要単位数を超えて修得
した選択科目については、「教科又は教職に関する科目」
として使用することができる。
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Part６【免許・資格取得関係】

� 教科又は教職に関する科目 ○印は教職課程必修

※１ ２００８年度入学生のみ
※２ ２００９年度入学生のみ
※道徳教育以外は卒業認定単位として加算する。

� 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 ○印は教職課程必修

科目区分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は
教職に関
する科目

○同和教育 ※１ ２ ２ 「教科又は教職に関する科目」又
は最低修得単位を超えて履修した
「教科に関する科目」もしくは「教
職に関する科目」について、併せ
て中８、高１６単位以上修得する。
＊高一種免のみ

○人権教育の理論と方法 ※２ ２ ２

○障害児教育 ２ ２

道徳教育 ３ ２

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する本

学 開 講 科 目 履修年次
単 位 数 備 考
必修 選択

日本国憲法 ２ ○日本国憲法 ２ ２

体育 ２
○健康・スポーツ科学実習Ａ １ １

○健康・スポーツ科学実習Ｂ １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English A� １ ２

情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２

９９



○日本語教員養成コースとは
・現在、日本語を学びたいと言う人々が世界中に増え、その学習目標も多岐にわたっ
ています。このコースでは、日本語を教えるための専門的な知識と技術を学び、多
様化に対応できる幅広い人材を育成します。

○日本語教員養成コースの履修について
・本コースの履修を希望する者は、２年次の１月に行われる「日本語教員養成コース
説明会」に必ず出席してください。
・説明会で配布される受講希望届を必ず提出してください。提出しない場合は理由の
いかんを問わず、コースを履修することができません。
・以下の履修資格基準を満たした者に対して、本コースの受講者として許可します。
※但し、編入生及び交換留学・認定留学の対象学生はこの限りではない。

日本語教員養成コース履修資格基準
次の基準を原則として満たした者が第３年次にコースの登録を行うことができ
る。
・２年次までに６０単位以上を修得し、GPA（累積）が２．２以上であること
・第１年次・２年次における必修科目を修得していること
・２年次において、「日本語教育概論�」「日本語教育概論�」を修得していること

・３月（２年次）の新年度オリエンテーションの際に、履修許可者を発表します。
掲示で結果を確認し、教務課にて受講申込書を受け取って提出してください。
受講申込書の提出がなかった場合はコース履修を辞退したものとみなします。
履修登録は各自でWEBにて行ってください。

〈全履修生共通〉
○修了証の発行について
・卒業年次（４年次）の５月に「日本語教員養成コース修了証発行申請書」を提出し
てください。申請書の提出がない場合、資格科目をすべて修得していても、修了証
の発行はできません。

○卒業後の資格取得について
・卒業後に本コースの修了を希望する場合、在学中に修得した科目は免除されます。
ただし、カリキュラム改正等で在学当時と科目名称や単位数が異なる場合、再度、
履修が必要となる場合があります。

日本語教員養成コース

１００



〈２００９年度以降入学生用〉

領域 区分 単位数 本学の授業科目 履修年次
単位数
必修 選択

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

社会・文化・
地域に関わ
る領域

教育に関わ
る領域

言語に関す
る領域

社会
文化
地域

・世界と日本
・異文化接触
・日本語の教育の
歴史と現状

４以上

交流文化論 １ ２
国際社会と民族 １ ２
比較文化論 ３ ２
比較文化Ａ（日本と東アジア） ２ ２
比較文化Ｂ（日本とヨーロッパ） ２ ２
比較文化C（日本とアメリカ） ２ ２

言語と
社会

・言語と社会の関係
・言語使用と社会
・異文化コミュニ
ケーションと社会

６以上

言語学概論 １ ２
社会学入門 １ ２
対照言語学 ２ ２
社会言語学 ２ ２
異文化コミュニケーション １ ２
日本語表現技法Ａ（文章） ２ ２
英語表現技法Ｂ（ディベート）� ３ ２

言語と
心理

・言語理解の過程
・言語習得・発達
・異文化理解と心
理

４以上

人間形成と教育 １ ２
教育心理学 ２ ２
第二言語習得理論� ２ ２
第二言語習得理論� ２ ２
児童日本語教育法 ２ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２

言語と
教育

・言語教育法・実習
・異文化間教育
・コミュニケー
ション教育

・言語教育と情報

１２以上

日本語教育概論� ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教授法演習� ４ ２
日本語教授法演習� ４ ２
日本語教育実習フィールドワーク ２ ２

言語

・言語の構造一般
・日本語の構造
・言語研究
・コミュニケー
ション能力

８以上

日本語学概論� ２ ２
日本語学概論� ２ ２
日本語の構造 ２ ２
日本語表現技法Ｂ（音声） ２ ２
日本語の語彙・意味 ２ ２
日本語史� ２ ２
日本語史� ２ ２

３領域 ５区分 ３４単位 上記科目より３４単位以上修得すること。

Part６【免許・資格取得関係】
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〈２００８年度入学生用〉

「フィールドワーク表現Ｄ」はリピート受講可能。

領域 区分 単位数 本学の授業科目 履修年次
単位数
必修 選択

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

社会・文化・
地域に関わ
る領域

教育に関わ
る領域

言語に関す
る領域

社会
文化
地域

・世界と日本
・異文化接触
・日本語の教育の
歴史と現状

４以上

交流文化論 １ ２
文化人類学 １ ２
地域文化論 １ ２
ヨーロッパの文化 ３ ２
アメリカの文化 ３ ２
東アジアの文化 ２ ２

言語と
社会

・言語と社会の関係
・言語使用と社会
・異文化コミュニ
ケーションと社会

６以上

言語学概論 １ ２
対照言語学 ２ ２
社会言語学 ２ ２
日本語コミュニケーション技法� １ ２
日本語コミュニケーション技法� １ ２
異文化コミュニケーション １ ２

言語と
心理

・言語理解の過程
・言語習得・発達
・異文化理解と心
理

４以上

人間形成と教育 １ ２
教育心理学 ２ ２
第二言語習得理論Ⅰ ２ ２
第二言語習得理論Ⅱ ２ ２
異文化へのアプローチ（アジア） １ ２
異文化へのアプローチ（欧米） １ ２

言語と
教育

・言語教育法・実習
・異文化間教育
・コミュニケー
ション教育

・言語教育と情報

１２以上

日本語教育概論� ２ ２
日本語教育概論� ２ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教材研究� ３ ２
日本語教授法演習� ４ ２
日本語教授法演習� ４ ２
フィールドワーク表現Ｄ １ ２

言語

・言語の構造一般
・日本語の構造
・言語研究
・コミュニケー
ション能力

８以上

日本語学概論� ２ ２
日本語学概論� ２ ２
日本語の構造 ２ ２
日本語表現技法Ｂ（音声） ２ ２
日本語の語彙・意味 ２ ２
中国語� １ ２
韓国語� １ ２
英語表現技法Ｂ（ディベート）� ３ ２

３領域 ５区分 ３４単位 上記科目より３４単位以上修得すること。
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児童英語教育指導員養成コース

○児童英語教育指導員養成コースとは
児童英語教育分野の理論や技術を学び、小学校での実践を通して、子供たちに英
語を教えるための総合的な力を育成するコースです。

〈２０１１年度入学生〉
○児童英語教育指導員養成コースの履修について
本コースの履修を希望する者は、１月におこなわれる「児童英語教育指導員養成
コース説明会」に必ず出席してください。
説明会で配布される申込書を必ず提出してください。提出しない場合は理由のい
かんを問わず、履修することはできません。
以下の履修資格基準を満たした者に対して、本コースの履修を許可します。

児童英語教育指導員養成コース履修資格基準
次の�または�の基準を原則として満たした者が履修することができる。
� 第２年次より本コースの履修を希望する場合
・第１年次において３０単位以上修得し、GPA（累積）が２．２以上であること。
・第１年次における必修科目を修得していること。
� 第２年次において本コースを履修しなかったもので、第３年次より履修を希望する
場合
・前年度までに６０単位以上を修得し、GPA（累積）が２．２以上であること。

・但し、３年次より履修を希望する場合は、卒業時に本コースを修了できないことも
予想されます。その場合は卒業後、科目等履修制度により本コースの単位を修得す
ることができます。
・３月（２年次）の新年度オリエンテーションの際に、履修許可者を発表します。掲
示で結果を確認し、各自でWEB登録をおこなってください。

Part６【免許・資格取得関係】
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〈２００７年度以降入学生〉「児童英語フィールドワーク」について
・本コースの必修科目です。通常の授業時間以外に自分の空き時間を利用して、ゲス
トティーチャーとして小学校で実際の授業に参加します。詳細については授業時間
内に科目担当者から説明があります。
・この科目はリピート科目なので、在学期間中に４回まで繰り返し履修することがで
きます。

〈全履修生共通〉
○修了証の発行について
・卒業年次（４年次）の５月に「児童英語教育指導員養成コース修了証発行申請書」
を提出してください。申請書の提出がない場合、資格科目をすべて修得していても、
修了証の発行はできません。

○卒業後の資格取得について
・卒業後に本コースの資格取得を希望する場合、在学中に修得した科目は免除されま
す。ただし、カリキュラム改正等で在学当時と科目名称や単位数が異なる場合、再
度、履修が必要となる場合があります。
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〈２００７年度以降入学生用〉

「児童英語フィールドワーク」は３年次で履修して下さい。

科目区分 必要
単位数 本学の開講科目 履修年次

単位数
備考

必修 選択

児童英語に関す
る基礎科目 ６以上

教育原理� ２ ２
教育原理� ２ ２
比較教育Ａ（日本と欧米） ２ ２
比較教育Ｂ（日本とアジア） ２ ２
教育心理学 ２ ２
児童文学（英語） ２ ２

言語学に関する
科目 ８以上

言語学概論 １ ２
英文法Ⅰ ２ ２
英文法Ⅱ ２ ２
初級英語音声学Ⅰ ２ ２
初級英語音声学Ⅱ ２ ２
第二言語習得理論Ⅰ ２ ２
第二言語習得理論Ⅱ ２ ２

比較文化に関す
る科目 ８以上

イギリス文学の変遷 ２ ４
アメリカ文学の変遷 ２ ４
イギリス文学 ３ ４
アメリカ文学 ３ ４
比較文化論 ３ ２
比較文学論 ２ ２

英語コミュニ
ケーションに関
する科目

１０以上

Firstyear English Ａ� １ ２
Firstyear English Ａ� １ ２
Firstyear English Ｂ� １ ２
Firstyear English Ｂ� １ ２
異文化コミュニケーション １ ２
キッズコミュニケーション ３ ２

児童英語の教授
に関する科目 ８以上

児童英語教育法 ２ ２
児童英語指導法演習� ３ ２
児童英語指導法演習� ３ ２
児童英語フィールドワーク ２ ２ リピート受講可能

５分野 ４０単位 ２９科目 － － － －

Part６【免許・資格取得関係】
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人間関係学部子ども発達学科 免許・資格取得

教 科 に
関する科目

教 職 に
関する科目

教 科 又 は
教 職 に
関する科目

教育職員免
許法施行規
則第６６条の
６に定める
科目

基 礎 資 格

小学校教諭
一種免許 １３（８） ４７（４１） １０（１０） ８（８） 学士の学位を

有すること
注１）（ ）は教育職員免許法上に定める最低修得単位数を示す。
注２）「教科又は教職に関する科目」は「教科又は教職に関する科目」の単位数と、「教科に関す

る科目」と「教職に関する科目」の教育職員免許法上の最低修得単位数を超えて修得した
単位数を算入する。

１．子ども発達学科で取得できる免許・資格
・小学校教諭一種免許
・幼稚園教諭一種免許
・保育士資格

小学校教諭一種免許
１．小学校教諭一種免許状取得のための基礎資格と最低取得単位数

２．小学校免許科目の履修登録
年度始めの履修登録の際、別表（Ｐ．３６～参照）で網掛けになっている科目は教
務課で事前登録をします。それ以外の科目は各自で履修登録の手続きを行ってくだ
さい。
なお、ＰＣルームのWeb画面上で履修確認画面を必ず確認し、履修希望科目な
らびに事前登録科目が登録されているか確認してください。確認をせずに履修登録
されなかった場合は、学生各自の責任となりますので、十分注意してください。
（Ｐ．６４～の履修登録ページを参照のこと）なお、履修登録締切り後の科目変更・
追加は一切認めません。

３．小学校教育実習について
� 小学校教育実習履修資格
小学校教育実習は、将来教職に就くことを強く希望している学生を対象に、大学で
学んだ専門的知識・技能を実際の学校において実践することを目的としています。し
たがって、高度な専門的能力・知識・責任感・使命感などが重要な資質として要求さ
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免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する本学開講科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
国語（書写を含む。） ○国語表現 ２ ２
社会 小学校社会科 ２ ２
算数 数の理解 ２ ２
理科 小学校理科 ２ ２
生活 小学校生活科 ２ ２

音楽
○音楽（声楽） １ １
○音楽（器楽）� ２ １
音楽（器楽）� ２ １

図画工作 ○図画工作 ２ １
家庭 家庭生活と食 ３ ２
体育 ○体育 ２ １

修得しなければな
らない最低単位数 ８

上記科目より１３単位以上修得すること
なお、最低修得単位数（８単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教
職に関する科目」として使用することができる。

� 教科に関する科目 〇印は小学校免許必修

れます。
詳細は、人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規（Ｐ．１５０～）を参照してく
ださい。

� 小学校教育実習実習計画
本学では、幼稚園教育実習の実習計画を以下のとおり計画しています。
１年次 学外実習総合オリエンテーション
３年次 後期 小学校教育実習事前事後指導�

１１月 小学校教育実習� ２週間
４年次 前期 小学校教育実習事前事後指導�

１１月 小学校教育実習� ２週間

４．免許状授与申請の手続きについて

Part６【免許・資格取得関係】
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� 教職に関する科目 〇印は小学校免許必修

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２ ○教職概論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

６

○教育原理 １ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

○子どもの発達と学習の心理学
発達心理学�（総論）

○特別支援教育論

２
１
３

２
２

２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

２２

○教育課程総論
（小学校） ３ ２

・各教科の指導法

○初等教科教育法（国語）
○初等教科教育法（社会）
○初等教科教育法（算数）
○初等教科教育法（理科）
○初等教科教育法（生活）
○初等教科教育法（音楽）
○初等教科教育法（図画工作）
○初等教科教育法（家庭）
○初等教科教育法（体育）

３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２

・道徳の指導法 ○道徳教育の理論と実践 ３ ２
・特別活動の指導法 特別活動論 ４ ２
・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

○子ども理解の技
法（観察法と統
計解析法）

３ ２

生徒指導、
教育相談
及び進路
指導等に
関する科
目

・生徒指導の理論及び方法

４

○生徒・進路指導
の理論と方法 ４ ２

・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談の方法と実践
○発達・教育相談の基礎

３
３

２
２

・進路指導の理論及び方法

教育実習 ５
○小学校教育実習指導
○小学校教育実習�
○小学校教育実習�

３
３
４

１
２
２

教職実践演習 ２ ○教職実践演習（幼・小） ４ ２

修得しなければならない最低
単位数 ４１

上記科目より４７単位以上修得すること。
なお、最低修得単位数（４１単位）を超えて修得した選択科
目については、「教科又は教職に関する科目」として使用
することができる。
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※小学校教育実習に関する諸経費について
小学校教育実習�、小学校教育実習�、介護等体験等に関する経費は小学校教育実
習の履修を許可された学生に対し、別途、諸経費として３５，０００円を徴収します。

� 教科又は教職に関する科目 〇印は小学校免許必修

� 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 〇印は小学校免許必修

科 目 区 分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は教職に関する科目 子どもの英語 ３ ２

「教科又は教職に関
する科目」又は最低
修得単位を超えて履
修した「教科に関す
る科目」及び「教職
に関する科目」につ
いて、併せて１０単位
以上修得する。

免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数
左記に対応する
本学開講科目

履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

日本国憲法 ２ ○日本国憲法 ２ ２

体育 ２
○健康科学理論 １ ２

○健康・スポーツ科学実習A １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English A� １ ２

情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２

Part６【免許・資格取得関係】
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教 科 に
関する科目

教 職 に
関する科目

教 科 又 は
教 職 に
関する科目

教育職員免
許法施行規
則第６６条の
６に定める
科目

基 礎 資 格

幼稚園教諭
一種免許 １４（６） ３８（３５） １０（１０） ８（８） 学士の学位を

有すること
注１）（ ）は教育職員免許法上に定める最低修得単位数を示す。
注２）「教科又は教職に関する科目」は「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の教育職

員免許法上の最低修得単位数を超えて修得した単位数を算入する。

幼稚園教諭一種免許
〈２０１１年度以降の入学生〉
１．幼稚園教諭一種免許状取得のための基礎資格と最低取得単位数

２．幼稚園免許科目の履修登録
年度始めの履修登録の際、別表（Ｐ．３６～参照）で網掛けになっている科目は教
務課で事前登録をします。それ以外の科目は各自で履修登録の手続きを行ってくだ
さい。
なお、ＰＣルームのWeb画面上で履修確認画面を必ず確認し、履修希望科目な
らびに事前登録科目が登録されているか確認してください。確認をせずに履修登録
されなかった場合は、学生各自の責任となりますので、十分注意してください。
（Ｐ．６４～の履修登録ページを参照のこと）なお、履修登録締切り後の科目変更・
追加は一切認めません。

３．幼稚園教育実習について
� 幼稚園教育実習履修資格
幼稚園教育実習は大学で学んだ理論・技術を、実際の幼稚園で実践的に修得するこ
とを目的としています。したがって、基礎知識や学力、基礎技術はもちろん、責任感、
研究心、健康管理能力なども重要な資質として要求されます。
詳細は、人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規（Ｐ．１５０～）を参照してく
ださい。
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免許法施行規則に
定める科目区分等

左記に対応する本学開講科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
国語 ○国語表現 ２ ２
算数 数の理解 ２ ２

音楽

○音楽（声楽） １ １
○音楽（器楽）� ２ １
音楽（器楽）� ２ １
音楽表現 ３ １
保育表現技術（音楽表現） １ １

図画工作 ○保育表現技術（造形表現） １ １
図画工作 ２ １

体育 ○保育表現技術（身体表現） １ １
○体育 ２ １

国語、算数、生活、音楽、
図画工作及び体育に含ま
れる内容を合わせた内容
に係る科目

表現概論 １ ２

修得しなければな
らない最低単位数 ６

上記科目より１４単位以上修得すること。
なお、最低修得単位数（６単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教
職に関する科目」として使用することができる。

� 教科に関する科目 〇印は幼稚園免許必修

� 幼稚園教育実習実習計画
本学では、幼稚園教育実習の実習計画を以下のとおり計画しています。
１年次 学外実習総合オリエンテーション
２年次 後期 幼稚園教育実習事前事後指導�

２月 幼稚園教育実習� ２週間
４年次 前期 幼稚園教育実習事前事後指導�

６月 幼稚園教育実習� ２週間

４．免許状授与申請の手続きについて
本学では、卒業時に限り大学で福岡県教育委員会へ一括して申請手続きをおこな
います。教員免許状は、どの委員会で交付を受けたものであっても、すべての都道
府県において効力を有します。申請手続きの詳細は別途掲示にてお知らせします。
なお、申請の際には免許状申請料として３，３００円の費用がかかります。

Part６【免許・資格取得関係】
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� 教職に関する科目 ○印は幼稚園免許必修

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２ ○教職概論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

６

○教育原理 １ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

○子どもの発達と学習の心理学
発達心理学�（総論）
特別支援教育論

２
１
３

２
２

２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

１８

○教育保育課程総論 ２ ２

・保育内容の指導法

○保育内容総論
○保育内容（人間関係）
○保育内容（健康）
○保育内容（環境）
○保育内容（言葉）
○保育内容（表現）
○障害児保育

３
２
２
２
２
１
２

２
２
２
２
２
２
２

・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

○子ども理解の技
法（観察法と統
計解析法）
教育技術論（児童
文化財研究）�
教育技術論（児童
文化財研究）�

３

２

３

２

１

１

生徒指導、
教育相談
及び進路
指導等に
関する科
目

・幼児理解の理論及び
方法

２

○発達心理学�
（乳幼児と親の発達心理） ２ ２

・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○教育相談の方法と実践
発達・教育相談の基礎

３
３

２
２

教育実習 ５

○幼稚園教育実習指導�
○幼稚園教育実習指導�
○幼稚園教育実習�
○幼稚園教育実習�

２
４
２
４

１
１
２
２

教職実践演習 ２ ○教職実践演習（幼・小） ４ ２

修得しなければならない最低
単位数 ３５

上記科目より３８単位以上修得すること。
なお、最低修得単位数（３５単位）を超えて修得した選択科目につ
いては、「教科又は教職に関する科目」として使用することができる。
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� 教科又は教職に関する科目 〇印は幼稚園免許必修

� 教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 〇印は幼稚園免許必修

科 目 区 分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は教職に関する科目

「教科又は教職に関
する科目」又は最低
修得単位を超えて履
修した「教科に関す
る科目」及び「教職
に関する科目」につ
いて、併せて１０単位
以上修得する。

免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数
左記に対応する
本学開講科目

履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

日本国憲法 ２ ○日本国憲法 ２ ２

体育 ２
○健康科学理論 １ ２

○健康・スポーツ科学実習A １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English A� １ ２

情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２

Part６【免許・資格取得関係】
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教 科 に
関する科目

教 職 に
関する科目

教 科 又 は
教 職 に
関する科目

教育職員免
許法施行規
則第６６条の
６に定める
科目

基 礎 資 格

幼稚園教諭
一種免許 １６（６） ４３（３５） －（１０） ８（８） 学士の学位を

有すること
注１）（ ）は教育職員免許法上に定める最低修得単位数を示す。
注２）「教科又は教職に関する科目」は「教科に関する科目」と「教職に関する科目」の教育職

員免許法上の最低修得単位数を超えて修得した単位数を算入する。

幼稚園教諭一種免許
〈２００８～２０１０年度までの入学生〉
１．幼稚園教諭一種免許状取得のための基礎資格と最低修得単位数

２．幼稚園免許科目の履修登録
年度始めの履修登録の際、別表（Ｐ．４６～参照）で網掛けになっている科目は教
務課で事前登録をします。それ以外の科目は各自で履修登録の手続きを行ってくだ
さい。
なお、ＰＣルームのWeb画面上で履修確認画面を必ず確認し、履修希望科目な
らびに事前登録科目が登録されているか確認してください。確認をせずに履修登録
されなかった場合は、学生各自の責任となりますので、十分注意してください。
（Ｐ．６４～の履修登録ページを参照のこと）なお、履修登録締切り後の科目変更・
追加は一切認めません。

３．幼稚園教育実習について
� 幼稚園教育実習履修資格
幼稚園教育実習は大学で学んだ理論・技術を、実際の幼稚園で実践的に修得するこ
とを目的としています。したがって、基礎知識や学力、基礎技術はもちろん、責任感、
研究心、健康管理能力なども重要な資質として要求されます。
詳細は、人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規（Ｐ．１５３～）を参照してく
ださい。

１１４



免許法施行規則に
定める科目区分

左記に対応する開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
国語 ○国語表現 ２ ２
算数 数の理解 ２ ２
生活 現代の生活と食 ３ ２

音楽

○子どもの音楽（声楽） １ ２
○子どもの音楽（器楽）� １ ２
子どもの音楽（器楽）� ２ ２
実践音楽表現法 ２ ２

図画工作 ○図画工作� １ ２
図画工作� ２ ２

体育 ○幼児体育� ２ ２
幼児体育� ２ ２

国語、算数、生活、音楽、
図画工作及び体育に含ま
れる内容を合わせた内容
に係る科目

表現概論 １ ２

修得しなければな
らない最低単位数 ６

上記科目より１６単位以上修得すること。
なお、最低修得単位数（６単位）を超えて修得した選択科目については、「教科又は教
職に関する」として使用することができる。

� 教科に関する科目 ○印は幼稚園免許必修

� 幼稚園教育実習実習計画
本学では、幼稚園教育実習の実習計画を以下のとおり計画しています。
１年次 学外実習総合オリエンテーション
２年次 幼稚園教育実習事前事後指導（前期１５回、後期１５回）
２年次９月 幼稚園教育実習（観察）２週間
２年次２月～３月 幼稚園教育実習（総合）２週間

４．免許状授与申請の手続きについて
本学では、卒業時に限り大学で福岡県教育委員会へ一括して申請手続きをおこな
います。教員免許状は、どの委員会で交付を受けたものであっても、すべての都道
府県において効力を有します。申請手続きの詳細は別途掲示にてお知らせします。
なお、申請の際には免許状申請料として３，３００円の費用がかかります。

Part６【免許・資格取得関係】
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� 教職に関する科目 ○印は幼稚園免許必修

免許法施行規則に
定める科目区分等 単位数 左記に対応する

開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択
教職の
意義等
に関す
る科目

・教職の意義及び教員
の役割

・教員の職務内容（研
修、服務及び身分保
障等を含む。）

・進路選択に資する各
種の機会の提供等

２ ○教職概論 ２ ２

教育の
基礎理
論に関
する科
目

・教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

６

○教育原理 １ ２

・幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学
習の過程（障害のあ
る幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び
学習の過程を含む。）

子どもの発達と学習の心理学
発達心理学�（総論）

２
１

２
２

・教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項

教育課
程及び
指導法
に関す
る科目

・教育課程の意義及び
編成の方法

１８

○教育課程総論 ２ ２

・保育内容の指導法

○保育内容総論
○保育内容（人間関係）
○保育内容（健康）
○保育内容（環境）
○保育内容（言葉）
○保育内容（表現）
○障害児保育

３
２
２
２
１
１
３

２
２
２
２
２
２
２

・教育の方法及び技術
（情報機器及び教材
の活用を含む。）

○子ども観察法
児童文化財研究

３
３

２
２

生徒指導、
教育相談
及び進路
指導等に
関する科
目

・幼児理解の理論及び
方法

２

○発達心理学�
（乳幼児と親の発達心理） １ ２

特別支援教育論 ４ ２
・教育相談（カウンセ
リングに関する基礎
的な知識を含む。）
の理論及び方法

○発達相談臨床
こころの援助

３
３

２
２

総合演習 ２ 子ども学総合演習�
子ども学総合演習�

３
３

２
２

＊２００９年度入学生
まで適用

教育実習 ５
○幼稚園教育実習事前事後指導
○幼稚園教育実習（観察）
○幼稚園教育実習（総合）

２
２
２

１
２
２

教職実践演習 ２ �教職実践演習
（幼稚園） ４ ２ ＊２０１０年度入学生

から適用

修得しなければならない最低
単位数 ３５

上記科目より４３単位以上修得すること。
なお、最低修得単位数（３５単位）を超えて修得した選択科
目については、「教科又は教職に関する」として使用する
ことができる。

１１６



� 教科又は教職に関する科目 ○印は教職課程必修

� 教育職員免許法施行規則６６条の６に定める科目 ○印は教職課程必修

科 目 区 分 開設授業科目
履修
年次

単 位 数
備 考

必修 選択

教科又は教職に関する科目 １０

「教科又は教職に
関する科目」又は最
低修得単位を超えて
履修した「教科に関
する科目」及び「教
職に関する科目」に
ついて、併せて１０単
位以上修得する。

免許法施行規則に定める科目及び単位数 左記に対応する開設授業科目
備 考

科 目 単位数 授 業 科 目
履修
年次

単 位 数
必修 選択

日本国憲法 ２ ○日本国憲法 ２ ２

体育 ２
○健康科学理論 １ ２

○健康・スポーツ科学実習Ａ １ １

外国語コミュニケーション ２ First-year English A� １ ２

情報機器の操作 ２ コンピュータリテラシー基礎 １ ２

Part６【免許・資格取得関係】
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５．小学校教諭免許取得プログラムについて（神戸親和女子大学との連携プログラム）
２００８～２０１０年度入学生対象
このプログラムは、福岡女学院大学において幼稚園・中学校・高等学校教諭一種
免許を取得することを前提に、在学中に神戸親和女子大学通信教育部発達教育部児
童教育科（初等教育学コース）の科目等履修生として小学校教諭一種免許取得を目
的とするものです。※このプログラムについては別途費用がかかります。

〈プログラムの特長〉
�幼稚園・中学校・高等学校教諭一種免許取得に係る「教職に関する科目」の単
位の一部を小学校教諭一種免許取得に必要な単位として充当
�科目等履修生で「小学校教育実習」の受講が可能

このプログラムは２年次から開始します。希望者は１年次において「小学校教諭
一種免許取得プログラム説明会」に出席した上で申込書を提出し、許可を受けなけ
ればなりません。（説明会開催の詳細については後日掲示）

〈２０１１年度以降新規登録者〉
２年次から卒業までの３年間プログラムを原則とします。
３年次から履修開始した場合は、卒業までを履修期間とし、卒業後は取り扱いが
異なります。
〈継続登録者〉
このプログラムは３年間で履修することを基本としますが、在学中に小学校教諭
一種免許取得に必要な単位を充足することができない場合は、卒業後もプログラム
の継続が可能です。（在学中からプログラムを継続する場合に限り、卒業後も「小
学校教育実習」の受講が許可されます。）
※申込書を提出した学生は履修の詳細について面談を行います。
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教養科目 必修科目 選択必修科目 計 基礎資格

保育士資格 １３以上� ６０� １８以上� ９１以上�
卒業に必要
な単位を修
得すること

注１）科目区分は厚生労働省告示による。
注２）（ ）は厚生労働省告示による最低修得単位数を示す。

保育士資格
〈２０１１年度入学生用〉
１．保育士資格取得のための基礎資格と最低修得単位数

２．保育士科目の履修登録
年度始めの履修登録の際、別表（Ｐ．３６～参照）で網掛けになっている科目は教
務課で事前登録をします。それ以外の科目は各自で履修登録の手続きを行ってくだ
さい。
なお、ＰＣルームのWeb画面上で履修確認画面を必ず確認し、履修希望科目な
らびに事前登録科目が登録されているか確認してください。確認をせずに履修登録
されなかった場合は、学生各自の責任となりますので、十分注意してください。
（Ｐ．６４～の履修登録ページを参照のこと）なお、履修登録締切り後の科目変更・
追加は一切認めません。

３．保育実習について
� 保育実習履修資格
保育実習は諸教科で学修した理論、知識、技能を基礎として、保育所、児童福祉
施設等の実践現場において、保育士としての必要な資質・能力・技術を実践的に修
得することを目的としています。したがって、保育実習を履修するには基礎的な学
力はもちろんのこと、心身ともに健康であること、保育士としての基礎的な資質が
優れていること、さらに、卒業後の進路が明確であることが要求されます。
詳細は、人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規（Ｐ．１５０～）を参照して
ください。

� 保育実習実習計画
本学では、保育実習の実習計画を以下のとおり計画しています。
１年次 学外実習総合オリエンテーション
１年次 後期 保育実習指導�（施設）
１年次２・３月 保育実習� （施設） １０日間
２年次 前期 保育実習指導�（保育所）

Part６【免許・資格取得関係】
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告示による教科目 本学における教科の開設状況等
備 考

系列 教科目
授業
形態

単位数
左に対応して開設されて
いる教科目名

授業
形態

年次
単位数

必修 選択

教

養

科

目

外国語、体育以外の
科目

不問 ６以上

子ども学概論 講義 １ ２
子ども学フィールドワーク 演習 １ １
聖書概説 講義 １ ２
コンピュータリテラシー基礎 演習 １ ２
子ども学フィールド演習 演習 ２ １
生命科学入門 講義 １ ２

外国語 演習 ２以上 First-year English A� 演習 １ ２

体育
講義 １ 健康科学理論 講義 １ ２

実技 １
健康・スポーツ科学実習A 実技 １ １
健康・スポーツ科学実習B 実技 １ １

合 計 １０以上
１３ ３

１３単位（≧１０単位）

２年次８・９月 保育実習� （保育所）１０日間
３年次 前期 保育実習指導�（保育所） �

�
�
※

３年次８・９月 保育実習� （保育所）１０日間
３年次 前期 保育実習指導�（施設） �

�
�
※

３年次８・９月 保育実習� （施設） １０日間
※ 保育実習�、�はいずれか１科目を選択必修とします。

４．保育士登録申請の手続きについて
本学では、卒業時に限り大学で登録事務処理センターへ一括して申請手続きを行
います。その後登録事務処理センターから各都道府県に所属する市役所に登録され
保育士証が交付されます。保育士証は、いずれの都道府県に所属する市役所で交付
されたものであっても、すべての都道府県において効力を有します。申請手続きの
詳細は別途掲示にてお知らせします。なお、申請の際には登録手数料として４，２００
円（振込手数料を除く）の費用がかかります。交付された保育士証は卒業後、郵送
で自宅に届きます。
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告示別表第１による教科目（必修） 本学における教科の開設状況等
備 考系列 教科目 授業

形態 単位数 左に対応して開設され
ている教科目

授業
形態 年次 単位数

必修 選択

保育の本質・目
的に関する科目

保育原理 講義 ２ 保育原理 講義 １ ２
教育原理 講義 ２ 教育原理 講義 １ ２
児童家庭福祉 講義 ２ 児童家庭福祉論 講義 ２ ２
社会福祉 講義 ２ 社会福祉概論 講義 １ ２
相談援助 演習 １ 社会福祉相談援助 演習 ３ １
社会的養護 講義 ２ 社会的養護 講義 １ ２
保育者論 講義 ２ 教職概論 講義 ２ ２

保育の対象の理
解に関する科目

保育の心理学� 講義 ２ 発達心理学�（総論） 講義 １ ２
子どもの発達と学習の心理学 講義 ２ ２

保育の心理学� 演習 １ 子ども学観察演習 演習 ２ １

子どもの保健� 講義 ４ 子どもの保健�（総論） 講義 １ ２
子どもの保健�（各論） 講義 １ ２

子どもの保健� 演習 １ 子どもの保健� 実習 ２ １

子どもの食と栄養 演習 ２ 子どもの食と栄養� 演習 １ １
子どもの食と栄養� 演習 ２ １

家庭支援論 講義 ２ 子育て支援論 講義 ４ ２

保育の内容・方
法に関する科目

保育課程論 講義 ２ 教育保育課程総論 講義 ２ ２
保育内容総論 演習 １ 保育内容総論 演習 ３ ２

保育内容演習 演習 ５

保育内容（表現） 演習 １ ２
保育内容（言葉） 演習 ２ ２
保育内容（人間関係） 演習 ２ ２
保育内容（環境） 演習 ２ ２
保育内容（健康） 演習 ２ ２

乳児保育 演習 ２ 乳児保育 演習 ２ ２
障害児保育 演習 ２ 障害児保育 演習 ３ ２
社会的養護内容 演習 １ 社会的養護内容 演習 ３ １
保育相談支援 演習 １ 教育相談の方法と実践 演習 ３ ２

保育の
表現技術 保育の表現技術 演習 ４

保育表現技術（身体表現） 演習 １ １
保育表現技術（音楽表現） 演習 １ １
保育表現技術（造形表現） 演習 １ １
保育表現技術（言語表現） 演習 ２ １

保育実習
保育実習� 実習 ４ 保育実習�（保育所） 実習 ２ ２

保育実習�（施設） 実習 １ ２

保育実習指導� 演習 ２ 保育実習指導�（保育所） 実習 ２ １
保育実習指導�（施設） 実習 １ １

総合
演習 保育実践演習 演習 ２ 子ども学総合演習� 演習 ３ １

子ども学総合演習� 演習 ３ １

合 計 ５１単位 ６０
６０単位（≧５１単位）

Part６【免許・資格取得関係】
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２０１１年度入学生用
人間関係学部子ども発達学科演習・実習諸経費について
本学科においては演習・実習諸経費を所定の期間内に納入しなければならない。
なお、一旦納入した諸経費は、いかなる理由があっても返還は致しません。
１年次１０月 １５，０００円
２年次４月 １５，０００円 ２年次１０月 １５，０００円
３年次４月 １５，０００円 ３年次１０月 １５，０００円
４年次４月 １５，０００円

※その他演習・実習に関する実費は本人負担となります。

別表第２による教科目（選択必修） 本学における教科の開設状況等
備 考系列 単位数 左に対応して開設され

ている教科目
授業
形態 年次 単位数

必修 選択
保育の本質・目的に関する科目

１５以上

表現概論 講義 １ ２

保育の対象の理解に関する科目

発達心理学�（乳幼児と親の発達心理） 講義 ２ ２
発達・教育相談の基礎 講義 ３ ２
特別支援教育論 講義 ３ ２
子ども理解の技法（観察法と統計解析法） 講義 ３ ２

保育の内容・方法に関する科目

国語表現 講義 ２ ２
教育技術論（児童文化財研究）� 演習 ２ １
教育技術論（児童文化財研究）� 演習 ３ １
音楽（器楽）� 演習 ２ １

保育実習

保育実習�又
は保育実習� 実習 ２以上 保育実習� 実習 ３ ２

保育実習� 実習 ３ ２
保育実習指導�又
は保育実習指導� 演習 １以上 保育実習指導� 演習 ３ １

保育実習指導� 演習 ３ １

合 計 １８以上 ２１
２１単位（≧１８単位） １８以上
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教養科目 必修科目 選択必修科目 計 基礎資格

保育士資格 １７以上� ６４� １０以上� ９１以上�
卒業に必要
な単位を修
得すること

注１）科目区分は厚生労働省告示による。
注２）（ ）は厚生労働省告示による最低修得単位数を示す。

保育士資格
〈２０１０年度までの入学生〉
１．保育士資格取得のための基礎資格と最低修得単位数

２．保育士科目の履修登録
年度始めの履修登録の際、別表（Ｐ．４６～参照）で網掛けになっている科目は教
務課で事前登録をします。それ以外の科目は各自で履修登録の手続きを行ってくだ
さい。
なお、PCルームのWeb画面上で履修確認画面を必ず確認し、履修希望科目な
らびに事前登録科目が登録されているか確認してください。確認をせずに履修登録
されなかった場合は、学生各自の責任となりますので、十分注意してください。
（Ｐ．６４～の履修登録ページを参照のこと）なお、履修登録締切り後の科目変更・
追加は一切認めません。

３．保育実習について
� 保育実習履修資格
保育実習は諸教科で学修した理論、知識、技能を基礎として、保育所、児童福祉
施設等の実践現場において、保育士としての必要な資質・能力・技術を実践的に修
得することを目的としています。したがって、保育実習を履修するには基礎的な学
力はもちろんのこと、心身ともに健康であること、保育士としての基礎的な資質が
優れていること、さらに、卒業後の進路が明確であることが要求されます。
詳細は、人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規（Ｐ．１５３～）を参照して
ください。

� 保育実習実習計画
本学では、保育実習の実習計画を以下のとおり計画しています。
１年次 学外実習総合オリエンテーション（子ども学フィールドワーク内）
３年次８・９月 保育実習�（保育所）１０日間
３年次２・３月 保育実習�（施設） １０日間
４年次８・９月 保育実習�（保育所）１０日間 ※

Part６【免許・資格取得関係】
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告示による教科目 本学における教科の開設状況
備 考

系列 教科目
授業
形態

単位数
左記に対応して開設され
ている教科目名

授業
形態

年次
単位数

必修 選択

教

養

科

目

外国語、体育以外の
科目

不問 ６以上

子ども学フィールドワーク� 演習 １ ２
子ども学フィールドワーク� 演習 １ ２
聖書概説 講義 １ ２
コンピュータリテラシー基礎 演習 １ ２
子ども学フィールド演習� 演習 ２ ２
子ども学フィールド演習� 演習 ２ ２
生と死の問題 講義 ３ ２
生命科学入門 講義 １ ２

外国語 演習 ２以上 First-year English A� 演習 １ ２

体育
講義 １ 健康科学理論 講義 １ ２

実技 １
健康・スポーツ科学実習Ａ 実技 １ １
健康・スポーツ科学実習Ｂ 実技 １ １

合 計 １０以上
１７ ５

２２単位（≧１０単位）

注１）「健康科学理論」「健康・スポーツ科学実習Ａ」は保育士資格必修。

４年次８・９月 保育実習�（施設） １０日間 ※
※ 保育実習�、�はいずれか１科目を選択必修とします。

４．保育士登録申請の手続きについて
本学では、卒業時に限り大学で登録事務処理センターへ一括して申請手続きを行
います。その後登録事務処理センターから各都道府県に所属する市役所に登録され
保育士証が交付されます。保育士証は、いずれの都道府県に所属する市役所で交付
されたものであっても、すべての都道府県において効力を有します。申請手続きの
詳細は別途掲示にてお知らせします。なお、申請の際には登録手数料として４，２００
円（振込手数料を除く）の費用がかかります。交付された保育士証は卒業後、郵送
で自宅に届きます。
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告示別表第１による教科目（必修） 本学における教科の開設状況
備 考系列 科目名 授業

形態 単位数 左記に対応して開設さ
れている教科目名

授業
形態 年次 単位数

必修 選択

保育の本質・目
的の理解に関す
る科目

社会福祉 講義 ２ 社会福祉概論 講義 １ ２
社会福祉援助技術 演習 ２ 社会福祉援助技術 演習 ３ ２
児童福祉 講義 ２ 児童福祉論 講義 ２ ２

保育原理 講義 ４ 保育原理� 講義 １ ２
保育原理� 講義 １ ２

養護原理 講義 ２ 養護原理 講義 ３ ２
教育原理 講義 ２ 教育原理 講義 １ ２

保育の対象の理
解に関する科目

発達心理学 講義 ２ 発達心理学�（総論） 講義 １ ２
教育心理学 講義 ２ 子どもの発達と学習の心理学 講義 ２ ２

小児保健
講義
・
実習

５
子どもの保健� 講義 ２ ２
子どもの保健� 講義 ２ ２
小児保健実習 実習 ３ １

小児栄養 演習 ２ 子どもの栄養� 演習 ３ ２
精神保健 講義 ２ 精神保健 講義 ４ ２
家族援助論 講義 ２ 子育て支援論 講義 ４ ２

保育の内容・方
法の理解に関す
る科目

保育内容 演習 ６

保育内容総論 演習 ３ ２
保育内容（健康） 演習 ２ ２
保育内容（人間関係） 演習 ２ ２
保育内容（環境） 演習 ２ ２
保育内容（言葉） 演習 １ ２
保育内容（表現） 演習 １ ２

乳児保育 演習 ２ 乳児保育 演習 ３ ２
障害児保育 演習 １ 障害児保育 演習 ３ ２
養護内容 演習 １ 養護内容 演習 ３ ２

基礎技能 基礎技能 演習 ４

子どもの音楽（声楽） 演習 １ ２
子どもの音楽（器楽）� 演習 １ ２
図画工作� 演習 １ ２
幼児体育� 演習 ２ ２

保育実習 保育実習 実習 ５ 保育実習� 実習 ３ ５

総合演習 総合演習 演習 ２ 子ども学総合演習� 演習 ３ ２
子ども学総合演習� 演習 ３ ２

合 計 ５０ ６４
６４単位（≧５０単位）

告示別表第２による教科目（選択必修） 本学における教科の開設状況
備 考系列 単位数 左記に対応して開設さ

れている教科目名
授業
形態 年次 単位数

必修 選択
保育の本質・目的の理解に関する科目

１７以上

表現概論 講義 １ ２

保育の対象の理解に関する科目

発達心理学�（乳幼児と親の発達心理） 講義 １ ２
こころの援助 講義 ３ ２
発達相談臨床 講義 ３ ２
子どもの栄養� 講義 ３ ２
特別支援教育論 講義 ４ ２
子ども観察法 講義 ３ ２

保育の内容・方法の理解に関する科目 国語表現 講義 ２ ２
児童文化財研究 講義 ３ ２

基礎技能

図画工作� 演習 ２ ２
幼児体育� 演習 ２ ２
子どもの音楽（器楽）� 演習 ２ ２
実践音楽表現法 演習 ２ ２

保育実習 保育実習� 実習 ２以上 保育実習� 実習 ４ ２
保育実習� 実習 保育実習� 実習 ４ ２

合 計 １９以上 ３０
３０単位（≧１９単位） １０以上

Part６【免許・資格取得関係】
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人間関係学部子ども発達学科演習・実習諸経費について
本学科においては演習・実習諸経費を所定の期間内に納入しなければならない。
なお、一旦納入した諸経費は、いかなる理由があっても返還は致しません。
２年次４月 １５，０００円 ２年次１０月 １５，０００円
３年次４月 １５，０００円 ３年次１０月 １５，０００円
４年次４月 １５，０００円 ４年次１０月 １５，０００円
その他演習・実習に関する実費は本人負担となります。
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認定心理士

○認定心理士とは
心理学の専門家としての職務を遂行するのに必要な最小限の標準的、基礎的学力
と技能を修得していることを証明する資格です。所定の科目を修得し、卒業後に�
日本心理学会に申請すれば資格を取得することができます。

○資格がどう活かせるか
現状では、認定心理士の資格に対応した特定の業務内容が確立している訳ではあ
りません。したがって、カウンセラー等の職業に就きたいと希望する人は、心理学
系の大学院へ進学し、「臨床心理士」の資格を取ることが望ましいといえます。し
かし、認定心理士の資格は、心理学関係者を対象とした資格の中で、最も一般的な
ものです。将来は、特殊な経験や訓練を要求される心理系資格の取得のために、十
分な基礎条件となることが期待されています。

○認定の基礎条件は
４年制大学を卒業して、学士の学位を取得しているか、あるいは大学院修士課程、
または博士課程前期課程を修了して、修士の学位を取得していること。

○規則改正に注意
２００７年４月１日に認定心理士関係諸規則が大幅に改正されました。それに伴い、
認定心理士資格申請の手引き第４版が発行されています。
ただし、２０１２年３月末日までは、移行措置期間となり、２００７年３月までの古い規
則（手引き第３版記載内容）、または、新しい規則のいずれかの条件を満たしてい
れば認定されます。なお、全般的に判断するなら、古い規則のほうがやや緩い内容
となっています。

○日本心理学会ホームページを参考に
日本心理学会ホームページ内には、認定心理士についての詳細な説明が記載され
ています。また、申請のための書類をダウンロードできるサービスも提供されてい
ます。下記アドレス等を参考にしてください。
http://www.psych.or.jp/n_about1/index.html

○申請書類の入手方法は
申請書類の入手は、ホームページよりダウンロードする方法と、郵送によって学
会事務局から入手する方法があります。ダウンロードする場合は費用は無料です。

Part６【免許・資格取得関係】
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郵送の場合は１，５００円必要となります。
ダウンロードの場合、下記アドレスより入手してください。
http://www.psych.or.jp/n_about1/procedure.html

郵送の場合、下記口座へ郵便振替で１，５００円を送金してください。書類一式が送付
されます。
振替口座 ００１８０‐４‐５４３４０８
加入者名 社団法人日本心理学会認定委員会

○申請書類の種類は
申請には、以下の１０種類のものが必要となります。
�認定心理士資格認定申請書類について（説明文書）
�認定心理士資格申請の手引き（説明文書）
�認定心理士資格認定申請書（所定様式による書類）１ページ
�履歴書（所定様式による書類）
※縦３�×横２．５�の顔写真貼付

�心理学関係科目修得単位表（所定様式による書類）
※記載後、福岡女学院大学内の認定心理士資格申請担当教員による押印が必要

�申請書類を作成するにあたっての留意事項（説明文書）
�審査料払込控貼付用紙・IDカード用写真添付用紙（所定様式による書類）
※縦３�×横２．５�の顔写真添付

	書類送付用封筒 角２（Ａ４を折り曲げず入る大きさ）

郵便振替用紙（審査料払込用）
�書類受領通知用はがき 官製はがき
�成績証明書（単位取得証明書・福岡女学院大学発行）

卒業証明書（原本）か、または卒業証書・学位記のコピー（福岡女学院大学発行）
�一部記載科目（基礎科目 b、c）のシラバスのコピー

ダウンロードできるもの：�～�
郵送されてくるもの：�～	

○申請と認定の手続きは
第１ステップ 審査申請 ※審査料 １０，０００円
申請書類に必要事項を記入し、以下に記した審査料とともに認定委員会に送付

第２ステップ 合格確認後の認定料送金 ※認定料 ３０，０００円
認定心理士認定委員会より可否が通知
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認定された場合は、認定料を送金
なお、卒業見込みの年度において所定の単位を修得したもの（修得見込みは不可）
は、仮認定を申請することができます。この場合、在学中は仮認定であり、卒業後
に卒業証明書を送付して初めて正式認定となります。仮認定は、手続きが少し面倒
になりますが、在学中の作業ですので、福岡女学院大学担当教員と相談すること、
シラバスのコピーを入手することなどが容易となり、申請作業がより確実となりま
すのでお勧めです。

○認定心理士について判らないことがあったら
認定心理士についての相談や質問は、Ｅメールでおこなうことが一番確実です。
nshinrishi@fukujo.ac.jp 宛に、福岡女学院大学発行のアドレスを使用し、送信して
ください。

Part６【免許・資格取得関係】
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○認定心理士科目表
認定心理士の資格認定のためには、下記の科目表備考欄に掲げる履修要領に従い、
総計して３６認定単位以上であることが必要です。なお、社団法人日本心理学会の認
定基準により、科目表の「副次主題」は本学の修得単位数の２分の１だけが認定単
位となります。

〈２００７年度以降の入学生〉※心理学科の学生のみ申請できます。
認定の領域 主 題 左記に対応する本学開講科目 本学取得単位数 認定単位 備 考

基

礎

科

目

�心理学概論 基本 心理学概論Ａ（必修） ２ ２ 【新・旧ルール共通】
�・�・�領域は、それ
ぞれ「基本主題」から２
認定単位以上。
�・�・�領域の合計が
１２認定単位以上。
【旧ルール】
�・�・�領域は、それ
ぞれ３認定単位以上。
【新ルール】
�・�領域それぞれの合
計が４認定単位以上。
�領域の合計が３認定単
位以上。

心理学概論Ｂ（必修） ２ ２
教育心理学 ２ ２

�心理学研究法 基本 心理学研究法（必修） ２ ２
心理統計基礎 ２ ２
心理統計応用 ２ ２

�心理学実験・実習 基本 心理学実験�（必修） １ １
心理学実験�（必修） １ １

副次 臨床心理基礎実習� １ ０．５
臨床心理基礎実習� １ ０．５

選

択

科

目

�知覚心理学・学習心理学 基本 知覚心理学 ２ ２

【新・旧ルール共通】
�・�・�・	・
の５
領域の合計が１６認定単位
以上。
【旧ルール】
�・�・�・	・
の５
領域中、３領域以上で、
それぞれの合計が３認定
単位以上。
【新ルール】
�・�・�・	・
の５
領域中、３領域以上で、
それぞれの合計が４認定
単位以上。

感情心理学 ２ ２
認知心理学 ２ ２
学習心理学 ２ ２

�教育心理学・発達心理学 基本 発達心理学 ２ ２
青年心理学 ２ ２
高齢者心理学 ２ ２

�生理心理学・比較心理学 基本 神経心理学 ２ ２
	臨床心理学・人格心理学 基本 臨床心理学概論（必修） ２ ２

健康心理学 ２ ２
犯罪心理学 ２ ２
心理療法概論 ２ ２
心理面接法 ２ ２
心理療法基礎実習 ２ ２
心理検査法 ２ ２
人格心理学 ２ ２


社会心理学・産業心理学 基本 社会心理学（必修） ２ ２
人間関係心理学 ２ ２
家族心理学 ２ ２
ジェンダー心理学 ２ ２
産業心理学 ２ ２
キャリア心理学 ２ ２
組織心理学 ２ ２
マーケティング ２ ２
経営心理学 ２ ２
コミュニティ心理学 ２ ２

�心理学関連科目・卒業論文 卒業研究Ａ ２ ２ 卒業研究や演習を認定単
位とするには、心理学系
のものでなければならな
い。

・卒業研究 卒業研究Ｂ ２ ２
人間関係学演習Ａ ２ ２
人間関係学演習Ｂ ２ ２

総 計 認定単位総計 総計が３６認定単位以上

�

�
�
�

�

�

�
�
�

�

（注意）上記の科目表は変更となることもあります。資格申請を考えている学生は、掲示等をこまめ
にチェックする、かつ多目の単位を修得するようにしてください。
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社会福祉主事任用資格

○社会福祉主事とは
社会福祉主事とは、本来は社会福祉法に規定される公務員のことで、主に地方自
治体の福祉事務所に勤務します。地域で福祉サービスを必要としている人の相談に
応じ、生活保護の適用や保育所等の福祉施設などへの入所の手続を行います。
しかし現在は、このように福祉行政職員となる他に、様々な分野（児童・障害者・
高齢者等）の社会福祉施設や、社会福祉協議会で、採用時の資格要件として準用さ
れることが多い資格です。なお、「任用資格」とは公務員試験に合格し、福祉事務
所などに配属されてはじめて資格として認定されるもので、国家資格ではありませ
ん。

○任用資格取得条件
大学で、厚生労働大臣の定める社会福祉に関する科目を３科目以上修めて卒業

した人。
本学では、厚生労働大臣指定の科目が３科目以上となるように、次の科目表に示
している本学開講科目より合計６単位以上修得しなければなりません。

○社会福祉主事任用資格取得証明書の交付（４年生）
詳細は、１月頃、掲示にてお知らせしますので、掲示後、希望者は、申し込みを
してください。なお、申し込み前に資格取得条件を満たしているかどうかを必ず確
認してください。
申込期間内に、手続きをした場合は、卒業式後に教務課窓口にて交付します。
卒業式当日及び以降の申し込みの場合は、
・申込方法：教務課窓口又は電話（０９２）５７５－２９７４
月～金 ９時～１７時３０分
※土日・祝日・事務室休業日、除きます。
・受取方法：窓口又は郵送
・発行日数：窓口又は電話で受付した日から、土・日・祝日・事務室休業日を除

いて、３日後に発送または受け渡しします。

Part６【免許・資格取得関係】
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○社会福祉主事任用資格科目表

○社会福祉主事任用資格科目表

〈２０１１年度以降入学生用〉

厚生労働大臣
指定科目 本学開講科目 年次 単位

経 済 学
経済学入門 １年 ２
国際経済論 ２年 ２
経済社会の基礎知識 ２年 ２ 心理学科のみ

法 学
法学 ２年 ２
国際法入門 ２年 ２

倫 理 学
倫理学入門 ３年 ２
倫理学の展開 ３年 ２

心 理 学
心理学概論Ａ １年 ２ 心理学科のみ
心理学概論Ｂ １年 ２ 心理学科のみ

社 会 学 社会学入門 １年 ２
社 会 福 祉 概 論 社会福祉概論 １年 ２ 子ども発達学科のみ
児 童 福 祉 論 児童家庭福祉論 １年 ２ 子ども発達学科のみ
社会福祉援助技術論 社会福祉援助技術 １年 １ 子ども発達学科のみ

３科目以上 修得すべき単位数 ６単位
以上

〈２００８～２０１０年度入学生用〉

厚生労働大臣
指定科目 本学開講科目 年次 単位

経 済 学
経済学入門 １年 ２
国際経済論 ２年 ２
経済社会の基礎知識 ２年 ２ 心理学科のみ

法 学
法学 ２年 ２
国際法入門 ２年 ２

倫 理 学
倫理学入門 ３年 ２
倫理学の展開 ３年 ２

心 理 学
心理学概論Ａ １年 ２ 心理学科のみ
心理学概論Ｂ １年 ２ 心理学科のみ

社 会 学 社会学入門 １年 ２
社 会 福 祉 概 論 社会福祉概論 ２年 ２ 子ども発達学科のみ
児 童 福 祉 論 児童福祉論 ２年 ２ 子ども発達学科のみ
社会福祉援助技術論 社会福祉援助技術 ３年 ２ 子ども発達学科のみ

３科目以上 修得すべき単位数 ６単位
以上
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アメニティスペシャリスト （生理人類士２級）

アメニティコーディネーター（生理人類士準１級）

○アメニティスペシャリストとは
アメニティとは、環境が心理的、生理的に快適で安全な状態であることをいいま
す。人間は、５００万年ほど生きてきましたが、この１００年間で携帯電話、コンビニ、
インターネットなど、人類史上で経験ないほど生活状況が激変しています。こうい
う変化が人間本来の生理機能や心理にどのような影響を与えているかを検証し、オ
フィスのアメニティや暮らしのアメニティを提示し得る知識と感性を持つ人を育て
ることを目標にしています。

○資格がどう活かせるか
日本生理人類学会が、この領域に携わり得る人材育成のため、生理人類士認定制
度を創設したことから、本学は２００１年度より資格認定の指定校となりました。将来
的には、色彩、デザイン等の関連において人の生理的な機能特性を尊重する製品の
開発、発展を促し、真に健康で快適かつ感性豊かな生活環境の構築に貢献する生理
人類学専門家の育成を図ることを目的としています。
本資格は、日本生理人類学会が制定したもので、次の３種に区分されます。
�アメニティスペシャリスト （生理人類士 ２級）
�アメニティコーディネーター （生理人類士 準１級）
�アメニティプランナー （生理人類士 １級）
�及び�については、大学等における学部から修士課程までの学生を主な対象と
しています。
�は大学の研究、教育や企業等において既に活躍中の方々を対象としています。
本学では�、�の資格取得が出来ることになります。

○生理人類士資格取得条件
１．アメニティスペシャリスト（生理人類士 ２級）取得のためには次の�、�の条
件を満たさねばなりません。
� 資格認定に必要な本学開講科目（別表）のうち生理人類学を含む１６単位以上
を取得していること。
� 生理人類士認定委員会が実施する試験に合格すること。

２．アメニティコーディネーター（生理人類士 準１級）の認定を受けるには、次の
�～�の条件を満たさねばなりません。
� 生理人類学会に在会すること。

Part６【免許・資格取得関係】
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� 資格認定に必要な本学開講科目（別表）のうち生理人類学、生理人類学演習
を含む１０単位以上を取得していること。
� 生理人類士認定委員会が実施する試験に合格すること。

○資格取得までのスケジュール
２０１１年 ７月２２日～２９日 受験の第１次（願書）申し込み受け付け

９月２７日～１０月３日 第２次申込受付
１０月３１日 勉強ノート提出
１１月７日 ノート返却、予想問題提示
１１月２６日 準１・２級試験の実施（学内で実施）

２０１１年 １２月下旬 合格発表
２０１１年 １月下旬 資格認定証の交付

○受験料・認定料の納入について
当資格を取得するためには、下記の料金を納入しなければなりません。
２級（指定校所属者）受験料１０，０００円（テキスト代含む）
準１級（指定校所属者）受験料１０，０００円（テキスト代含む）学会入会費４，０００円

（学生のみ）会員
※受験料は一括納入を原則とします。
※受験申込書、納付書等に記入後、受験料を９月２７日～１０月３日（第２次受付期間）
に申込むこと。（知らせは掲示にて行う。）
※なお、受験料は、試験を欠席した場合半額を返金します。試験の結果が不合格の
場合は返却されません。
※準１級及び２級の受験者に対し、教科書「生理人類士入門」を配布します。教科
書代は受験料に含まれます。
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資格認定に必要な取得単位
〈２００８年度以降入学生〉※心理学科のみ対象

認定に関わる領域 本学開講科目 単位数
科
目
必
修 生理人類学４単位以上取得すること 生理人類学基礎 ２

生理人類学応用 ２

選

択

科

目

人間科学系科目４単位以上

生理人類学演習 ２
ファッションコーディネイト論 ２
ファッションとカラー ２
生命科学入門 ２
健康科学理論 ２

心理学系科目４単位以上

心理学概論Ａ ２
心理学概論Ｂ ２
人間関係心理学 ２
発達心理学 ２
社会心理学 ２

情報処理、行動科学、社会科学系科目
４単位以上

コンピュータリテラシー基礎 ２
コンピュータリテラシーＡ ２
コンピュータリテラシーＢ ２
コンピュータリテラシーＣ ２
自然と環境 ２
社会学入門 ２
文化人類学 ２

Part６【免許・資格取得関係】
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取 扱 事 項 担 当 部 署

大学庶務に関する事項 総 務 課
教育課程、教員組織、履修登録、授業時間割、授業、休講、
補講、試験（追試験、再試験）、成績の登録・管理、成績通
知表、卒業判定、教職課程、資格・コース、聴講、転部・転
科、教室、教具、教科書、証明書（推薦書、健康診断証明書
除く）等に関する事項

（教 務 部）
教 務 課

諸届・諸願、学生証、学友会・課外活動、遺失物、奨学金、
休・退学、復学、再入学、留学、指定下宿・アパート、教室
及び学内施設使用、保健衛生、学生相談に関する事項

（学 生 部）
学 生 課

進路・就職に関する事項
（学 生 部）
進路就職課

入試に関する事項 入 試 課

図書館に関する事項 図 書 館

Part７【大学事務室について】

大学の事務室の業務は次のとおりです。
� 事務組織

� 事務分掌（業務の分担）

� 事務室の開室時間
事務室の開室時間は次のとおりです。開室時間外は原則として事務の取り扱いを
行いませんので、注意してください。
平 日 ９：００～１７：３０ （昼休み １１：５０～１２：５０）
土曜日 閉室（事務取り扱いはいたしません）

なお、日曜、祝祭日は開室いたしません。また、夏期、冬期休暇中は開室時間の変
更、および閉室等がありますので、掲示等に注意してください。

総務課

教務課

学生課
大学事務部

進路就職課

入試課

図書館
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教務関係諸規程

Part８【学則および学内関係諸規程】
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福岡女学院大学学則
１９９０（平２）年４月１日制定

最終改正 ２０１１（平２３）年４月１日

第１章 目 的

第１条 本学はキリスト教に基づく福岡女学院創立の精神に則り、神を畏れ奉仕に生
きるよき社会人としての女性を育成するために、教育基本法および学校教育法に
従って、深く専門の学芸に関する教育・研究を行うことを目的とする。
第２条 本学に人文学部と人間関係学部を置く。
人文学部は、建学の精神に基づく人格教育を基に、広い教養と深い学問とともに、
実践的実務能力を併せ持った現代社会の要請に応え得る女性の育成を目的とする。
人間関係学部は、建学の精神に基づき、人とそのつながりについての幅広い教養
と深い専門性をもって、自立的に社会貢献に取り組む女性の育成を目的とする。
第２条の２ 人文学部に現代文化学科、表現学科、英語学科を置く。
現代文化学科は、時間と空間を越えて現代社会を取り巻く関連諸領域に関する基
礎知識の習得とともに、地域や国際社会の文化のつながりを通して、人間の行動様
式を規定している文化の本質についての専門知識を持った人材の育成を目的とする。
表現学科は、多様な表現方法を学際的に学び、社会へとつながる全人的教育へ発
展させ、個性豊かな表現能力・手段を持った人材の育成を目的とする。
英語学科は、今日的な諸問題に対処する実用的言語運用能力や教育指導者として
必要な英語力や知識を習得し、人間と社会や文化のつながりに関する国際的な幅広
い理解と知識を基に、異なる価値観に対する寛容さを持った人材の育成を目的とす
る。
第２条の３ 人間関係学部に心理学科と子ども発達学科を置く。
心理学科は、心理学および周辺領域の体系的かつ広範な学修を通じて、自らが成
長し続け、変容する社会と共に生きることのできる人材の育成を目的とする。
子ども発達学科は、子どもの発達に関する専門的知識と理解の学修を通じて、子
どもを包括的に支援するための人材の育成を目的とする。
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学 部 学 科 入学定員（名） 編入学定員（名） 収容定員（名）

人 文 学 部
現代文化学科 １００ ２０ ４４０
表 現 学 科 １００ － ４００
英 語 学 科 ４０ － １６０

人間関係学部
心 理 学 科 １２０ － ４８０
子ども発達学科 １２０ － ４８０

合 計 ４８０ ２０ １，９６０

第２章 学生定員および修業年限

第３条 入学定員、編入学定員および収容定員を次のように定める。

第４条 修業年限は４年とする。
第５条 学生は８年を越えて在学することはできない。ただし、第３４条第１項の規定
により入学した学生は、同条第２項により定められた在学すべき年数の２倍に相当
する年数を超えて、在学することはできない。
２ 前項の規定にかかわらず、長期履修学生として認められた学生は、８年を越えて
在学することができる。

第３章 学年、学期および休業日

第６条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。
第７条 学年を次の２学期に分ける。
一 前期 ４月１日から９月３０日まで
二 後期 １０月１日から翌年３月３１日まで
第８条 休業日を次のように定める。
一 日曜日
二 「国民の祝日に関する法律」に定める休日
三 創立記念日 ５月１８日
四 春期休業日 ３月２１日から３月３１日まで
五 夏期休業日 ８月１日から９月２０日まで
六 冬期休業日 １２月２５日から１月７日まで
２ 学長は必要に応じて前項の休業日を、臨時に変更することができる。
３ 学長は必要ある場合、休業日に授業を行うことができる。
４ 学長は特別の事情がある場合、第１項に定めるもののほか臨時休業日を定めるこ
とができる。
第８条の２ １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたるこ
とを原則とする。

Part８【学則および学内関係諸規程】
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第４章 教育課程、履修方法、単位および卒業の認定

第９条 人文学部の授業科目の区分は、必修科目、選択科目および自由科目とする。
２ 人間関係学部の授業科目の区分は、必修科目、選択科目および自由科目とする。
第９条の２ 人文学部および人間関係学部の授業科目の編成およびその単位数は、別
表１のとおり定める。
２ 教育職員免許状の取得に必要な教職に関する科目およびその単位数を別表２のと
おり定める。
３ 外国人留学生の教育について必要があるときは、日本語科目および日本事情科目
を置くことができる。その編成および単位数を別表３のとおり定める。なお、別表
３に掲げるもののほか、教授会の議を経て臨時に授業科目を開設することがある。
４ 削除
５ 人間関係学部子ども発達学科の保育士の資格取得に必要な科目およびその単位数
を別表６のとおり定める。
第１０条 授業科目の単位計算方法は、大学設置基準第２１条に定めるところに従い、次
のとおりとする。
一 講義および演習については、毎週２時間又は１時間１５週をもって１単位とする。
二 実験、実習および実技等については、毎週３時間又は２時間１５週をもって１単
位とする。

２ 前項の規程にかかわらず、卒業研究などの授業科目については、学修の成果を評
価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これに必要な学習等を考
慮して単位を定めることができる。
第１１条 学生は、本学則並びに別に定める履修規程に従って、在学中に所定の授業科
目を人文学部、人間関係学部ともそれぞれ、１２４単位以上を修得しなければならな
い。
第１２条 人文学部の授業科目の履修方法は、次のとおりとする。
一 現代文化学科
ア 必修科目は３０単位を修得しなければならない。
イ 選択科目は９４単位以上を修得しなければならない。
二 表現学科
ア 必修科目は３２単位を修得しなければならない。
イ 選択科目は９２単位以上を修得しなければならない。
三 英語学科
ア 必修科目は６２単位を修得しなければならない。
イ 選択科目は６２単位以上を修得しなければならない。

２ 人間関係学部の授業科目の履修方法は次のとおりとする。
一 心理学科
ア 必修科目は４０単位を修得しなければならない。
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イ 選択科目は８４単位以上を修得しなければならない。
二 子ども発達学科
ア 必修科目は３７単位を修得しなければならない。
イ 選択科目は８７単位以上を修得しなければならない。

３ 外国人留学生については、前項に定めるもののほか、日本語科目のうち１６単位以
上を選択必修とする。ただし、外国人留学生が修得した日本語科目の単位は、別表
４に定めるところにより、当該学科の授業科目の単位に読み替えることができる。
第１２条の２ 他学科、他学部の授業科目の履修方法および修得単位の取り扱いについ
ては、別にこれを定める。
第１３条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。試験
は学年又は学期末に、その履修した科目について筆記、口述、論文、実技等によっ
て行う。
２ 授業科目の履修の手続き方法などは、別に履修規程でこれを定める。
第１４条 試験は、履修規程で定めるところに従い、あらかじめ受講届けを提出して履
修した授業科目に限り、受けることができる。
第１５条 試験の成績は、AA、A、B、C、D、Fで表わし、AA、A、B、Cを合格と
する。
第１６条 病気その他やむを得ない理由のため試験を受けることができなかった者に対
しては、追試験を行うことがある。
第１７条 不合格になった科目について、別に定めるところにより再試験を行うことが
ある。
第１８条 本学に４年（第３４条第１項により入学した者については、第３４条第２項によ
り定められた在学すべき年数）以上在学し、第１１条および第１２条に定める所定の単
位数を修得した者については教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。
２ 削除
第１９条 人文学部の卒業を認定した者に対しては、学士（人文学）、人間関係学部の
卒業を認定した者に対しては、学士（人間関係学）の学位を与え、卒業証書・学位
記を授与する。
第２０条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、学生
に当該他大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。
２ 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科にお
ける学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修と
みなし、単位を与えることができる。
３ 前二項の規程により、履修した授業科目について修得した単位は教授会の議に基
づき、６０単位を限度として認めることができる。
第２１条 大学、短期大学を卒業、又は中途退学し、新たに本学の１年次に入学した学
生の既修得単位について、教育上有益と認めるときは、これを本学において修得し
たものとして認定することができる。
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２ 教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に行った短期大学又は高等専門学
校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授
業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。
３ 前二項の単位認定は、前条と合わせて６０単位を限度としてこれを行う。

第５章 免許および資格の取得

第２２条 教育職員免許状を取得しようとする者は、第１８条に規定する卒業の要件を充
足し、かつ、教育職員免許法並びに同施行規則に定める科目および単位を修得しな
ければならない。
２ 教育職員免許状の種類は、次のとおりとする。
一 人文学部
ア 現代文化学科 中学校教諭一種免許状 国語

高等学校教諭一種免許状 国語
イ 表 現 学 科 中学校教諭一種免許状 外国語（英語）

高等学校教諭一種免許状 外国語（英語）
ウ 英 語 学 科 中学校教諭一種免許状 外国語（英語）

高等学校教諭一種免許状 外国語（英語）
二 人間関係学部
ア 心 理 学 科 中学校教諭一種免許状 社会

高等学校教諭一種免許状 公民
イ 子ども発達学科 幼稚園教諭一種免許状

小学校教諭一種免許状
第２２条の２ 削除
第２２条の３ 人間関係学部子ども発達学科において保育士の資格を取得しようとする
者は、第１８条に規定する卒業の要件を充足し、かつ、児童福祉法施行規則に定める
科目および単位を修得しなければならない。
第２３条 人文学部の日本語教員養成のための授業科目、単位、履修方法については、
別にこれを定める。
２ 人文学部の児童英語教育指導員養成のための授業科目、単位、履修方法について
は、別にこれを定める。

第６章 入学、退学、除籍、休学、転学、転部、転科、
留学、復学、再入学および編入学

第２４条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、編入学、再入学および転入学に
ついては学期の始めとすることができる。
第２５条 本学に入学にできる者は、次の各号の一に該当する女子とする。
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一 高等学校を卒業した者
二 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者
三 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者
で文部科学大臣の指定したもの
四 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外
教育施設の当該課程を修了した者
五 文部科学大臣の指定した者
六 大学入学資格検定規程により、文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格し
た者
七 その他、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると
本学が認めた者

第２６条 本学への入学を志望する者は、入学願書に所定の入学検定料および別に定め
る書類および写真を添えて、所定の期日までに願い出なければならない。
第２７条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行い、教授会
の議を経て合格者を決定する。
第２８条 前条の選考の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、所定の期日までに誓
約書、その他所定の書類を提出するとともに、入学金その他指定された納入金を納
付しなければならない。
２ 学長は前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。
第２９条 退学を希望する者は、その理由を記して、保証人連署のうえ、願書を学長に
提出しなければならない。
第２９条の２ 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長がこれを除籍す
ることができる。
一 期限までに学費の納入を行わず、督促してもなお納付しない者
二 第５条に定める在学年限を超えた者
三 第３１条第２項に定める休学期間を超え、なお復学できない者
四 その他除籍が必要と認められる者
第３０条 疾病その他やむを得ない理由で、３ヶ月以上修学できない者は、保証人連署
の上理由書を付して願い出、学長の許可を得て休学することができる。
２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者について、学長は休学を命
ずることができる。
第３１条 休学期間は、１年以内とする。ただし特別の理由がある場合は、休学期間の
延長を認めることができる。
２ 休学期間は、通算して４年を越えることはできない。
３ 休学期間は、第５条の在学期間には算入しない。
４ 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができ
る。
第３２条 他の大学に入学又は転入学を志願しようとする場合は、学長の許可を得なけ
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ればならない。
２ 転入学が決定した者は、第２９条と同様の退学願を学長に提出しなければならない。
第３２条の２ 所属の学科から他の学科への転科を希望する者があるときは、選考の上
転科を許可することがある。転部については別に定める。
２ 前項の規定により、転科を許可された学生の既修得単位については、教授会の議
に基づき転科先学科において修得したものとして認めることができる。
第３３条 外国の大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得て留学すること
ができる。
２ 前項の許可を得て留学した期間は、第１８条に定める在学期間に含めることができ
る。
３ 第２０条の規定は、外国の大学又は短期大学へ留学する場合に準用する。
第３４条 次の各号の一に該当する者で、本学への入学（再入学、編入学）を志願する
者があるときは、選考の上、相当年次に入学を許可することがある。
一 大学を卒業、又は退学した者及び除籍された者
二 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業
した者
三 学校教育法施行規則第９２条の３に定める従前の規定による高等学校、専門学校
又は教員養成諸学校の課程を修了し又は卒業した者

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目および単位数の取
扱い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て学長が決定する。

第７章 学 費

第３５条 入学志願者は、入学検定料として３２，０００円を納入しなければならない。
第３６条 入学試験に合格した者は、入学金として２１０，０００円を納入しなければならな
い。
第３７条 授業料は年額７２５，０００円とし、指定された期日までに指定された方法で納入
しなければならない。
２ 授業料の外、実験・実習費その他の必要な費用については別にこれを徴収する。
第３８条 前期又は後期の中途において、復学又は入学した者は、復学又は入学した月
から当該期末までの授業料等納入金を、復学又は入学した月に納入しなければなら
ない。
第３９条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの月までの授業料等納
入金を納入しなければならない。
第４０条 前期又は後期の中途で退学する者は当該期分の授業料等納入金を納入しなけ
ればならない。
２ 停学期間中の授業料等納入金はこれを徴収する。
第４１条 休学期間中の授業料は、半額を免除する。
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第４２条 学費支弁の困難な者に対しては、その実情と学業成績とにより、一部を免除
又は貸与することがある。
第４３条 科目等履修生、聴講生、特別聴講生および外国人留学生の入学検定料、入学
金および授業料等納付金については、別にこれを定める。
第４４条 一旦納めた納入金は過誤によるもの以外は、一切返還しない。

第８章 賞 罰

第４５条 学生として表彰に価する行為があった者は、教授会の議を経て、学長がこれ
を表彰することがある。
第４６条 本学の学則又は諸規定に違反し、又は学生としての本分に反する行為があっ
た者は、教授会の議を経て、学長が懲戒する。
２ 前項の懲戒の種類は、訓告、停学および退学とする。
３ 前項の退学処分は次の各号の一に該当する者に対して行う。
一 性行不良で改善の見込みがない者
二 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者
三 正当の理由がなくて、出席常でない者
四 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者
第４７条 削除

第９章 教職員の構成

第４８条 本学に学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、その他必要な職
員を置く。

第１０章 教 授 会

第４９条 本学の人文学部、人間関係学部および短期大学部に共通の重要な事項を審議
するために連合教授会を置く。
２ 各学部に固有の重要な事項を審議するために学部教授会を置く。（以下、連合教
授会および学部教授会をあわせて「教授会」という。）
３ 教授会は学長、専任の教授、准教授、講師、助教をもって構成する。
４ 教授会が必要であると認めた場合は、その他の職員を構成員に加えることができ
る。
第５０条 教授会は、次の事項について審議する。
� 学則およびその他の大学内諸規程の制定、改廃に関する事項
� 学長、学部長およびその他の役職者の選出に関する事項
� 教員の人事に関する事項

Part８【学則および学内関係諸規程】
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� 教育課程に関する事項
� 学生の入学、卒業、退学、休学、復学、除籍、転学、転部、転科、編入学、再
入学、留学および賞罰等の認定に関する事項
� 教育および研究に関わる予算・決算に関する事項
� 教育および研究に関わる施設の改善、拡張、廃止等に関する事項
� その他教育および研究に関わる事項
第５１条 教授会の運営に関し、必要な事項は「福岡女学院大学教授会規程」に定める。

第１１章 図 書 館

第５２条 本学に附属図書館をおく。図書館に関する規定は別にこれを定める。

第１２章 保健および厚生施設

第５３条 本学に保健室を置き、一般保健に関する業務および応急処置を行う。
２ 保健室に関する規定は別にこれを定める。
第５４条 学生並びに教職員の健康管理のため、毎年健康診断を行う。

第１３章 科目等履修生、聴講生、研究生、特別聴講生、
外国人留学生および長期履修学生

第５５条 本学において、特定の授業科目の履修および単位修得を志願する者があると
きは、学生の授業に支障のない限り教授会において選考の上、科目等履修生として
履修を許可することがある。
２ 科目等履修生に関する規定は別にこれを定める。
第５５条の２ 本学において、特定の授業科目の聴講を志願する者があるときは、学生
の授業に支障のない限り教授会において選考の上、聴講生として聴講を許可するこ
とがある。
２ 聴講生に関する規定は別にこれを定める。
第５５条の３ 本学において、特定の事項について研究を行うことを希望する者がある
ときは、学生の指導および研究に妨げのない限り、教授会において選考の上、研究
生としてこれを許可することがある。
２ 研究生に関する規定は別にこれを定める。
第５６条 他の大学の学生で、本学において授業科目を履修することを志願する者があ
るときは、当該他大学との協議に基づき、特別聴講生として入学を許可することが
ある。
第５７条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、かつ第２５条各項
のいずれかに相当する入学資格を有し、本学に入学を志願する者があるときは、選
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考の上、外国人留学生として入学を許可する。
２ 削除
第５７条の２ 本学に長期履修学生として入学を志願する者があるときは、教授会にお
いて選考の上、入学を許可する。
２ 長期履修学生に関する規定は別にこれを定める。

第１４章 公 開 講 座

第５８条 地域社会における社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公
開講座を開設することがある。
２ 前項の目的を達成するために、本学は本学院が別に設ける生涯学習センターとの
連繋をはかるものとする。

第１５章 自己点検・評価

第５９条 本学は、第１条の目的および社会的使命を達成するため、教育研究活動等の
状況について、自ら点検および評価を行う。
２ 前項の点検および評価に関する事項は、別に定める。

第１６章 改 廃

第６０条 この学則の改正は、教授会の承認を得て理事会が行う。

附 則 �
１ 削除
２ この学則は、１９９０（平２）年４月１日から施行する。

附 則 �～�

附 則 �
１ この学則は、２０１１（平２３）年４月１日から施行する。
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教務関係諸規程
〇福岡女学院大学科目等履修生に関する規程

１９９４（平６）年４月１日制定
最終改正 ２００２（平１４）年４月１日

第１条 福岡女学院大学（以下「本学」という）の科目等履修生に関することは本規
程の定めるところによる。
第２条 科目等履修生として授業科目の履修を願い出ることのできる者は、本学の入
学資格を有する者、または、これと同等以上の学力を有する者で、教授会において
適当と認められた者とする。
２ 高等学校との連携事業に係る協定を締結した高等学校の生徒については、別
にこれを定める。

第３条 履修を希望する授業科目については、教授会の承認を得なければならない。
ただし、一部指定科目については、その科目担当者の承認を得なければならない。
なお、必修科目は許可しないことがある。
第４条 履修を希望する者は、別に定める期日までに、所定の願書を提出しなければ
ならない。
第５条 科目等履修生がその履修した授業科目について所定の課程を修得し、試験に
合格した場合には、その授業科目所定の単位を与える。
２ 科目等履修生で、前項に該当する者には、願い出により単位修得証明書を交付
する。

第６条 科目等履修生としての履修期間は原則として１年以内とする。なお、履修単
位数の上限は別に定める。
２ 科目等履修生としての履修期間は、大学の正規の課程の在学期間として認定
することはできない。

第７条 大学または短期大学を卒業した者が教育職員免許状を得るために、科目等履
修生として教職に関する科目を履修する場合の規定は別に定める。
第８条 科目等履修料については別に定める。
第９条 科目等履修生は、学内図書館を利用することができる。
第１０条 科目等履修生には、科目等履修生証を発行する。
２ 科目等履修生証は常時携帯し、学内諸規定を守らなければならない。

第１１条 本規程の改正は教授会の議を経て学長が行う。

附 則 �
１ 本規程は、１９９４（平６）年４月１日に制定し、同日付をもって施行する。

附 則 �～�（省略）
附 則 �

１ 第３条～第５条、第７条および第１０条の一部を改正し、２０００（平１２）年４月１日
から施行する。
附 則 ⑤

１ 第２条第２項を新設し、２００２（平１４）年４月１日から施行する。
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〇福岡女学院大学聴講生および特別聴講生に関する規程
１９９０（平２）年４月１日制定

最終改正 ２０００（平１２）年４月１日
第１条 福岡女学院大学（以下「本学」という）の聴講生および特別聴講生に関する
ことは本規程の定めるところによる。
第２条 聴講生として聴講することのできる者は、本学の入学資格を有する者、また
は、これと同等以上の学力を有する者で、教授会において適当と認められた者とする。
第３条 聴講を希望する科目については、教授会の承認を得なければならない。ただ
し、一部指定の科目については、その科目担当者の承認を得なければならない。な
お、必修科目は許可しないことがある。
第４条 聴講を希望する者は、別に定める期日までに、所定の願書を提出しなければ
ならない。
第５条 聴講生として履修した授業科目については履修証明書を交付する。
第６条 聴講生としての聴講期間は原則として１年以内とする。なお、履修科目数の
上限は別に定める。
２ 聴講生としての在学期間は本学正規の課程として認定することはできない。

第７条 聴講料については、別に定める。
第８条 聴講生は、学内図書館を利用することができる。
第９条 聴講生には聴講生証を発行する。
２ 聴講生証は常時携帯し、学内諸規定を守らなければならない。

第１０条 学則第５６条により、特別聴講生として聴講を許可された者の単位については、
学則第１３条を準用する。
２ 特別聴講料については、別に定める。
３ 特別聴講期間は、原則として１年以内とする。なお、履修科目数の上限は別
に定める。
４ 特別聴講生は、学内図書館を利用することができる。

第１１条 本規程の改正は教授会の議を経て学長が行う。

附 則 �
１ 本規程は、１９９０（平２）年４月１日に制定し、同日付をもって施行する。

附 則 �～�（省略）
附 則 �

１ 第１条～第４条の一部を改正する。また、従来の第５条を削除し、従来の第６条を
第５条、第７条を一部改正し第６条、第８条を第７条、第９条を一部改正し第８条、
第１０条を一部改正し第９条、第１１条を一部改正し第１０条、第１２条を第１１条とする。
２ 本改正規程は、２０００（平１２）年４月１日から施行する。
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（２０１１年度入学生用）
〇人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規

２００９（平２１）年４月１日制定
２０１１（平２３）年４月１日改定

第１条 本学科における学外実習とは小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭一種免許状
ならびに保育士資格を得ようとするものが、その単位取得のために、基準を
満たした幼稚園を始めとする学校や保育所その他の児童福祉施設において実
践的に実習を行うことを示している。

第２条 本学科における小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭一種免許状ならびに保育
士資格取得に関する科目表は次の通りである。
小学校教諭一種免許状取得に対しては基礎資格として学士の学位を有し、教
科に関する科目１３単位以上、教職に関する科目４７単位以上、教科又は教職に
関する科目１０単位以上、教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目８
単位以上を履修しなければならない。
幼稚園教諭一種免許状取得に対しては基礎資格として学士の学位を有し、教
科に関する科目１３単位以上、教職に関する科目４７単位以上、教科又は教職に
関する科目１０単位以上、教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目８
単位以上を履修しなければならない。
保育士資格取得に対しては基礎資格として卒業に必要な単位を修得し、教養
科目１３単位以上、必修科目６０単位、選択必修科目１８単位以上、合計９１単位以
上修得しなければならない。

〔科目表 省略〕

第３条 本学科における学外実習計画は、人間関係学部子ども発達学科免許・資格取
得実習計画に記載している。

第４条 本学科における学外実習では履修資格基準を設け学科会議において実習履修
許可を認定する。

二 前項認定基準を以下のように定める。

小学校教育実習
・小学校教育実習�
・第２年次前期までのGPA（累積）が原則として２．８以上であること。
・第２年次前期までの卒業必修科目、小学校教諭免許必修科目を原則として修得
していること。

・小学校教育実習�
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・「小学校教育実習�」を終了していること。
・第３年次前期までのGPA（累積）が原則として２．８以上であること。
・第３年次前期までの卒業必修科目、小学校教諭免許必修科目を原則として修得
していること。

幼稚園教育実習
・幼稚園教育実習�
・第２年次前期までのGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第２年次前期までの卒業必修科目、幼稚園教諭免許必修科目を原則として修得
していること。

・幼稚園教育実習�
・「幼稚園教育実習�」を終了していること。
・第３年次後期までのGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第３年次後期までの卒業必修科目、幼稚園教諭免許必修科目を原則として修得
していること。

保育実習
・保育実習�（施設）
・第１年次前期のGPAが原則として２．２以上であること。
・第１年次前期までの卒業必修科目、保育士資格取得に必要な教養科目、必修科
目を原則として修得していること。

・保育実習�（保育所）
・第１年次後期までのGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第１年次後期までの卒業必修科目、保育士資格取得に必要な教養科目、必修科
目を原則として修得していること。

・保育実習�（保育所）・保育実習�（施設）
・「保育実習�」を終了していること。
・第２年次後期までのGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第２年次後期までの卒業必修科目、保育士資格取得に必要な教養科目、必修科
目を原則として修得していること。

三 前項の規定内容を満たしている場合でも、専門科目の履修状況や成績状態、
及び実習希望学生本人に関わる事由によって実習に不適当とみなした者は、学
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科会議において検討後、学外実習を許可しない場合がある。

第５条 本内規の改廃は、教授会の議を経て、学長が行う。
第６条 本内規は、２０１１年度入学生から適用する。
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（２００８～２０１０年度入学生用）
〇人間関係学部子ども発達学科学外実習履修内規

２００９（平２１）年４月１日制定
第１条 本学科における学外実習とは幼稚園教諭一種免許状ならびに保育士資格を得

ようとするものがその単位取得のために、基準を満たした幼稚園を始めとす
る学校や保育所その他の児童福祉施設において実践的に実習を行うことを示
している。

第２条 本学科における幼稚園教諭一種免許状ならびに保育士資格取得に関する科目
表は次の通りである。
幼稚園一種免許状取得に対しては基礎資格として学士の学位を有し教科に関
する科目１６単位、教職に関する科目４３単位、教科又は教職に関する科目１０単
位、教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目８単位を履修しなけれ
ばならない。保育士資格取得に対しては基礎資格として卒業に必要な単位を
修得し、教養科目１７単位以上、必修科目６４単位、選択必修科目１０単位以上、
合計９１単位以上修得しなければならない。

〔科目表 省略〕

第３条 本学科における学外実習計画は、人間関係学部子ども発達学科免許・資格取
得実習計画に記載している。

第４条 本学科における学外実習では履修資格基準を設け学科会議において実習履修
許可を認定する。

二 前項認定基準を以下のように定める。

・幼稚園教育実習（観察）
・第１年次においてGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第１年次における卒業必修科目、教職課程必修科目、幼稚園教諭免許必修科目を原
則として修得していること。

・幼稚園教育実習（総合）
・「幼稚園教育実習（観察）」を終了していること。
・第２年次前期のGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第２年次前期までの卒業必修科目、教職課程必修科目、幼稚園教諭免許必修科目を
原則として修得していること。

・保育実習�（保育所）
・第２年次後期のGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
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・第２年次後期までの卒業必修科目、保育士資格必修科目を原則として修得している
こと。

・保育実習�（施設）
・第３年次前期のGPA（累積）が原則として２．２以上であること。
・第３年次前期までの保育士資格取得に必要な教養科目、必修科目を原則として修得
していること。

・保育実習�（保育所）・保育実習�（施設）
・「保育実習�」を修得していること。
・卒業年次に卒業要件が満たされるよう履修登録を行っていること。かつ、第３年次
後期までのGPA（累積）が原則として２．２以上であること。

前項の規定内容を満たしている場合でも、専門科目の履修状況や成績状態、及び実
習希望学生本人に関わる事由によって実習に不適当とみなした者は、学科会議におい
て検討後、学外実習を許可しない場合がある。

第５条 本内規の改廃は、教授会の議を経て、学長が行う。
第６条 本内規は、２００７年度入学生から適用する。
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〇人間関係学部社会福祉主事任用資格履修内規
１９９９（平１１）年４月１日制定

最終改正 ２００３（平１５）年４月１日改正
（社会福祉主事）
第１条 社会福祉主事とは社会福祉法の第４章に規定される公務員のことで、老人福
祉、児童福祉、障害者福祉など福祉六法に規定されている援護、育成、更生といっ
た仕事を福祉事務所で行う。
（任用資格取得条件）
第２条 社会福祉主事任用資格を取得しようと者は、「厚生労働大臣指定の科目」が
３科目以上となるよう、次の「本学開講科目」の中から６単位以上修得しなければ
ならない。

［科目表 省略］

附 則�
１ 本内規の改正は教授会の議を経て、学長が行う。
２ 本内規は、１９９９（平１１）年４月１日から施行する。
附 則�

１ 第１条および第２条の一部を改正、第３条を削除し、２００１（平１３）年４月１日か
ら施行する。
附 則�

１ 第２条の一部を改正し、２００３（平１５）年４月１日から施行する。

Part８【学則および学内関係諸規程】
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〇転部または転科に関する内規
２００５（平１７）年１２月２７日制定

（趣旨）
第１条 福岡女学院大学（以下「本学」という）学生の転部または転科（以下、「転
籍」という）に関することは、福岡女学院大学学則第３２条の２に基づき、本内規の
定めるところによる。
以下、転科の場合には、「学部」を「学科」に読み替える。

（出願資格および出願期限）
第２条 学部は、２年次前期から転籍することを志願する者がある場合、次の各号の
要件を満たす者について学部教授会にて審議の上、出願を許可することができる。
ただし、転籍先の学部教授会が定員数等を勘案し、承認した場合に限る。
一 転籍時に１年以上在学している者。
二 志願者のクラスアドバイザー、所属学部の教務部委員会および学部教授会が、
転籍することが適当と判断する者。

三 出願期限は、転籍希望年度の前年度１０月末とする。
２ 前項の規定により、転籍した者の既修得単位の認定は３０単位を上限とする。
第３条 学部は、２年次後期から転籍することを志願する者がある場合、次の各号の
要件を満たす者について、学部教授会にて審議の上、出願を許可することができる。
ただし、転籍先の学部教授会が定員数等を勘案し、承認した場合に限る。
一 転籍時に１年６ヶ月以上在学している者。
二 志願者のクラスアドバイザー、所属学部の教務部委員会および学部教授会が、
転籍することが適当と判断する者。

三 出願期限は、転籍希望年度の５月末とする。
２ 前項の規定により、転籍した者の既修得単位の認定は４５単位を上限とする。
第４条 学部は、３年次前期から転籍することを志願する者がある場合、次の各号の
要件を満たす者について、学部教授会にて審議の上、出願を許可することができる。
ただし、転籍先の学部教授会が定員数等を勘案し、承認した場合に限る。
一 転籍時に２年以上在学している者。
二 志願者のクラスアドバイザー、所属学部の教務部委員会および学部教授会が、
転籍することが適当と判断する者。

三 出願期限は、転籍希望年度の前年度１０月末とする。
２ 前項の規定により、転籍した者の既修得単位の認定は６４単位を上限とする。
第５条 ３年次後期、および４年次からの転籍の志願については、出願を許可しない。
（出願手続）
第６条 出願者は、次の書類を提出しなければならない。
一 転籍願
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二 クラスアドバイザー面談記録
三 成績証明書
（転籍試験）
第７条 転籍試験の受験資格の有無は、転籍先の学部教授会にて判定する。
２ 転籍試験を行う場合は、筆記、口述、論文、実技等によって試験を行う。
（転籍試験受験料）
第８条 転籍試験受験料は、無料とする。
（合否判定）
第９条 転籍試験の判定については、転籍先の学部教授会がこれを行う。
（校納金）
第１０条 転籍が許可された者は、転籍先の学部または学科の校納金を納入しなければ
ならない。
（改廃）
第１１条 本内規の改廃は、教務部委員会、連合教授会の議を経て、学長が行う。
附 則�

１ 本内規は、２００５（平１７）年１２月２７日に制定し、同日をもって施行する。

Part８【学則および学内関係諸規程】
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